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SPECIAL SHORT STORHY 。 
字 宙 兵 た ちの 帰 選 ー 洋 か な る 深淵 の 果て に ーー ⑰ 


wrtten by MAGAHIRO NODA (野田 中 宏 
Based upon the Game GALAXIAIN PRHOJECT DRHAGOUON" 


MECHANICALEBTAGES MATERIALS- 
@ り GGF (銀河 連邦 宇宙 軍 ) 編 ーーーーーーーー 
@UIMSSUIMGS・ ひ (侵略 機械 集団 ) 編 ーー ッ 
@Z0LGEA 則 (寄生 型 巨大 生物 ) 編 ーー 54 


23 紀 初頭 の 22 ぶ 年 に 発生 し た UIMS ( 介 機 集団 ) と の 戦中 
の 1 コマ 。 写真 中 央 に 写っ て いる の が 、 当 時 D 計 画 の で 開発 され 
人 後に 実 抽 入 され た 二 八 < ドラ グー ジ > で ある 


gd 世紀 初頭 、 銀 河 系 外 に 進出 し た 人 類 は 初 
の 地球 外 知 的 生命 体 =UIMS と 接触 、 戦闘 状 
態 に 入る 。 戦 闘 は 昔 烈 を 極め 、 連 邦 宇宙 軍 は 


戦力 の 一 部 を 失い 敗退 し た 。 こ れ に 対し 連邦 
首脳 部 は | 計画 を 発動 。 大 型 戦闘 艇 数 隻 を 投 
入 し て の く UIMS 壊 滅 作戦 > を 実行 し た 。 結 
果 は 連邦 市 民 の 誰 も が 知る よう に 、 成 功 で あ 
っ た 。 だ が 、 こ れ は 当時 奇 中 び と まで 言わ れ た 
ほど ご 、 無 謀 な 作戦 で あめ っ た ……。 


”_ リリ ダ ヌス 座 イ プシ ロン 星 域 。 銀河 系 の 
= 辺境 軸 域 で ある 。22 淡 年 、 そ の 一 角 に 
位置 する アル ファ ア 星 か がら 、 異 常 な 地殻 変動 を 
示す 9 観測 デー が 届い だ を 。 そ の 後 、 同 王 星 及 
び 、 周 辺 惑 星 と の 連 総 は 信 絶 し た 。 

当時 、 人 類 の 宇宙 進出 を 先導 し て い だ 連 孝 


宇宙 軍 (UGSF) は 同 星 域 に 調査 団 を 派 遺 。 


そこ で UGSF は 人 類 に と つて 最初 の 「 敵 」 と 
な る 地球 外 知 的 生命 体 に 接触 し た 。 

忌 お べき こと だ が 、 フ ァ ー ス トコ  [ 
ンマ クト は 戦闘 と いう 形 で 行わ れ だ 。 
正体 不明 の 敵 の 無 差 攻 撃 に よ つ て UGSF は 
大 き な 痛 手 を 被り 雪 退 。 そ の 際 、 撃 墜 し た 
の 破片 を 回 収 し て 調査 し た 結果 、 区 く べき 事 
実 が 判明 する 。 

敵 は 大 無数 の 戦闘 機械 群 。 自律 行動 する 
無機 物 で 構成 され だ 「 生 き て いる 兵器 (ライ 
プ ・ ウ エボ ポン )」 で あっ だ 。UGSF は 彼ら を 
UIMS ( 侵 申 機械 集団 ) と 命名 。 こ ご れ に 対す 
る 緊急 対策 機関 を 発足 させ る と 同時 に 、UIMS 
の 調査 を 続行 させ だ 。 後 日 、 軍 上 層 部 に 提出 
され だ UIMS 調 査 報 告 書 に よる と 、 彼 ら は 本 
来 、 異 星人 の 手 に よる 星 開拓 機械 だ つた ら 
し い 。 だ が 、 何 ら が の 原因 に より プロ グラ ム 
が 狂い 、 他 の 存在 を 即刻 「 処 理 」 
し て いこ 自重 戦闘 体 へ と 変化 。 そ 還 了 
の 後 、 短 期間 で 合理 化 を 続け 、 様 々 
な 形態 の 兵器 生命 体 へ と 進化 し て 
いつ だ らし い ……。 

ー 万 、UGSF 本 部 で は 調査 報 
告 の 提出 後 、 対 り 1 MS 用 兵 呈 開 
発 計画 < プロ ジェ フト ・ ド ラグ ー 
ン (D 計 画 ) > に より 開発 し だ 新 
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型 戦闘 艇 の 実戦 投入 を 決定 、32 人 の 乗員 を 選 
抜 し て い だ を 。 そ の 折 、 イ プシ ロン 星 域 に 派遣 
され だ 探査 衛星 RFPV-45- ご か ら 了 瞳 号 変換 さ 
れ だ 緊急 機密 通信 が 入る 。 そ れ は 惑星 ドグマ 
ス に 設置 され だ UIMS の 対 宮 星 破壊 介 の 中 準 
が 地球 に 向け られ て いる と いう 内 容 で あつ だ 。 
惑星 自体 の エネ ルギー を 集束 させ て 発 尉 する 
この ピー ム 克 は ぐ キ ャ ノ フ シー ビニ と 滞 け 
られ だ 。 そし て 一 刻 を 争う 中 、 UGSF 可 入部 
で は 、 新 型 艇 く ド ラブ ー ン > に よる 強行 突入 
で < キヤノン シー ド > を 破壊 する 作戦 を 実行 
に 移し た 。 以 下 は 現在 、 連 邦 の 公文 書 資 料 館 
に 残る 、 当 時 の 戦闘 記録 で の る …… 
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ム く キリ ング ・ ム ー ン > 内 部 の トラ ンス ポー 
タ に 乗せ られ 、 機 体 送 エレ ベー タ を 経て 、 
射 由 ケー ジ に 向かう ドラ グー ン を 撮影 し た 貴 
重 な が フ ィ ル ム 。 当時 、D 計 画 に より 建造 され 
ここ の 戦闘 艇 は 作戦 の 数 週間 前 に ロー ルアウ 
ト し た ば か り で あっ た 。 そ の た め 、 こ の 戦闘 
艇 | 隻 を 中 心 と する だ け の 奇襲 作戦 は 戦略 的 
に 無謀 で ある と の 意見 が UGSF 上 層 部 の 中 に は 


あっ た と 衣 わ れ て いる 
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ポイ ント 上 の 基地 か ら 射 出さ れ だ 我々 

= 辻 藤 部 区 は 、 ワ ー プ ( 高 次 空間 跳躍 航 
行 ) で 前 線 へ 侵攻 。 ワ ー プ アウ ト と 同時 に FCS 
(火器 管制 シス テム ハ )、EOM( 電 子 防 害 装置 ) 等 
を 作動 させ UIMS 軍 と 接触 。 戦 力 格差 を 考慮 
し 、 敵 の 攻撃 を 避け る た め に 陣 石 群 へ 突入 し 
拠 乱 を 図る 。 そ の 後 、 敵 の 基地 を 発見 、 こ ご れ 
を 破壊 する こと に 成功 し た 。 


- だ っ 


OPERATOR : 「 前 方 巨大 隅 石 に 敵 基 地 発 見 / 
距離 500 [ 
CAPTAIN :「 敵 基地 を 総 攻撃 せよ 」 


る 人 地球 周回 軌道 付近 の ラグ ラジ ェ ポ イン ト に 浮か ぶ UGSF 基 
地 く キリ ング ・ ム ー ン >。 地 球 駐 留 艦 隊 の 防御 用 拠点 と し て 
機能 し て いる 。 緊 急 展開 用 の ワー プ ブ ー ス トカ タバ パ ルト を 持 
ち 、 く ドラ グ 一 ン > ク ラス の 戦闘 艇 が 数 隻 格納 で きる 


機雷 と 了 
石 群 が 漂う 敵 妨 衛 ラ イン 前 面 に ワー プア ウト 
し た 奇襲 部 隊 が 強襲 を か ける 作戦 だ っ た 。 そ 
の た め 、 投 入 さ れ た 租 艇 は 新型 艇 く < ドラ グ 一 
ン > と 戦闘 艇 < く ホ ー ク > 4 隻 だ け だ っ た 


の 最前 線 基 地 を 破壊 し て アス テロ イド 

ベル ト を 通過 し た 我々 は 針路 を 敵 主力 
艦隊 へ 向け 、 最 大 戦 速 で 中 央 突破 を 開始 。 先 
ざ UIM ら 巨大 戦艦 < デル マタ ノー ズ >〉 の 上 方 よ 
り 同 艦 の 左 其 に パワ ー ダ イブ を 敢行 し た 。 


乏 


AUIMS 宇 宙 艦 隊 の 中 で も 、 前 衛 部 隊 に 属す る < デル タ ノ ー ズ >。 4 門 の 巨 
大 砲塔 等 の 武 凌 を 持つ 。 UGSF 将兵 に と っ て 恐 和 帥 の 対象 で あっ た 


厳 に 接近 し た 我々 は く デ ル タ ノ ー ズ 〉 

の 砲台 を 集中 砲火 。 プ ロト ン 加 速 科 
砲 の 直撃 を 受け だ 砲台 は 米 散 する も 、 く デル 
ノー ズ 〉> その も の に ダメ ー ジ は 写 え られ すず 、 
破壊 は 困難 を 極め る 。 時 間 的 猫 の な い 状 況 
下 、 艇 長 の 判断 に より 6 秒 後 、 や む な く 部 束 
離脱 。 敵 戦闘 機 群 の 追撃 を 振り 切り つつ 、 巡 
洋 艦 < ダッ クボ ー ン > の 艦 体 下 万 に 侵入 。 ご 
れ に より 敵艦 隊 を 混乱 に 陥れ だ 我々 は 敵 主力 
艦 く \ ハ ンマ ー ヘ ツ ド > の 左 厳 へ 接近 し 、 ご れ 
を 破壊 し た 後 、 敵 惑星 へ の 針路 惨 正 を 図 つ だ 。 
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人 ム 惑 星 ド グマ ス の 周回 軌道 上 に 浮か ぶ く < ドル ド ヴ ァ >。 同艦 は 戦 
闘 機 群 の 旗 護 と し て の 役割 だ け で は な く 、UIMS 艦 隊 に エネ ルキ ギー 
を 供給 する 補給 艦 と し て の 役割 も 併せ 持っ て いた 。 独特 の シル エ 
ッ ト が 20 世 紀 後 期 の ヴィ クタ ー 級 原潜 を 連想 させ る 
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に 群 人 路 修正 を 図 つた く ド ラブ ー ン > の 前 に 
上 生 育 』 出現 し た の は UIMS 艦 隊 の 謝 艦 と 思わ 
人 お 状 四 れる 豚 宙 田 艦 く < ド ルド ヴァ 〉 で あつ だ 。 我々 
そ で に に は ミサ イル 訪 と 戦闘 機 群 を 回 避 し つつ 、 全 長 
居る 入 2Km の <〈 ド ルド ヴァ >〉 へ 接近 。 自 乱 上 甲板 ガ 
軽い た ら 艦橋 脇 を 抜け て 同艦 の 後方 で 90 度 回 頭 、 内 
1 部 飛行 甲板 へ 侵入 し た 。 内 部 で は 敵 戦闘 柳 と 
っ 1 タ の 混戦 状態 に 駒 つた を が 、 や が て 我々 は 艦 の 動 
- 下 散 力 妨 らし き ユ ニッ ト を 発見 。 こ れ に 集中 砲火 
を 加え 、 破 壊し た 。 秘 後 、 誘 曲 し 始め だ 同 
人 前 艦内 部 か ら < く ド ラブ ー ン > は 脱出 。 そ の まま 、 
大 機 


惑星 ドブ マス 大 気 圏 へ 侵入 し た 。 


ささ 巧 S 村 和貴 消 生 < 


ユエ そ で > 尿 剛 (0 iTY( ( 位 
漬 寺村 は さ ざ ぷ 敵 石 民 沖 - 士 対 了 人 る 


て 上 将 洛 層 自 葵 赤き 装 ほ ひど へ て 癌 回 


y UIMS の 防衛 網 は 人 類 の 想像 
を 凌 夫 し て いた 。 く < ドラグ 一 ン > 
の 大 気 圏 突 入 と 同時 に 、UIMS 側 
は 要 撃 機 < ブル ー・ フ ライ >〉 を 
即座 に 100 機 以上 戦線 に 投入 。 
く < ドラグ 一 ン > を 迎撃 すべ く 執 拓 
な ミサ イル 攻撃 を 繰り 返し た 。 
写真 は 敵 の 索 貢 網 を 警戒 し て 、 
低空 飛行 を 行う < く ド ラグ 一 ン > 
か ら の 撮影 に よる 


当時 < ドラ グー ン > に 搭載 され て いた ガン カメ ラ の 映像 を 見 て も 、 

短 時 間 の た め 、 実 際 の 飛行 距離 を 認識 する こと は 困難 で ある 。 下 図 は 

戦後 、 く ドラ グー ン 〉 パイ ロッ ト の 記憶 か ら 描か れ た 当時 の 侵攻 ルー 
ト 。 惑 星 降 下 後 の 飛行 距離 が 意外 と 長かっ た こと が 分 か る 


艦隊 を 中 央 突破 する こと に 成功 し た 

我々 は 、 惑 星 ド グマ ス の 大 気 圏 に 突入 。 
ポイ ント 1437 の 峡谷 へ 到達 する 。 ここ で 、 
UIMS の 要 撃 機 < ブ プル ー・ フ ライ >〉 の 大 群 と 
接触 。 これ を 避け 超 低 空 侵入 を 図る も 、 敵 地 
上 部 隊 と 遭遇 。 こ れ を 破壊 し つ つ 、2000m 前 
万 の 崖 か ら 急速 上 昇 。 ツ ワー キャ ノン が 数 人 台 
設置 され だ 敵 最終 防衛 ライ ン を 突破 する べ ぐ 、 
ミリ タリ ー パ ワー に よる 低空 飛行 を 続け る 。 
この 時 、 機 体 の シー ルド 残 量 は 60% 以 下 で あ 
り 、 搭 乗員 の 間 に は 皿 張 が 走る 。 そ の 12 和 後 、 
我々 は 最終 目標 を 肉眼 で 確認 し た 。 
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ーー mhoeryrr す も 
最終 目標 く (キヤ ノン シー ド >〉 の 基幹 部 
に 接近 。 そ こ か ら 急 速 上 昇 し て 反転 、 発 射 口 
へ 突入 し た 。 だ が 、 途 中 で 対 爆 シー ルド を 張 
られ だ ため 、 針 路 を 変更 。 損 気 ダ フト ガ ら 隔 
壁 を 破壊 し て 強引 に 中 央 部 へ 侵入 し た 。 ご の 
時 点 で 電子 戦 オ ペレ ー タ ー に よる スキ ャ ン の 
結果 、 了 臨界 まで 30 秒 し か 残さ れ て いな いこ と 
が 判明 。 即座 に プロ トン 加速 粒子 砲 に よる 集 
中 砲火 を 行い 、 制 御 装置 の 破壊 に 成功 。 誘 爆 
を 始め だ < キヤ ノン シー ド >〉 ガ ら 脱出 。 そ の 
まま 最大 戦 速 で 惑星 ドグマ スガ ら 離 脱し た 。 
惑星 ドグマ ス は < キヤ ノン シー ド >〉 の 爆発 に 
より 周辺 の UIMS 宇 宙 艦 隊 ご と 宇宙 の 友 塵 と 
化し 、 作 戦は 終了 と な つた 。 
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飼 日 、〈UIMS 壊 滅 作 戦 〉 又は パ キ ャ ノン シ 
ー ド 破壊 戦 ) と いう 通称 で 呼ば れる UIMS こ と 
の 一 連 の 戦闘 は 後 の UGSF の 部 隊 編 成 を 左 
右 し た 。 軍 は UIMS の よう な 未知 の 存在 を 重 
要 視 し 、 そ れ に 相対 する 兵器 (当時 、D 計 画 
に より 建造 され た 戦闘 艇 な ご) の 開発 に 薄手 
し た の で ある 。 こ れ に より 、 数 年 後に 発生 し 


た UIMS・9 (デル タ ) 戦 に お いて も UG8F 
は 過去 の ノウ ハウ を 活か すこ と が で きた ……。 


UIMS 戦 役 < く プ ロジ エノク ト ・ ド ラグ ー 
ン > ガ ら 数 年 後 の 22 漁 年 。 人 類 は 再び 
趣 夢 の よう な 異変 に 遭遇 し た 。 

UIMS ( 侵 蜂 機械 集団 ) の 再来 で ある 。 事 
は DHW-Z 万 面 の 、zz 軸 上 に 位置 する 惑星 コ 
ー ネ ウ ス が 、 異 常 な まで に 怠 激 な 重力 崩壊 を 
起こ し 、 消 滅 寸 前 と な つ だ こと に 始ま る 。 連 
邦 宇宙 軍 (UGSF) が 探査 衛星 (ビー ビン グ 
スタ ーTII >〉 を 派遣 し て 調査 を 行 つ だ 結果 、 惑 
星 の 地殻 エネ ルギー を 吸収 し て 成長 する 物体 
群 の 存在 が 確認 され だ た 。 

その 正体 は 、 ガ つて UIMS と 時 を 同じ くし 
て 、 異 星人 の により 放 だ れ だ 惑星 開拓 機械 
の な れ の 果て 、「 ラ イブ ・ ウ エボ ン (生き て い 
る 兵器 )」 で あつ た だ 。 

UGSF は 彼ら を UIMS・9 (デル ) と 
難し ただ 。 ご この 侵略 機械 集団 は 、UIMSG こ は 列 
の 進化 経路 を 辿 つ を らし ぐ 、 形 状 な ご は 閉 レ 
ぐ 異 な つて い だ 。 唯一 、 同 じ な の は 狂 つ だ 戦 
闘 本 能 プ ログ ラム の 命ずる まま 、 自 分 達 以外 
の 存在 を 発見 する と 同時 に 「 処 理 」 し て い ぐ 


應 を 行っ た 債 察 衛星 。 こ れ に より 、 


は J ぼ 人 哲 温 9 
SL 


ー せ で 日 剛 届 の ri ・ の ミー ビー 
AC( (同和 縛 年 慎 短 こと 石 矢 舞 寺下 


ST は Je 団 還 3 サー リロ 吊 の 
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ピコ 


に 


て い だ 。 探査 衛星 に よる 報告 で は 、 ご の 移動 
要塞 く < ガープ 〉 (UGSF に より 病名 ) は 光 元 
転送 ツイ プ の 到 大 高 丹 爺 を 持ち お 、 そ の 照準 を 
太陽 系 に 向け て いる こと も 判明 。 こ れ は 、 先 
の 戦役 に よる < キヤノン シ ー ド > 破 震 の 衝撃 
波 が 惑星 コー ネ ウ ス に 到達 し だ 後 、 そ れ を 感 
知 し た 〈 く ガー プ >〉 が 同胞 の 仙 を 撃つ べ ぐ 、 委 
警 を を 開始 し た も の と 推測 され だ 。 

対す る UGSF 避 令 部 は 、 重 戦闘 艇 < ドラ グ 
ー ン > を 強化 改良 し だ 最新 鋭 機 く (ドラ ブー ン 
R>〉 を 派遣 し て この ガー ブ 破 壊 作戦 を 決定 し た 。 


OPERATION 概 要 


本 作戦 は 敵前 衛 部 隊 の 前 面 に ワリ ー プ アウ ト 
し 、 こ れ を 奇 朋 攻 撃 で 撃破 。 追撃 を 絶っ て か 
ら 惑 星 コー ネ ウ ス に 下降 し 、 敵 要塞 散 を 攻撃 
する も の で ある 。 債 察 衛星 に よる 報告 か ら 検 
討 し た 結果 、 同 艦 の 破壊 は 艦橋 付近 の ダク ト 
か ら 侵入 し て 行う こと に な る ……。 
(当時 の UGF 総 軍司 令 の 発言 か ら 抜粋) 
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初代 < ドラ グー ン > が 使用 し て いた 宇宙 基地 < キリ ング ・ 
ムー ン > に 代わ り 、 竣 工 さ れ た 新型 基地 < ギ ム レ ッ ツ ・ ホ ワ 
イト >。~ 当 時 、UGSF 最 高 の 宇宙 軍 事 基地 施設 で あっ た 


で 過 対 S 巡 芽 
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。 で AMINI・ 人 で 山 、 コマ ーN 山 っ > 滞 静 装 陸 半 
足立 < ツー テテ > なさ の kr 表 注記 直 


9 ナ 


V け ドー サザ さる 9 
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避 昌 

わ B す 球 周回 軌道 上 の く < ギ ムレ ッ ツ ・ ホ ワイ 

た が ハ ト 〉 か ら 緊 急 展開 用 ワー プ ・ ブ ー ス ト 
を 多 カタ パル ト で 射出 され だ 我々 機動 部 隊 は ワー 
音 の プア ウト と 同時 に 紡 鍵 隊 形 か ら プ レイ ン 。 小 
の 


型 戦闘 散 く カ ツ ト ラス >〉 4 機 か ら 成 る ハリ ス 
援護 部 隊 と く ド ラブ ー ン R> の 2 編隊 に 分 か れ 
て 近接 戦闘 を 開始 し た 。 く ド ラブ ー ン R〉 は 敵 
艦隊 前 万 で 戦闘 上 昇 後 、 パ ワー ダイ ブ 。90 度 
回 頭 か ら 旋回 行動 を 30 秒 ほど 繰り 返し 、 敵 戦 
闘 機 群 を 攻撃 。 こ の 間 、 渦 戦闘 機 辞 の ミサ イ 
ル が 多数 来 本 。 ECM を 作動 させ る も 効果 は 
見 られ ず 、 プ ロト ン 粒 子 加速 候 で 撃墜 し だ 。 
その 後 、 敵 戦艦 の 密集 隊形 内 に 突入 し だ 我々 
は 約 40 秒 ほど 敵艦 隊 を 損 乱 。 最 後に く < イン コ 
ン パ ラブ ル 級 > を 破壊 し て 離脱 し た 。 


半 
て 
で ) 


ヾ 
ン 。 


ひけ は 潤 は 下 藻 9 説 竹 必 


。 正 郡 ゅ いさ ひ 守 刷 き 起 半 < 半 で | 
VHIV へ > の 隊 EF 石 省 芋 炎 障 天 人 


詩 当 前線 を 離脱 し た 我々 は 増 速 し て 敵前 衛 

基地 へ 突入 。 そ の まま 攻撃 を 続行 し つ 
つ 、 反 暫 隆 下 し て 背面 飛行 の まま 第 外壁 層 
まで 侵入 後 、 右 旋回 。90 度 バン フ か ガ ら 降下 し 
て バレ ル ロ ー ル を 行い 、 敵 基地 の 主軸 溝 に 沿 
つう て 飛行 。 ご の 回 、 ハリ リズ 1 全 く ドラ の ニー フン 
RR〉 を 援護 。 ハリ ス 2、 3 は 逆 方 向 か ら 飛行 し 
て 攻撃 を 行 つ た 。 突入 開始 か ら 70 秒 後 、 く プロ 
ツク メイ ズ 〉 動力 部 を 肉眼 で 捕捉 。 後 方 より 
合流 し を ハリス 隊 と 共に 集中 砲 を 浴び せ 、 
敵 基 地 の 破 壊 に 成功 し た 。 
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メイ スズ) 。 建 設 中 の た め 、 3 層 構 造 に な っ て いる この 前 衛 基地 は その 名 の 通り 、 
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AUIMS・9 の 前 衛 基地 < ブロ ッ ク メ イズ > に は 各種 
戦艦 、 巡洋艦 が 駐留 し て お り 、UGSF に と っ て は 悩み の 
タネ で あっ た 。 そ こ で 、 機 動 部 了 立 は それ ら の 租 艇 が 本 
格 的 に 動き 始め る 前 に < ブロ ッ ク メ イズ > を 破壊 し 、 
『 租 艇 群 も 誘 隔 に 巻き 込む 作戦 に 出 た の で ある 


る ムコ アブ ロッ ク (動力 炉 ) を 破壊 され た < ブロ 

ッ ク メ イズ > は 一 瞬 の 静寂 の 後 、 駐 留 艦艇 等 を 巻 

: 半 き 込 ん で 爆散 。 後 に は 見 る も 無残 な 残骸 が 残さ れ 
て いた と 言わ れ て いる 
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ヤ 赤 方 偏 移 を 視認 後 、 ワ ー プ アウ ト し た 機動 部 隊 は 崩壊 し 


か け て い 惑星 コー ネ ウ ス へ 強 肌 族 下 し だ 


重力 異常 に よる 地殻 変動 が 活発 化し て いた コー ネ ウ ス 上 空 
を 低空 飛行 する の は と て つも な く 訪 険 で あっ た 。 だ が 、 機 動 
部 隊 に と っ て 、 自 動 索 敵 凌 置 を 組み 込ん だ 長 距 離 好 撃 ミサ イ 
ル の 標的 に な る こと だ け は 絶対 に 避け な けれ ば な ら な か っ た 。 
その た め 、 こ れ は 止む を 得 な い 飛 行 だ っ た 


A る 惑星 コー ネ ウ ス 上 空 を 飛行 する < ドラ グー ン R> の 前 
に 現れ た の は 敵 の 戦略 攻撃 機 < ベル テ >。 高速 で 飛行 し 、 複 数 
の ミサ イル ベイ を 持つ 凶悪 な 機体 で あっ た が 、 く ドラ グー ン R> 
は 何と か これ を 撃退 。 し か し その 時 、 艦 砲 射撃 で クレ ー タ ー 
を 破壊 し な が ら < ガー プ >〉 が 浮上 し た の で あっ た 


は 0* 章 織 な r 層 購 畑 く VAIX 
ー ヽ ハル 9 へ 羽 の 史 赴 さて は ぐ JT で みみ > 全 


押 __ 
庫 6 (ブロッ フ メ イズ > を 到 江 れ 
だ こと に より 、 敵 残存 勢力 は 惑星 コー 
ネ ウ ス 方面 に 逃走 。 敵 が ワー プア ウト し た 空 
間 座 標 位置 を 確認 し た 我々 は 追撃 を 開始 。 ワ 
ー プ へ 入り 、 同 惑星 へ 到達 。 軌道 上 か ら 惑 星 
表面 へ 強行 侵入 し 、 ポ イン ト 289-006 ま で 低空 
飛行 を 行っ た 。 こ の 時 、 す で に 惑星 コー ネ ウ 
ス の 地表 崩壊 は 本 格 化 し て お り 、 我 々 は 地盤 
の 隆起 を 避け な が ら 戦 闘 飛行 を 続行 。 途 中 、 
戦略 攻撃 機 < ベル テ >〉 に 率い られ だ 敵 迎 撃 部 
隊 を 退け な が ら 、35 秒 後に 巨大 フク レー ター 上 
空 に 侵入 し だ 。 だ が 、 時 すでに 遅 ご 敵 の 巨大 
移動 要塞 く < ガー ブ >〉 が 浮上 を 開始 し た だ め 、 
我々 は < ガー ブ 〉 へ 突撃 し だ 。 
ーー | 


ーー ーー | <Y ヴー プ ) 上 空 に 突入 し た 機動 
ct た 5a 還 隊 デー 議 地 隊 員 は 眼下 に 巨大 な 都市 が 広がっ 
て いる の を 見 て 呆然 と し た と 言う 


開 


さ SZ 上 し た < ガー プ )〉 艦 首 か ら 我 々 は 接近 。 誠 激 ン 部 
7 上昇 後 、 反 転 し て 甲板 上 の 都市 ブロ ッ 借り 各 
ク に 侵入 。 弾 幕 を 張り な が ら 、 都市 防衛 ライ すま も 
ン を 突破 し 、 敵 迎撃 機 の 波状 攻撃 を 避け だ た 。 四 加 部 た 
40 秒 後に 武装 区 画 へ 到達 。 低空 で 蛇行 し な が る た 生 て 
ら 解 橋 構 造物 前 で 離脱 。 敵 の 総 攻 撃 を 強行 突 差 ド 

砲 方 グ 


破 し て 左 肖 ダ ツ ト ガ ら 〈 く ガー ブ > 内 部 へ 侵入 
し た 。 同 刻 、 ハ リス 隊 は 散開 。 く < ガ ー ブ 〉 英 橋 
の 背面 に 攻撃 を 開始 し だ 。 


4^ 援護 部 隊 と の 間 で 無線 に よる 犯 号 が 飛び 交 う 中 

< ドラ グー ン R> は 加速 し て 閉まり か けた ダク ト に 侵 
入 。 残 され た ハリ ス | < 4 の 4 機 は < ガー プ > 和 橋 
に 対す る 一 斉 砲 撃 を 開始 し て いた 


NT キー 
戦 速 へ 加速 。 閉じ か けた ゲー ト へ 渦 り 
込み 、 続 々 体 当 だ り し て ご る 要 撃 機 く ファ イ 
ア ・ ビ ピー> の 群れ を 迎撃 し つ つ 、40 秒 後に エ 
ナジ ー チ ャ ン バ ー に 到達 。 中 央 動力 部 リム ロ 
イド カ ガ ら 巨大 高射 砲 に エネ ルギー が 転送 され 
る の を 防ぐ べ こ 、 制 御 装置 で ある スパ ー ク フクビ 
ツ ト に 集中 人 砲撃 を 開始 。 プ ロト ン 加 速 粒 子 克 
の 直撃 を 受け を スパ ー フ ビッツ ト は 爆散 。 エ ナ 
ジー チャ ン バ パー 内 は 誘 旨 を 起こ し た 。 我々 は 
出口 の 爆発 に より 退路 を 絶た れ た が 、 
<〈 ガ ー ブ > 外 壁 を 破壊 し て 侵入 し て きだ 
ハリ ス 隊 に より 脱出 路 を 確保 。 急速 上 
昇 し て 惑星 コー ネ ウ ス を 離れ だ 。 

この 直後 、 動 力 妨 を 破壊 され た 〈 く ガ 
ー ブ 〉 は 艦 尾 か ら 地上 に 墜落 。 左 エン 
ジン ガ ら 爆発 を 起こ し 、 最 後に は 縮 衣 
則 発 に より 惑星 コー ネ ウ ス と 共に 崩壊 。 
作戦 は 無事 成功 し て 終了 し た 。 


ム エ ナ ジー チャ ン バ パー 内 に 到達 し た く て ドラ グー ン M の 戦術 債 6 ガー プ ) 掃討 戦 に 
Il 察 機器 に より 、 エ ナジ ー チ ャ ン バ ー か ら 了 臨界 に 達し た エネ ル (当時 N ブッ 0 
ギー が 巨大 高射 犯 に 転送 され か け て いる こと が 発覚 。 こ れ に 参加 し たく ドラ グー ン R〉 艇 長 が 作戦 終 


集中 砲火 を 加え 、 そ の 結果 と し て < ガー プ > を 破壊 し た 後に 提出 し た レポ ボー ト よ り の 抜粋 ) 


Written by 有田 時 三 / パ 


Based upon the game『GALAXIAN* "PROJECT DRAGOON' 


に 嫌気 が る し た 訳 で は な か っ た 。 


も と も と 連邦 宇宙 軍 (UGSF) 

だ だ 、 星 系 同士 の ケチ な 宇宙 戦闘 の 明け 暮れ に 飽き が 来 た だ だ け の 事 
7 マ 人 

も う 命 の や り 取 り で も ある まい 。 


そん 分 気 に な っ た 。 

と ころ が 、 こ の 、^ 飽 き が 来 だ 時 / と いう の が 一 番 危 な い の だ 。 

こん な 迷い が 出 た 時 に まかり 間違う と 、 こ ちと ら の 命 が 粒 子 と し て 
虚無 の 宇宙 空間 に 散乱 する 羽目 に な る 。 こ れ ま で 銀河 系 の か な り の 星 
域 を 有 に か け て さ ン さき 他人 の 命 を 粒子 に し て 来 て いる シン だ か ら 、 い ま 
さら こっ ち に お 鉢 が 巡っ て き て も 文句 は 言え を な い 。 

それ で 決心 し た 。 

隠居 する 歳 で も な い が 、 と りあ え ぇ ず 予 備 役 編 入 を 申請 し た ら あ っ き 
り 受 理 さ れ た の で 地球 へ 戻り 、 恩 給 前 倒し で フロ リ ダ に 快適 な 邸 を 買 
っ て 店 気 な 暮らし を 始め だ 矢先 の 話 な の だ ……。 


広い 地球 で も フロ リ ダ は 新鮮 な 魚や 果物 が 実に 美味 いし 、 色 々 な 酒 
は だ っ ぷり 、 を そろ そろ ニュ ー ヨ ー ク の 出版 社 か ら 頼ま れん て いる UGSF 
時 代 の 第 5 次 星系 大 戦 の 回 想 録 執筆 に と りか か ら ね ば と 思っ て いる 所 
へ 、 当 の 連邦 宇宙 還 最 高司 令 部 が 連絡 し て きた 。 

折り 入っ て 話 が ある の で 迎え の ホバー を 寄 越 す と いう 。 

兵隊 の 如 い 包 で 、 司令 部 か ら そ ん な 連絡 が あっ て も 、 ヾ 一 体 な ん の 用 
事 だ ?/ と 問い 合わ す 知恵 が 働か な い 。 

有無 を 言わ さる ぬ 感じ で 私 を 乗せ た ホバー の 着い た 先 は ケー プ ・ カ ナ 
ベラ ル 。 宇宙 喝 跡 の 裏手 の 砂州 の 小 き な 離 着 床 に は 、 な ん と 、 艦 隊 司 


令 部 の 標識 付き の 司令 部 連絡 艇 が 待機 し て いた 。 戦闘 宇宙 艇 [ホー ク ] 
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こん な も の に 乗せ て 俺 を どこ へ 連れ て 行く ん だ と 聞く 問 も 与え を ず 離 
者 し た 連絡 径 は その まま 衛星 軌道 へ 乗り 、 事 も あろ うに 軍用 軌道 帯 
それ も [キリ ング ・ ム ー ン ] へ の ラン デザ ヴー・ ポ イン ト に 向かっ て い 
く で は な いか ./ [キリ ング ・ ム ー ン ] は 連邦 宇宙 軍 の 診る 最新 鋭 の 重 
戦闘 字 宙 艇 [ドラ グー ン ] の 基地 で ある 。 す で ぐ 近く に は ワー プ ・ ブ プー 
スト カタ パル ト ま で 持っ て いる か ら 、 地 球 の 衛星 軌道 か 6 何 百 光 年 離 
れ だ 戦域 に で も その 戦闘 宇宙 艇 を じかに 送り 込め る と いう 途方 も な く 
剣 谷 か つ 重 要 な 施設 な の だ 。 よ く よ く の 緊急 事態 で も な けれ ば 軍 の 関 
係 者 で も お いそ れ と は 近付け ぬ 第 一 種 機密 地域 で ある 。 

連絡 艇 は [キリ ング ・ ム ー ン ] の 持 官 専用 エア ロッ ク 区 画 へ 一 気 に 
ドッ キン グ し だ た 。 

ます ます 事 で は な い ぞ と 緊張 し な が ら 司 令 部 参謀 の 案内 で エア ロッ 
ク を 出る と 、 若 い 土 官 が 1 人 、 私 の 方 へ 駆け 寄っ て 来 た 。 

「 よ / お ッ き ん /」 

お よそ 軍 人 らし か ら ぬ その 乱 鞭 な 声 を 聞い た と た ん 、 私 は その 正体 
に 気がつい た 。 出 迎え の 将校 が 眉 を ひそ め る の も 構わ ず 、 私 は を いつ 
目 掛け て 叫び 返し て いた 。 

「 何 だ 、 小 僧 / こん な 所 で 何 を し て いる / 」 

UGSF で 長い 間 、 戦 闘 字 宙 艇 [ホーク] の 射手 を 務め た 私 が ペア 
を 組ん で いた 操縦 土 エ ディ ・H・ ケ イン ……。 

私 より 二 回 9 近く も 若い 。 「 

UGSF 切 っ て の 乱 者 と し て 知ら ぬ 者 な き 鼻 摘み 。 何 度 一 緒 に 私 
は 役 と 死地 へ 突入 し 、 何 度 絶 体 絶命 の 危機 を 突破 し た こと か 。 き わ ど 
い 所 まで 追い 詰め られ た 私 の 命 を 何 度 救っ て くれ た こと か … 和 

私 は 怒鳴 っ た 。 
Pt ake 
条 刑 の 命 い か ? 

「 あ り が も よ 、 お ジッ き ん / まだ 首 は つなが っ て ら /」 

不 敵 な 面 構え に 満面 の 笑い を 浮か べ な が ら 6 役 は 私 の 肩 を 抱い た 。 
ケイ 0 * て いる の に 私 は 気がつい た 。 

「 どこ に 居る の か と 思っ て いた ら 6、 辺 境 に 飛ば る れ て いた の か / 

何 か ま た 突 っ 張ら か ッ て 島 流し を 食らっ た と 見 える な …… え 7? 」 

私 は 心 を こめ て その 眉 し い 肩 を 殴り 付け た 。 


この ゴロ ツキ 野郎 私 / と うと う 銃 


' ゼ セッ さん 、 ウ ィ ム ス の 一 件 は 知っ て いる の か ? 」 

衛星 基地 の 一 角 、 将 校 宿舎 の 豪華 な 応接 室 へ 落ち 着い た 途 端 、 ケ イ 
ン は こん な 事 を 言い 出し た 。 

ウオ あ 入 7」 

「 そ う 、 ウ ィ ム ス 、UIMS、 自 律 行動 する 侵略 機械 集団 」 

「 あ あ …… それ か 。 聞 いた 事 は ある 。 そ れ が どう か し た の か ? 」 
ケイ ン は 言っ た 。 


「 つ い に UIMS が 凍 き 出し だ た …… 
「 つ い に 、 動 き 出し だ?」 
あん まり 上 唐突 な 話 な の で 、 私 は 暴 装 返し に 言っ だ 。 
「 動 き 出し た と は どう いう 意味 だ ?」 
「 キ まあ 、 開 き な よ 、 お ッ さ ん 」 
い お ッ さん / は 止 し て くれ ん か 。 何 時 に な っ て も 判ら ん 奴 だ ……」 
し か し 、 を そん な 私 に 構わ ず ケ イン は 続け だ 。 
「 イ プシ ロン 星 域 に 進出 し て いた だ 無人 警戒 探査 機 が な 、 異常 な エネ ル 
ギー 放出 を 探知 し た 直後 、 何 者 か に 破 壌 きれ て し まっ だ ……」 


エリ ダス ヌス 座 の イプ シロ ン 星 域 と 言 を ば 、 連 邦 政府 や 連邦 宇宙 還 の 
手 が 軽 く 届 く 星 域 で は な い 。 警戒 探査 機 が 配置 きれ て いる だ け 、 連 邦 
の 境界 ぎり ぎり 、 涯 の 涯 みた いな 場所 な の だ 。 

-「 連 絡 し て 来 た エ ネル ギー 異常 放出 の レベ ル は 具 事 じゃ な いし 無人 探 
査 機 は 破壊 され ん たから それ 以上 調べ よう が な い …」 
ケイ ン は 続け た 。 


「 そ れ で 俺 が 偵 祭 に 行っ だ 」 
大 者 は ケロ リ と 言っ た 。 
「 偵 察 に 行っ た ? イプ シロ ン 是 域 ま で か ? 
チン 
「 絵 軍 (連邦 宇宙 軍 総 司令 部 ) が そん な 強行 偵 宗 を 許可 し だ の か ? 
そん な 作戦 は 知ら な か っ だ ……。 
それ に し て も 、 貴様 みた いな 乱 凌 な 若 僧 を 強行 休 察 
軍 に も 気 の 利 い た 奴 が いる も ん じゃ な いか ……」 コ 
私 は ちょ っ と 嬉し く な っ た 。 
技量 か ら も 肝っ玉 か ら ゃ も 、 
抜い て いる の は 、 広 い 宇 宙 に 俺 1 人 だ と 思っ て いた の だ ……。 
し か し 、 惨 然し と し て ケイ ン は こん な 事 を 咳 く で は な いか 。 
「 気 が 刊 いて いる ん だ か 、 性 根 の ある 奴 が UG で SF に いな いん だ か … コ 
「 ど うい う 事 だ ? 
[ホー ク ] の 密集 編隊 で 強行 突入 し た ん だ ろう ? [コン ステ レー ショ 
ン 級 ] くら い は 支援 に 随 航 し た ん だ ろう に 」 
「 い いや 」 
「 連 邦 宇宙 軍 た ぁ い う も の の 、 辺 境 派遣 軍 の 装備 は お 粗末 な も の よ 。 
お ッ さ ん も よく 知っ て いる じゃ な いか 。 い くら 総 軍 か ら の 命令 で も お 
いそ れ と 機材 の 手当 は つか ね ぇ 」 
を れれ は まあ お 。 そう だ に めい …"。 
「 それで ee * 
「 それで 、 俺 が 行っ た 」 
「 お お 前 が 行っ た ?」 
か 4 
「 つ まり 。 お 前 が ……1 ユ 人 で か 『」 


お 前 が か ? 」 


に 出す た ぁ 、 総 


全力 よ 」 
な ん と 言う 乱 凌 な ……。 
「 辺 境 派遣 軍司 令 は 貴様 に を そん な 無茶 な 命令 を 出し だ のか 『?」 


MA 司令 時 4 人 析 間 計 本 2 願 し て や っ だ の きる 」 
りさ 皆 、 ei 


を うだ っ た し ……。 事実 、 面 白かっ た ぜ 」 

ヾ 面白 か っ た ” な ど と 言っ て いる 詰 か ……。 

「 俺 は 脚 (航続 距離 ) を 目 一 杯 伸ばし た 改装 強化 型 の ホー ク で ベー タ 
星 基 地 か ら 単 機 、 イ プシ ロン 星 域 ヘ ワー プ し た 」 


あま り の 事 に 返事 も 忘れ 、 私 は ケイ ン の 不 敵 な 顔 を 見 詰め る ば か り 。 
を し て や っ と 言っ た 。 
『 昌 〈 無事 で 帰れ だ な 寺井 江 。 脚 が も っ だ の か …… 7 」 
「 な ん と か …… な 。 際 と どい 所 だ っ だ 」 そし て 彼 は 続け だ 。 
「 を し た ら 、 イ プシ ロン の 惑星 ドグマ ス に だ ぜ 、 到 星 ひと つの エネ ル 
ギー を を っ くり 使っ た と ン で も な い ビ ー ム 兵器 が 完成 し か け て い だ 」 
「 ゼ ビー ム 琴 器 / 


「 そ れ も 、 沈 成 近 で エネ ルギー は 陳 邊 に 送 し か け て いる ん だ 。 つま 


この 者 億 が UDG SF きっ て の 代物 だ 見 


態度 を 変え や が っ て 、 の り オ ー ケ イ し た 」 


り 、 す ぐに で も 発射 が で きる 諸 勢 だ ……」 


私 は や っ と 言っ た 。「 そ れ が 、UIMS の 仕業 だ と 言う の だ な 7?」 

「 そ う 、 衛 星 軌 道 か 惑星 の 上 まで 、 見 だ 事 も な * 物 凄い 防御 陣 が 十 
重 二 十 重 だ 。 お まけ に 俺 が 伝送 し た 偵察 ゲー タ か ら 司 令 部 が その 巨砲 
の ビー ム の 弾道 を 外 挿 し て みた ら 周 準 は も ぁ ろ 太陽 系 、 そ れ も ピ タリ 、 
地球 に 向い て いた …… 」 が 

大 変 な 事態 だ 。47 光 年 も 離れ て いる と は 言え 、 惑 星 1 個 の エネ ル ギ 
ー が 、 そ の まま ビー ム と な っ て 地球 を 舞 う の だ ……。 

ケイ ン は 続け た 。 

「 報 告 を 受け た 総 軍 は 腰 を 抜か し や が っ て 、 コ ー ド 名 を [プロジェク 
ト ・ ド ラグ ー ン ] と し て 対策 会 議 を 慌て て 招集 し だ 」 

「 当 然 だ な 」 

「 し か し 、 名 案 な ん て あり っ こ な い ……」 

ケイ ン は 簡単 に 言っ て の け だ 。 

を し て 、 ニ ヤリ と 笑っ た 彼 は と ン で も な い 事 を 言い 出し た の で ある 。 
「 だ か ら お ゼ ッ さ ん 、 一 緒 に 行こ う よ 」 
何と 言う こと を …… / 

「 タ セッ さん と 俺 が 組め ば 簡単 だ と 思う 」 
呆 ッ 気 に と られ て いる 私 に 構わ ず 、 ケ イン は 
「 重 戦闘 字 宙 艇 の [ドラグーン] で 、 敵 の 星 
ャ ノン シー ド ] は 潰せ る 」 
唱和 


。 私 は や ッ と 言っ た 。 We ーー マー 
「 お 前 は [ドラ グー ン ] の 操縦 経験 が ある の か ?」 TI 
「 あ る 訳 な い 。 艦隊 司令 部 の 虎 の 子 だ 」 「 
「 1 隻 だ け で 行く の か ?」 

し だ うだ よさ 』 

「 ま っ だ くい oe 。 何と 言う 乱 禁 な 奴 だ 」 

「 で も ね 、 下 手 に 何 機 も の 編隊 を 組む より 敵 に 探知 されない か らい い 」 
ケイ ン は 事 も な げに 言う 。 

まぁ 、 こ の 野郎 と 過ごし た 日 々 の 事 を 考 を えれ ば ……。 

も と も と ケイ ン と 言う 奴 は 、 軽 々 し い 法 螺 を 吹く 男 で は な い 。 目 信 
が あれ ば の 事 だ 。 それ で も 、 い る さる か の 年 長者 と し て 訓 戒 も 号 え て お 
か な けれ ば な る まい と 、 私 は わざ と 分 別 臭く 言っ た 。 

「 い いか 、[ ドラグーン] に プロ トン 加速 粒子 砲 が 28 門 寺 っ て る くら い 

で 調子 に 乗る と 、 そ れこ を 酷い 目 に う ぞ 。 

プロ メ テ ウ ス 星 系 で 、 化 け 物 みた いな 重 戦 闘 字 宙 艇 に マク リ を 掛け 
られ て 半 べ ソ か いた の が どこ の 鍼 鬼 だ か 覚え を て いる の か ?」 

ケイ ン は ちょ っ と 苦笑 し な が ら 言 っ だ 。 

「 プ ロト ン 砲 に 頼っ て る 訳 じ や ね ぇ よ 。 ま あぁ 、 1 門 は セッ さん に 撃っ 

て 革 う 訳 だ が ね 。 それ より 俺 は 、 た だ 、 久 し 振り に セッ さる ん と 一 緒 に 

ひと 野 れ し だ た い だ け な ん だ よ 。 久し振り じゃ ね ぇ か"…。 な あ . 

ケイ ン は ひど いく 子供 っ ぽい 笑顔 を 浮か べた 。 


て も つて まい 7?」 


「 も うつ いて る 」 

「 司 令 部 に な “今度 の 隠 密 作戦 に は ジョ ン ・ ハ ミ 
射撃 指揮 官 と し て 参加 する ” と 
団 か ら 志 願 者 が 和 殺到 よ 」 

私 は 果 れ て し まっ た だ 。 

「 勝 手 な こと を 抜か し お っ て ……」 コ 
「 だ っ て 、 お ッ さ る ん は 引き 受け る だ ろ 7」 

ケイ ン は 私 の 反応 を 乃 っ て いる 。 


ミル トン 予備 役 少佐 が 
と リー ク き る せ だ ら 、 だ ち ま ち 機 動 宇宙 師 


「 い や 生後 それ は まぁ 二 」 
それ し か 人 答え よう が な か っ た 。 


私 が ケイ ン に 呼び 出し を 食らっ て か ら 5 日 目 、 射 手 や オペ レー タ な 
ど を 含め て 32 人 、 我 々 は 火星 の スキ ャ パレ リ 基地 に 出向 き 、 フ ォ ボ ス 
工 厳 で ロー ルアウ ト し だ ば か り と いう ピカ ピカ の 車 戦闘 宇宙 艇 [ドラ 
グー ン 」 を 領収 し た 。 

NE 

、 あ と は 最新 の 火器 管制 シス テム を 頼る 事 に し て [ドラグーン] 
で CO* RG 出撃 準備 を 完了 し た 。 
MM Ob 鋭く 突き 出 た 機 首 


Wer9E fh 


RA ら こ ん な や り 取 り を インタ コム で は あ ン まり や り だ く な か っ だ 

だ 。 射手 に と っ て も 他人 ご と で は な い の に ……*。 

提 に 半 ま か な 、 6 拉 拓 ー ド 選択 する 事 に し た 。 を 
れ だ け 早 準 に 神経 を 集中 する し か な い 。 


滞 裕 作戦 な の で 見 送り も な 〈 く 、 我 々 が 乗り 込ん だ 戦闘 字 宙 艇 [ドラ 
グー ン ] は 、 演 習 に で も 出掛け る 風 に を の まま [キリ ング ・ ム ー ン ] 
の ドッ キン グ 区 画 を 離れ 、 基 地 の 端 に ある ワー プ ・ プ ブー スト カタ パル 
ト 施 設 の 方 へ と 移動 を 開始 し た 。 

太陽 幅 射 を 押さ る える 為 、 日 を 基調 に し た 色 と り と より の 塗装 が 施さ れ 
た 葉 ろ し 《 入 り 組ん だ 巨大 な 基地 構造 物 の 間 を 縫う よう に 、[ ド ラグ ー 
ン ]| は 4 本 の 支持 脚 を 降ろ し だ まま 移動 し て いっ た 。 

を そし て その まま 、 カ タバ パ ルト に 進入 し て 最終 点検 が 完了 する と 、 や 
が て 正面 の シャ ッ タ ー が 開き 、 そ の 興 に ワー プ ・ ト ン ネ ル が 現れ た 。 

それ と 同時 に 
* ワ ー プ 進入 60 秒 前 /? 

ワー ブ 管 制 所 が 秒読み を 開始 し た 。 

ET 。 


YR。 て 。 す 9。9。 1。 0 


弾 か れる よう な 勢い で 重 戦闘 宇宙 艇 [ドラグーン] は ワー プ ・ ト ン 
ネル 内 部 を 突進 し 始め た 。 
* 操 縦 士 か 6 射撃 指揮 官 ? 


ー 舌 か な も 泊 溢 の 生 て に 
眼 の 財 む よう な 加速 の 最 中 だ と いう の に 、 突 然 、 
気 な 声 が 呼ん で 来 た 。 
「 操 縦 士 どう ぞ 」 
や む な く 応答 する 。 


^ い いか 、 お ッ さ ん 

まだ “セッ る さん” な ん ぞ と …… 6 

射手 た ちの 苦笑 する 気配 。 そ ん な 事 に お 構い な し に ケイ ン は 言っ た 。 
^* ビ ー ム の 曲 準 は 第 1 象限 (右上 ) に 向け て スタ ン バ イ し な /? 

『 全 | 

私 の 気配 を 感じ た らし く ケ イン は すぐ に 続け た 。 

* ぶ いい か 、 こ の ワー ブ プ 回 路 の 先 は イプ シロ ン 星 域 の 外周 だ 。 例 の 惑星 
の 真 上 だ 。 小惑星 帯 に 仕掛 け られ た 機雷 原 の と 真ん中 に 出る 。 [デス ボ 


に ( 字 宙 機雷 )] は 1 象限 か ら 6 3 象限 方 向 (照準 面 上 半分 の 右 か ら 左 


隊 び 過ぎ る カタ パル ト ・ ト ン ネ ル の 壁 が 上 下 
こ か と 思っ た 次 の 瞬間 、 我 々 は イプ シロ ン 量 
只 中 に いた 。 


一 世に 飛び 通 きた だ 。 


首 方向 浮か 大 小 の 時 現 
ボー ル ] が 喝 れ た 。 


で 、 機雷 原 は た ち ま ち 艇 首 方 


竹 自 身 も トリガー ー を 絞っ た 。 
28 門 の プ ブロ トン 加速 粒子 砲 が 一 斉 に 火 を 吹い た 。 な に し ろ こ れ ま で 
乗っ て い だ [ホー ク 」 と 違っ て 火力 の 残 量 を 心配 する 必要 が な い 。 融 
So Ii - 近 い の だ 。 撃 っ て 撃 
て 撃ち まく れる 。 
| 財 上 定 由 お れ は 実に 気 が 楽 で 、 に な っ て [ドラ グー ン ] 最大 
の 時 牧 か の 1EPDi お 1628G 和 撃ち まく り 、 迎 撃 し て 来る 
ミサ イル や 攻撃 散 を 出来 る だ け 沢 山 片付け て 被弾 を 最小 限 に 押さ ぇ 、 
機体 を 護る シー ルド 放射 の レベ ル 低下 を 食い 止め れ ば よい の が だ 。 
字 宙 機雷 [デス ボー ル ] は 1 個 が 16m 角 ほど の 大 きる で 、 プ ロト ン 
・ ビ ー ム な ら 1 発 で 爆発 し て し まう 。 ビ ー ム を 連射 状態 で 撃ち まく る 
と だ ち ま と 機雷 の 半分 程 が 火の玉 に な っ て 四散 し た 。 
私 の 腕 も 鈍っ て いな いと 思っ た 。27 人 の 射手 も 撃ち まく る 。 
^12 時 上 (正面 上 方 向 ) か ら [フェ ー カ ー」、 突 入 し て 来る /? 
敵 の 戦闘 字 宙 艇 [フェ ー カ ー」 が 5 機 現れ た と 思う 間もなく 、 
ー グ ブ 全面 が 刺し い 数 の [| フェー カー」| で 一 杯 に な っ た 。 
UGSF の [ホーク 」 と ほぼ 同じ サイ ズ の 戦闘 宇宙 艇 、 前 方 に 角 が 2 
本 突き 出 た 奇 伴 な 形状 だ が 耐 被弾 作 は あま り 高く な い 。 横 殴り に 
ム を 振る と 片端 か ら 爆 発し て し ま う 。 
^ お お ッ さ ん / お 見 事 /? 
猛烈 な 騒音 の 中 に ケイ ン の 声 が し た 。 
それ か ら は も う 、 減 > 茶 苦 茶 だ っ た 。 
高速 で 飛び 交 う 無数 の [フェ ー カ ー] を 片端 か ら 撃 を ち 取 る だ ( 
27 門 の プロ トン 加速 粒子 砲 の 射手 の 技量 も な か な か で ある 。 
する 必要 も $ も ない ほど と 着実 に 撃ち まく っ て いる 。 
艇 首 前 方 を も 、 か な り 大 き な 小 惑星 塊 が 重なる よう に 通過 し た 。 
ヾ セッ さん / ケイン の 声 が 飛び 込ん で 来 た 。 
^ バ いい か 、 あ の 小惑星 塊 を 見 逃す な ./ あれ は 小惑星 愛 塞 だ / 
「 丁 解 / 」 
艇 首 を そっ ち へ 振る か ら 6 外す な /? 
流れ る よう に 大 きく 移動 する 隊 準 スコ ュー プ が 正面 に 小惑星 塊 を ぴた 
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を の 小惑星 塊 の 中 央 に 、 コ アプ ブロ ッ ク ら し いも の が 見 えて きた 。 
目 の 前 を 通過 し た [フェ ー カ ー」 の 編隊 を 思わ ず 一 気 に 掃 討 し だ 。 


小気味 が よい 。 
ヾ [フェ ー カ ー」 な ん か 追っ 掛け ね ぇ で 、 小 友 星 要塞 に 火力 を 集中 する 
7 
だ た だ ち ま ち ケ イン が 噛ま せ て 来 た 。 
* 狙 を / 早く 〈 狙 を ん / あの コア ブロ ッ ク に ビー ム を 連射 し ろ / 


ビー ム を 集中 する ん だ /? 

ケイ ン に 煽 ら れ 、 私 は その 小惑星 要塞 に 火 線 を 集中 る せ だ 。 

な に し ろ [フェ ー カ ー」 の 密集 編隊 が 次 か ら 次 へ 目 の 前 を 通過 する 
の で 思わ ゎ わ ず そ ちら 6 へ ビー ム を 両 け だ く な る ……。 

^ 有 要塞 から 眼 を 離す な っ だ ら /“ 

こっ ちの 心 の 動き を 読ん ど ば みた だ た い に ケ イン が 噛ま せ て 来 た 。 

ヾ 火 線 を 小惑星 か ら 外 す な と 言っ て いる の が 聞こ を ね ぇ の か /” 
スパッ 4 
小惑星 塊 の あちこち に 灯 裂 する ビー ム の 赤い 火花 が 、 あ ッ と いう 間 
に 小惑星 塊 を すっ ぽ り 包み 込む ほど 膨 6 ん だ か と 思う と 、 だ た ち ま ち 巨 
大 な 火の玉 と 化し て 四散 し た 。 

^ や っ だ ゼ ぜ レ / ン 

よし / 小惑星 要 塞 を ひと つ 壌 減 だ / 

^ 来 た / 敵 の 戦 藍 だ / ィ 

射手 の 腕前 を 放 め る 余 容 も な し に ケイ ン が 叫ぶ 。 

と だ ん に 猛烈 な 迎撃 ビー ム が 襲い か か っ て 来 た 。 

襲い か か っ て 来る 猛烈 な 敵 の 火 線 に 、 た ち ま ち 艇 体 を 保護 し て いる 
シー ルド 放射 の レベ ル が 低下 し て いく 。 

糞 / 

ヾ セッ さん / 迎撃 衝 は いい か ら 戦 艦 の 砲台 を 狙え / 

それ と 同時 に ケイ ン は 機体 を 抗 り 、 い っ た ん 11 時 か ら 6 5 時 ( 堪 上 か 
ら 右 下 ) へ 向かっ て 突入 し て 来 だ 巨大 な [ダック ボー ン 」 を いな す よ 
う に 左 般 側 へ 反転 し た 。 そ し て 、 ず ら り と 並ぶ 砲台 を こち ら 6 が 撃ち や 
すい よう 反 航 の 形 へ 持っ て 行き 、 ス コー プ 中 央 に ぴた り と 決め た 。 る す 
MM が ケイ ン 、 見 事 な 操 艇 だ ……。 
中 撃て / 撃つ ん だ / 砲台 を 狙え た ” 狂っ た よう に ケイ ン が 喚 。 

2 パ っ / 2 ぷっ / っ パ っ / 
| 探れ 違う 戦艦 の 艦 体 上 部 に 並ぶ 砲台 が 立て 続け に 爆発 し た 。 その 背 
問題 徐 か ら ウ ンカ の よう に 襲い か か る [フェー カー」 の 中 を 突き 抜け て 、 
[ドラ グー ン ] は 大 きく 転 針 し 、 再 び 戦 艦 と 反 航 の 形 に な っ た 。 

胸 の すく よう な ケイ ン の 操 艇 で ある 。 

ぶ い いか / 和 側 の 砲 座 だ / 外す な /? 

縦横 に 飛び 交 う [フェー カー」] や [タル ケン ]、[ フ ラッ ター」 の 放つ 
ミサ イル の 上 只 中 を 3 時 か ら 9 時 方 向 へ 戦艦 と 反 航 する 形 に な っ た 。 
艇 側 に ずら 0 と 並ぶ 大 き な 砲 日 が の め ま で る し く 通 過す る 。 


フ パ ッ 


フ パ つ が 


* 骨 て / 撃て / 外す な /“ 

ケイ ン の 絶叫 ……。 
回 s 重 向 じ 反 航 で も 今度 は ずっ と 近い の で 相対 速度 が 大 きく 、 1、2 門 を 
還 品 時 撃ち 洩らし た 。 


* 馬 廊 /. 下手 く を / 老い ぼれ た か ソン 
ケイ ン の 絶叫 に や り 返 す 余 裕 も な く 、 き ら に [フェ ー カ ー] の 大 妖 
と 撃ち 合い な が ら 、[ ド ラグ ー ン ] は 戦艦 を やり過ごし 艦 尾 で 引き 起こ 


] ミ | と , 財 
| 舞 『 0 1 


っ 


し 、 そ の まま 艦 橋 を か すめ だ 。 

目 の 前 すれ すれ 、 体 当たり 寸前 に 迫っ た [フェ ー カ ー」| へ ビー ム を 
撃ち 込み 、 機 体 を バラ バラ に 四散 させ る 間もなく 、 急 降下 する こち ら 6 ' 
の 眼下 に 巨大 な 母 算 [ドル ド ヴ ァ 」] が 現れ た 。 , 

その 周り に は [フェー カー」 や [フラッター] な ど が うようよ 遊 
し て いて 猛烈 に 撃っ て 来る 。 

気がつく と シー ルド ・ レ ベル は 8596。 

戦艦 が 幸 減 し た と いう オペ レー タ の 声 を 聞く 間もなく 猛烈 な 火 線 が 
衣 い か か っ て 来 た 。 

その まま 艦 首 すれ すれ に 接近 し て いく [ドラグーン] は 、 大 きく 〈 反 
転 し て 軸線 に 浴 い 、 一 気 に 航 過 し て か ら 再 び 反 転 
離床 甲板 に 突入 する ぞ / 動力 炉 を 狙う ん だ / 

ケイ ン ら し い 捨 て 身 の 戦 術 だ 。 

彼 が 叫ぶ うち に [ドラ グー ン ] は 離床 甲板 へ 

追い すがっ て 来る [フェ ー カ ー」 を 立て 続け に 
正面 に 、 離 床 甲板 の 壁 が 見 る 見 る 迫っ て 来 た 。 

迎撃 の [フェ ー カ ー」] も 必死 で ある 。 

動力 炉 を 狙え / 動力 炉 だ ./ 正面 を 狙う ん だ 

正面 を 用 を だ と …… 『 

見 る 見 る 迫っ て 来る 待機 甲板 の 突き 当たり 、 黒 
何 か が 回 転 し て いる 。 
^ あ れ を 狙え ん ./ あれ が 動力 炉 だ /“ 

凡 い ビー ム が その 部 分 へ 一 斉 に 細 い か か っ た 。 

目指 す 動 力 炉 は 見 る 見 る 大 きく な っ て 来 た 。 

15m も あり そう な 巨大 な 円 盤 の 基部 か ら 炉 心 窒 
4 本 緒 え 立ち 、 一 緒 に 回 転 し て いる 。 

見 て に る うち に ビー ム を も ク ろ に 浴び た ネイ ル が 
本 と ケシ 飛ぶ うち に 動力 炉 は で ん で ん 迫っ て くる 
込み な が ら 叫 ん だ 。 
撃て / 撃つ ん だ / ネイ ル を 1 本 残ら ず 破 壊 

また だ 1 本 が 爆発 を 起こ し て 吹き 飛ん だ 。 
撃て / 撃つ ん だ / セッ さき ん / 火 線 を 絞れ 
こえ ね ぇ の か /” ケイ ン が 喚 き 続け る 。 

*1 本 残ら ず 破 壊し な けり ゃ 駄目 だ / 1 本 も 残 

つい に スコ ー プ 面 一 杯 に 迫っ た 動力 炉 を めがけ 

駄目 だ 。 
集中 する ビー ム は 最後 の 1 本 の 基部 で 火花 を 散ら し て いる の だ が 、 
回 転 に よっ て 相対 角度 が 変化 する か ら と どう し て も 爆発 まで いか な い 。 
破壊 力 優先 で 命中 精度 が 鋭 す ぎる の だ 。 ケ イン も な ん と か [ドラグ 
ー ン ] の 砲 座 を 有利 な 射 角 へ 持ち 込 も うと する の だ が ……。 

ヾ 1 本 残ら ず 破壊 し な けり ゃ 駄目 だ ./ 1 本 も 残す な ./ ビー ム を 集 
中 きせ ろ / ク 

だ か ら 言 っ た じゃ な いか 。 こ の 小僧 刀 が / 
計 に と っ て きる えす れ ば ……。 

一 瞬 そ ん な 事 が 脳 青 を 走っ た 時 、 回 転 する 動力 炉 に 突き 出 た 最後 の 
ネイ ル が 吹き 飛び 、 円 盤 自 体 が 乱 熱 の 峰 に 包ま れ 、 だ た ち ま ち 辺 り は 火 
の 海 に な っ た 。 

* 脱 出す る /? ' 

ケイ ン は 乱 茜 に 艇 首 を 振っ て 甲板 区 画 か ら 脱 出 を 開始 し た 。 

そし て 背後 を 振り 返っ た 時 、 を そこ に は 地獄 絵 が 展開 し て いた ……。 

暗黒 の 星空 を 背 に し て 、 紅 夢 の 業火 に 包ま れ だ まま ノロ ノロ と 最後 
の 航 進 を 続け て いた 巨大 な 母艦 が 、 見 て いる うち に 崩 壌 を 始め 、 そ の 
凄惨 な 修 苺 場 か 6 退避 する 大 小 様 々 な 宇宙 艇 の 阿鼻 叫喚 も 聞こ えて 来 


命中 精度 の 幅 を 少し 余 


* 物 凄 ェ …… 

ケイ ン の 忌 を 褒 む 気配 が 伝わっ て 米 た 。 
^ る す が の 俺 も こん な 景色 は 見 た 事 が ね ぇ …… な あぁ あ 、 ゼ ッ さ ん 
「 導 あ の m 。 イシ ュ カ ン 星 系 決戦 も ここ まで じゃ な か っ た だ た …… 『 


恐ろし い 勢 いで 飛び 交 う [フェ ー カ ー」] を 片端 か ら 撃 墜 し な が ら 私 
は 言っ だ な 。 

ふと 気が付く と 、 我 々 は 、 想 像 を 越え る 規模 の 衛星 軌道 防御 陣 を 突 
破 し 壊 減 き せ て いた こと に 


ーー 9 ご Moe ooo eo 257ooe Rep ee ek Pe 


惑星 地表 へ 降下 する ぞ /“ 
「 了 了解 / 」 
敵 の 混 


乱 に 乗じ し 、 ケ イン は その まま [ドラグーン] を 一 気 に 惑 星 表 


面 に 向け て 降下 る させ 始 め だ 。 
いよ いよ 、 目 指す 惑星 に 突入 だ 。 
ぐー っ と [ドラ グー ン ] の 艇 首 が 惑星 地表 へ 転 針 し た 途 端 、 物 凄い 
空力 発熱 が 起き て 、 あ ッ と い 
私 は 言っ た 。 
「 射 撃 指揮 官 か ら 操縦 士 へ 」 
バ こ ちら 操縦 士 /“ 


う 間 に 周 囲 は 真 ッ 赤 な 炎 に 包ま れ だ 。 


入 し た 。 減速 が 利 い て 空力 発 部 は た な たちまち 収まっ た 。 外 は 灰色 。 


よほど 湿度 の 高い 惑星 らし く 、[ ド ラグ ー ン ] は 密 雲 の 中 を で ん で ん 
高度 を 下げ て いっ た 。 
「 こ の 下 は 峡谷 だ な 」 
レー ダー ディ スプ レイ に 眼 を や りな が ら 言 っ 
[キャ ノン シー ド ] へ の 入口 だ ? 
さっ / と 雲 の 下 に 出る と 、 褐 色 の 大 地 が 広がっ て いて 、 そ そり 立つ 


岸 の 間 を 縫っ て 狭い 谷 が 続い て いる 。 


だ 峡谷 を 抜け た 先 が 


ヾ 来 た / 6 時 か ら ( 艇 尾方 向 ) [プル ー・ フ ライ 」/“ 
ケイ * 終 わる 前 に 、 迎 撃 機 の 編隊 が 追い 抜い て いく 〈。 
それ に 向かっ て 背後 か ら ビ ーー ム を 浴び せる と だ ち ま ち 隊 落し て いく 〈。 


「 意 外 と ヤ ワ だ な 」 撃 ちな が ら 6 思わ ず 咳 いた 。 
バビ ー ム が 甘い せい さよ“ 


途 端 に ケイ ン が 答え た 。 


AE 
じゃ 済ま ね ぇ ぞ で …… 
oo - 艇 首 を 引き 


起こ し て 山頂 を か すめ その 先 の 荒野 に 突入 し た 。 
目まぐるしく 前 走 する 装甲 車 か ら の 爆雷 が 立て 続け に 灯 像 する 。 
「 玖 …… 7」 . 
地上 を 縦横 に つ ッ 走る 装甲 車 の 動き が 目まぐるしく て な か な か ビー 


ム が 命中 し な い 。 シー ルド が 見 る 見 る 60%6 を 切っ て いく ……。 
ヾ お い / 頼む ぞ 、 セ ッ さ 8 ん / ダ 


堪り か ね た ケイ ン が 悲鳴 を 上 げた 。 
^ も う 一 山越 を だ 向 こ 
ー ル ド 症 下げ る /" 
下げ た く 《 て 下げ て る ん じゃ ね ぇ 


に は 砲台 が うようよ 待ち 構え を て いる ん だ 。 シ 


/ と 怒 I 島 り だ か っ だ が 、 あっ と い 


- バ ら 某 光 の 系 し 4 


間 に 艇 首 を 引き 起こ し た 先 の 荒野 一 面 に は 、 ケ イン の 言う 通り 大小 2 
つの タイ プ の [タワ ー・ キ ャ ノン | が ひし めい て いた 。 
突入 し て いく [ドラグーン] 目 掛 け て 一 斉 に 不気味 な ビー ム を 撃ち 
上 げ て 来る 。 こ ちら も 負け じ と 撃ち 返す が な か な か 和合 中 し な い 。 
[フラ ッ タ ー] が 襲い か か っ て 来る 。 を そこ に [ブル ー・ フ ライ 」 の 編 
隊 が 呈 ぎ の ょ うに 急降下 し て 来 た が 半分 は 木 ッ 端 微塵 に な っ た 。 
続い て [タワ ー・ キ ャ ノン ] が 立て 続け に 数 基 吹 き 飛 ん だ 。 
し か し 、 シ ー ル ド は 45% / 
を こ wv 
おい / お ッ き ん / イ 2 
に 震え て いる 。 


※ー] だ / [バイオレット ・ ビ ー] を 繰り 出し て 来 


Rm い 相手 ど ぞ / ツ 

上 か ら 見 事 な 編隊 を 組ん で 一 気 に 突入 し て 来る 異 
に 真紅 の 態 ン 峰 み た いな 攻撃 機 の 敏 捧 き / 
満足 に 追尾 出来 ず 、 数 機 を 撃墜 し た だ け で [バイ 
り 編隊 が 正面 か ら 6 一 航 過 し だ だけ で シー ルド ・ レ ベ 
9 

こと ケイ ン が 艇 を 巧み に も っ て いく の で 、[ タ ワー 
あき 真紅 の 化け 物 の 敏 捧 る に ビ 
する の は 至難 の 業 で ある 。 

バイ オレ ッ ト ・ ビ ー] の 編隊 を 追尾 する 形 で [ タ 
を 通過 し だ と き 、 シ ー ル ド は 359%……。 


[キャ ノン シー ド ] だ /? 

- 艇 の 正面 、 褐 色 の 大 地 に 現れ だ た の は ……。 
色彩 に 彩 ら れ 、 精 級 な 輝き を 放つ 生き て いる 宝石 
エネ ルギー を そっ くり まとめ て 構築 きれ た その 
まじ い 姿 を と う 形 容 す れ ば いい の か ……。 

が 人 砲 口 で ある 。 
な あぁ /」 
kyY だ 。 


グ 


ケイ ン の 声 も 岩 え て いる 。 

それ も 一 上 明 の 事 だ っ た 。 

酸 EN うな [バイオ 

レッ ト ・ ビ ー] の 大 編隊 で ある 。 息 づく 鮮烈 な 光 点 の 塊 [キャ ノ 
ー ド ] を 背 に し て 追っ て 来る 攻撃 機 の 姿 は ドキ リ と する ほど 美しい 。 
「 間 違 いな い ア 

私 は 自分 が そん な 事 を 忠 
「 こ れ は 他 星 人 の 仕業 だ 
に は 創れ な い /」 

ヾ な? 々 ケイン も 素直 に 言っ た 
ヾ セッ さん も そう 思う だ ろう 2 ン 

を そん な や り 取 り も 終わ ら ぬ うち に 急上昇 し て 来 た | バイ 
ビー] の 大 編隊 は た ち ま ち 射 程 内 に 進入 し て 来 た 。 

あと は 撃っ て 撃っ て 撃ち まく る だ け ……。 

し か し 、 を の 素晴らし い 運 動 性 は 明らか に UGSF の 擁する どん な 戦 
闘 字 宙 艇 を も 上 回 っ て いる の は 明らか で ある 。 
アク 

艇 首 最前 部 の 操縦 席 か ら ケ イン の 悲鳴 と も る 喚 き と も つか め ぬ 声 が し た 
と 同時 に 、 紅 の 鋭い 艇 体 が も ろ に 追っ て スコ ー プ 面 が 一 瞬 臼 く な っ た 。 
衝突 で は な い 。 体 当たり だ 。 敵 は 体 当 た り を か け て 来 た / 

続い て も う 1 機 、 き 8 ら に も う 1 機 / 

ハイ ・ チ タン nr 十 で 造ら れ て いる [ドラ グー ン 」 の 艇 体 は びく と も 
し な い が 、 そ の だ びに シー ルド ・ レ ベル が 低下 し て いく 。 

1 時 方 向 に 退避 する [バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」 の 大 編隊 を 追尾 する よ 
うに ケイ ン は 高度 を 取り 、 を その まま [ドラ グー ン ] を [キャ ノ 
ド 」 の 真 上 に 持っ て いっ た 。 

人 人 すず の の 


いて いる の に 気がつい た 。 


人 間 の 創っ た も の で は な い 。 こ れ は 人 間 


レッ ト 


2 1 


[ドラ グー ン 」| は 一 気 に 垂直 螺旋 降下 を 開始 し た 。 
[バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」 が 執 紛 に 迎撃 し て 来る ……。 
こち ら の ビー ム 連 射 で 立て 続け に 撃墜 し て いく が 、 
光 の 渦巻 く て ト ン ネ ル は どこ まで も 続く 。 
* ぶ この まま [キャ ノン シー ド ] の モン ター 
艇 首 を 捨 り 込み な が ら ケ イン が 叫ぶ 。 
その 時 で ある 。 ス コー プ の 正面 、 つ まり 砲 日 の 底面 に 何 か 見 えて 来 
だ 。 何 か 扉 の よう な も の が スラ イド し 始め て いる 。 
対 井 シャ ッ タ ー だ / 我々 の 突入 を 食い 止め よう と し て いる / 
* 問 に 合わ ね ぇ / イ 
叫び な が ら ケ イン は 艇 首 を 引き 起こ し た 。 
側面 に ダク ト が 開い て いる と 思っ た 時 、 す で に 
に ドラ グー アン | を 容 和 人 きせ て いた だ 。 
まる で 、 ダ クト の 中 を 飛び 交 う 真紅 の 燕 み た い に [バイ オレ ッ ト ・ 


万 華 鏡 の よう な 


・ ボ ポール まで 届く の か な 77 


ン は その ダク ト 


ビー] が 執 押 に 迎撃 し て 来る 。 0 
の だ が 何しろ 運動 性 が いい し 、 も ろ に 撃っ て 〈《 る 、 一 気 に 体 当 だ たり を 
か け て 来る 。 と て も 十分 に は 対応 で き な い 。 


閉じ 始め だ 対 爆 シ ャ ッ タ ー が 目 の 前 に 迫る 。 す か る ず ビ ー ム を 浴び 
せ 、 た ち ま ち 破 壊し た 間隙 を 街 い て 突入 し た と 思う 間もなく 、 ま た も 
や 0 の 0 の 0 シャッター、 科 いて 6 うつ 、 すら に も うー つ … 

[バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」 の 執 提 な 攻撃 は 続き 、 シ ー ル トド は も う 252%6。 
MA まあ 

ケイ ン の 叫び と と も に [ドラグーン] は ダク ト を 抜け て 恐ろし く 広 
大 な 球形 ドー ム の 中 に 飛び 出し た 。 

を の 中 央 に 上 か ら 伸 びている 400m も ある 巨大 な 柱 ……。 

「 あ れ が セン ター・ ボ ポー ル だ な /」 

間違い な い 。 

その 周囲 を [バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」]| が 狂っ た よう に 旋回 し な が ら 護 
衛 し て いる の は 、 こ の 柱 こ そ 地 球 を 狙う ビー ム 砲 [キャ ノン シー トド ]」 
の 心臓 部 の 枝 心 で ある 事 を 物語 っ て いる 。 

こち ら の 侵入 に 気がつい だ [バイオレット ・ ビ ー」| は 一 斉 に 襲っ て 
来 た 。 体 当たり な の か ビー ム の 命中 な の か も 判別 で き な い ほ と の 潜 ま 
じい 反撃 で ある 。 シ ー ル ド は 低下 する 一 方 …… 

ケイ ン は [ドラグーン] を を その [セン ター・ 
させ て いっ た 。 

や が て 巨大 な 柱 の 間 に 
の が 見 えて 来 た 。 

「 小 僧 / あれ か ? あれ が [スパーク ・ ビ ッ ト 」] だ な 7?」 
^ あ れ だ ./ あれ を 潰せ /“ 

に ye / ーッ / や ーッ / 

然 、 然 、 艇 内 に 警報 プ ブザー が 鳴り 始め た 。 

つい に シー ルド ト ・ レ ベル が 209% を 切っ だ の だ 。 [バイオレット ・ ビ ー」 
の 強 借 な 攻 没 は 屯 々 に 倫 合 的 な 打 疫 を 食わ せ か け て いる 。 

「 あ れ だ な /」 

スリ ッ ト の 間 で 回 っ て いる 4 個 の 球状 の 物体 。 あ れ が 地球 を そっ < 
り 壊滅 る せる 事 も 出来 る と いう [キャ ノン シー ド 」 の 核 …… 
* 急 げ / 時 間 が な い ぞ / あの 球 に ピー ム を 集中 する ん だ / 
ム で 追尾 し ろ /“ 

を その プ ブルー の 球体 は 、 ち ょ う と 柱 の 断面 に 出来 た 空間 の 内 部 を で る 
ぐる 回 っ て いる だ け で ある 。 を そこ に ビー ム を 正確 に 浴び せる の は 簡単 
な よう に 見 えて 実は 難し い 。 それ に 耐 被 弾 率 が 高い の で 、 ビ ー ム を 執 
提 に 当て 続け な けれ ば 球 は びく と も し な い の だ 。 

ャ ep の / ーー の セー ッ / セー クア / 

警報 音 が 執 押 に 鳴り 続け る 。 

こち ら か ら 見 れ ば 球体 は 左 か . ら 右 、 右 か ら 左 へ と 周期 的 な 往復 運動 
を し て いる だ け な の だ が 、 こ れ が どう に も 上 手 く いか な い 。 
急げ / 時 間 が な い ぞ /? ケイ ン が 叫ぶ 。 

* 球 に ビー ム を 集中 する ん だ ./ ビー ム の 追尾 を 続け 

に ッ ー が 屋 で M 提 YW/・ 四 で 
突然 、 ビ ー ム を 浴び 続け る ブル ー の 球体 の ひと つが 赤 紫 に 
1 び /。 お と 一品 /“ 

赤 紫 の 球体 が ビー ム に 耐え 切れ ね よう に 真紅 へ と 変化 し 、 苦 問 す る 
ょ うに ひと 播 れ し て パ っ / と 爆発 し た 。 


ポ ボール] 目 掛け て 突進 


スリ ッ ト が あっ て 、 そこ で 何 か が 回 っ て いる 


ヾ 
ーー 


けろ / ン 


変化 し た 。 . 


や っ た だ / 急げ ./ あと 3 個 あ る ぞ / ン 「 
続い て も う 1 発 が 炎 に 包ま れ た 。 
続い て も う 1 発 。 

^ 時 間 が な い / ダ 
ビー ム が 最後 の 球体 を 追う が 、 
my / ーッ や ーッ 

^ も う 時 間 が な い / ン 
シー ルド ・ レ ベル は も う 0 
駄目 か ? 

は ほる ほる ここ まで 突入 し て 落 て こ 。 
球体 が 赤 計 に 変わ っ た / 

97 を 呈 だ /「 

執 交 に 追い すがる ビー ム を 外す よ ょ 球 4 球体 カ 有馬 し だ 。 


突然 その 球体 の 動き が 早まっ た 。 


層 ャ = / 


= 近い 。 


球体 は 赤 に 変化 し た 。 
そし て 最後 の 球体 が 爆発 し た 途 端 、 惑 星 全 体 が 揺れ る よう な 衝撃 が 
起こ っ た 。 
* 脱 出 だ / タ 
「 急 げ / あと は ほ 任 す ぞ 、 
ヾ セッ さき ん ア / イ 
こ [ ド ラグーン] を 加速 し て 脱出 に 向かう ケイ ン の 声 が 、 も う 
陽気 き を 取り 戻し て いる 。 
ヾ 面白 か っ た な / 
と どう や ら 俺 達 は 地球 を 救っ て や っ だ たらしい ぜ / ィ ? 


小僧 7 」 


操縦 席 に いる ケイ ン の 子供 みた いな 笑顔 が 見 える よう な 気 が し た 。 
「 そ れ よ りな 」 


私 は ケイ ン の 声 に 答え た 。 
「 射 手 た ちの 腕 は 見 事 だ 。 任 せ て 大 丈夫 だ 。 だ か ら 、 
乗り 込ん で UIMS の 息の根 を 止め る 時 に 
集 編隊 で 行こ う ぜ 。 
も う 1 隻 は 俺 が 飛ば す 」 
ケイ ン の ニヤ リ と する 気配 が 伝わっ て きた 。 
「 そ れ か ら な ……」 私 は まく し 立て て いた 。 
「 こ の まま ワー プ し て 地球 に 戻っ た ら な 、 す で フォ ボス の 艦 政 技術 本 
部 へ 乗り 込 $ も う ぜ 。 そし て [ドラグーン] の 火器 管制 モー ド を ……」 
で * ツ る ん (6) ん 
ケイ ン の 皮肉 っ ぽい 声 が 返っ 
ヾ を の 前 に よ 、 
お セッ さん の 現役 復帰 の 申請 を 出 を う ぜ …… ィ 
それ も そう だ な …… と 私 は 思っ 
^UGSEF の 偉い さる ン 達 は な 、 嬉 し る 余っ て きっ と 泣く ダ ぜ …… ィ 
ケイ ン の ニヤ ニヤ 笑い の 気配 が 伝わっ て 来 だ た 。 
「 そ うか も 知れ ん な ……」 
私 は そう 答え て いた 。 


今度 この 星 域 に 
は な 、[ ドラグーン 」 2 隻 の 密 


生 C 


※ こ の 小説 は 「『GALAXIANS PROJECT DRAGOON"』」 を ベー ス と し て 描か れ て いる オリ 
設定 な ど と 若干 の 違い が ある こと を ご 了承 くだ さい 。 


2 ナル スドー リー で あり 、 


ーーーーーーーーーーー テ ーー 


軸 の 深淵 で 繰り 広げ られ た 壮大 な 激 
闘 。 こ の 戦い を さら に 理解 する た め の 資 料 
と し て 、 本 章 で は UG5F と U 1 MG か が 使 
用 し た 兵器 類 の 資料 を 掲載 。 ま た 補足 と し 
て 、 対 り 1MG 戦 の 後に 惑星 エク シア に 本 
来 し た 巨大 生物 の 資料 も 掲載 し て いる 。 


に を を を を ま そそ 


4 対 UIMS 戦 に お ける UGSF 最 後 の 切 り 札 < ドラ グー ン 〉 が 英 最 前 
線 に 突入 し た 時 、 ガン ナー ドー ム の 後方 部 か ら 撮ら れ た 写真 。 UIMS 
艦隊 の 十 重 三 十 重 の 防御 ライ ン を 実感 で きる | 枚 で ある 


\ 


AUIMS・ ひ と の 最終 戦闘 に 投入 され た 機動 部 
隊 が 撮っ た | 枚 。 最 前 線 で は 激しい 砲火 が 交 
わ さ れ た に も 拘わら す 、 奇 跡 的 に UGSF 側 の 
損害 は 皆無 で あっ た 


3 惑星 エク シア の 首都 に 降り 立っ た < ゾル ギ 

ア > を 一 般 市 民 が 手持 ちの カメ ラ で 捉え た ス [ 
ナッ プ の | 枚 。 こ の 巨大 生物 に 率い られ た 怪 ーー 
物 群 に より 都市 は 崩壊 、 多 数 の 死傷 者 が 出 た ーー 


世紀 初頭 。 人 類 は 長年 の 悲 願 で あつ だ 

ワー プ ( 高 次 元 跳躍 航行 ) を 実用 化し 、 
太陽 系 外 に その 版 図 を 拡大 し た 。 そ れ ま で の 
宇宙 開発 は 、 ハ イリ ス フ & ハ イコ スト な コー 
ルド スリ ー プ (冷凍 冬眠 ) 装置 を 搭載 し だ 般 
な ど で 行 われ て お り 、 人 類 の 宇宙 開拓 の 足 取 
り は 微 々 だ る も の で あつ た 。 そ の ため 、 大 衆 
の 情熱 が 宇宙 に 向け られ る こと も 少な か つた 
の で ある 。 だ が 、 ワ ー プ ドラ イブ シス テム の 
開発 に より 状況 は 一 変 。 旧 来 船 は 急速 に 存在 
意義 を 失い 、 新 型 舶 の 建造 と 宇宙 開拓 ラッ ツ シ 
ユ が それ に 続い た を 。 だ が 、 そ ん な 潮流 の 中 で 


COMMANDER 


3 世紀 、U 1M8S と 初 接 
触 し た 頃 の UG ら F の コマ 
ンダ ー が 使用 し て いた 一 般 
的 な 戦闘 服 。 PU 世紀 末 の 戦 
闘 機 パ イロ ッ ト に 近い 服装 
だ が 気密 性 は 高い 。 ヘ ル メ 
ッ ト の バイ ザー は 光学 投影 
技術 を 応用 し た HMD (へ 
ッ ド ・ マ ウン ト ・ デ ィ ス プ 
レイ ) に な っ て いる よう だ 。 


OPERATOR 


同時 期 に U り は 8F で 使用 され 
て いた 女性 オペ レー タ の 制服 。 
赤 を 基調 こし た 形 で まとめ られ 
て いる 。 宇宙 軍 が 0 世紀 末 の 海 
軍 の 流れ を 色濃く 受け 継い で い 
る こと に 留意 し て 見 る と 、 な る 


と 言え よう 。 イ ンカ ム な ご は 現 
行 の も の と 比べ て さほど 変わ っ 
て いな い 印 象 を 受け る 。 


ほど と うな ず け る タイ プ の 制服 


突如 発生 し だ アフ シ デ ン ト が あつ だ 。U 1 M 
(侵略 機械 集団 ) で ある 。 当時 、 連 却 領域 の 
治安 維持 を 担 つ て いた り UGSF (銀河 連邦 宇 
宙 軍 ) は 人 類 史上 最強 の 軍隊 で あつ だ 。 し か 
し 、 未 知 の 存在 で ある U | MS に 対し て は 全 
ご 無力 で あつ た の で ある 。 ご これ を 重 こ 見 だ U 
GSF は U 1 MS と の 接触 後 、D 計 画 に 連 な 
る 大 規模 軍備 拡張 計画 を 実施 。 ご れ に より 同 
軍 の 規模 は 著 し ぐ 拡大 、 こ ドラ ブー ン > 級 の 
強力 な 武装 を 持つ 艦艇 の 保有 圭 は 増大 の 一 途 
を 辿っ だ 。 そ し て 、 そ の 軍備 増強 は 24 せ 紀 中 
期 ま で 続い た の で ある ……。 


ーg3 世 紀 か ら 24 世 紀 中 期 まで 一 


ふる 対 UIMS 用 兵器 の 第 | 号 く ド ラグ 一 ン > 
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、 2P peroc1 
< テ 


SN we Ne 


ビニール し や い ー 


し アノ 1 


MECHANICAL GSTAGES MATERIALS 


4 一 見 、 戦 語 機 の よう だ が 全長 は 50m を 
超え る 。 艇 体 中 央 部 の 0 
ロト ン 加 速 粒 子 砲 を 搭載 。 設計 思想 は 20 
世紀 後期 に お ける 特設 窟 勝 の それ に 近い 


U | MS 用 兵器 開発 計画 に より 、 急 朝 

開発 され だ たり GSF 最 新鋭 の 重 戦闘 艇 。 
動力 は 4 発 の ラム ジ エ ッ ト 式 核 融合 エン ジン 。 
主 畑 は 固定 後退 翼 で あり 、 垂 直 尾 細 は な い 。 
だ だ し 、 大 気 圏 内 で の 飛行 も 可能 で ある 。 全 
長 55.27m、 全 幅 34.66m。 搭 乗員 数 は 艇 長 1 
名 、 操 終 士 1 名 、 通 信士 1 名 、 電 子 戦 オ ペレ 
ー タ 1 名 、 ガ ン ナ ー28 名 と な る 。 主 武 装 は 28 
門 の プロ トン 加速 粒子 砲 。 こ れ は 機体 中 央 部 
に ある 直径 約 30m の ガン ナー ドー ム に 装備 さ 
れ て お り 、 360 度 全 天 周 砲撃 が で きる 。 まだ 機 
休 限 部 に は 戦 人 本 報 収集 ボツ ドガ 搭載 され て 


DERAGOONL いし て の 
[ドラ グー ン ]| レク ン 


ーUGBF 最強 の 重 戦闘 


ie 
人 | 


NX 
堆 o ン 


生 吾 吐き 下 嘩 肝 党 ゆ 幸人 


は せり 8 ま 生 遇 沈 離 記 吉 トー テー サ ざ 慎 
玲 


ル 餅 科 臣 べき ざき ( iC 石 潤 ry 


中 民 v 倍 


ヶ ン 


瀬 寺 葉 瑞 中 は と ょ ー と 池 潮 石 十 


て + ご 


人 ^ マ ロケ ッ ト ブ ー ス ター 装 沙 時 の 珍し い 生 真 ーー ここ 5 蘭 須 形 葉 : 戦 術 用 重 戦 問 衝 ノ 全長 55.57 
ヽ ン 2 潤 還 戸 ' 青 3 と ta 2 3 B ・ 5 9 \ 

20 計り 計れ な ig ーー 事 。 0 m ン 全幅 34.6Bm ノ 静止 質量 : 45 

機体 開発 が 急 硬 行わ れ た た め 、 こ の よう か な 追 ーー ニニ RA 時 ・。 三 < うー 

加 パ ー ツ は 他 の 艦艇 の も の を 流用 し た らし い SS MM - ドジ 各 肪 : 八 サ ー ド バラ ムシ エッ 


ト 方 式 核 融 合 エ ンジ ン ( 御 部 排気 
ノズル は 次元 ベク タ ノ ズ ル ) 
イノ 武装 : プロ トン 加速 粒子 破 メ 
8 開発 ナン バー : ら Fー48g 


人類 の 兵器 運用 思想 を 編 い て みて も 、 
単独 で この よう な 複数 の 砲 を 備え た 戦闘 
艇 は か つて な か っ た 。 そ れ 故 、 設 計 段 隊 
で の 論議 は 大 きか っ た と 思わ れる 


全 天 周 ス クリ ー ン を 見 て 砲撃 を 行っ た 


人 ム 各 ガン ナー は この 席 に 座り 、 
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形式 : 戦術 用 重 戦闘 艇 / 全 
長 : 58m ン 全幅 : 35m ノ 静 
止 質量 : 410t ノ 動力 : 改良 


型 ラ ムジ ェ ッ ト 式 核 融合 エ 
ンジ ン メ イン 武装 : ブロ ト 
ン 加 速 粒子 砲 X8 門 最大 
巡航 速度 : 不明 最大 搭乗 
員数 : 9 名 


DRANGOON-R 


-DELTA PLUS" 


UIMS・ の 9 戦役 で 使用 され だ 宇宙 戦 


PO DIM NT コタ P 強力 な 兵 装 を 持ち 、 推 力 増加 で 高速 巡航 作 


強化 し を エボ リ ユ ー シ ョ ン モ デル 。 機体 半 法 は 上 昇 、 エ ネル ギー シー ルド と の 相乗 効果 に 


が 若干 大 きく な つた が 、 基 本 設計 思想 に 大 き より 高 い 防御 仁 能 を 得る 結果 と な っ た 
な 変更 は な いた め 、 人 外観 も 変化 し て いな い 。 2 NE 
初代 同様 に 単独 で の ワー プ 能 力 を 有 し 、28 
の プロ トン 加速 粒子 砲 を 搭載 。 最 大 搭乗 員数 
や 防御 シー ルド 機構 搭載 の 有無 も 同じ で ある 。 
機体 下部 に ラン ディ ン ブ ギ ア (降着 装置 ) を 
有 し て いる こと か ら 、 単独 で の 大 気 圏 苑 脱 能 ババ ィ バ ィ 
力も 有 し て いる と 思わ れる 。 ま た 、 各種 アビ DRAGODDN:J ら と の 温 
オニ クス 機器 を 有する が 、 連 反 宇 宙 軍 最高 ーー 

密 に 属す る だ め 、 正 式 な 詳細 は 一 般 に 対し て 」 


68m 3 マ 後に 開発 され た <J 2〉 と 比べ る 
と 小さ い 印 象 を 受け る が 、 実際 に は 20 
世紀 後期 の F 15 イ ー グ ル の 約 3 倍 以上 
の 全長 を 持つ 。 大 気 圏 離 藩 陸 時 は 江 走 
路 を 使用 。 そ の 垂直 軸線 は 下図 の よう 
に 前 傾 し て いた 


明らか に され て いな い 。 マ イナ ー チ エン ジ さ 5Bm 
れ だ 改造 機 に も ひか わら ざ 高 い 性 能 を 誇る 。 


人 人 艇 前 方 部 分 の シル エッ 
トラ イン は 初代 の < ドラ 
グー シン ) よ り も 午 の く J 2 
の それ に 酷似 し て いる 。 

腹部 に は 大 気 内 落 床 用 
の ラン ディ ング ギア を 持 
つが 、 普 段 は 格納 され て 
お り 、 こ れ を 見 る 者 は 少 
な か っ た 


y 4 最大 の 特徴 で や る ドー ム 。 その 形状 か ら 
「 タ ー ト ル 」 と 言う 愛称 が 付け られ る こと も 。 
写真 上 は 対 UIMS・ 9 戦 の 直後 に 撮ら れ た 


SS SNS 


光 呈 和 


91 に EHPSIIS) 
財 , き せ S 喜 | 
率 刀 本 明 町 間 。 通 弟 さ で 


\ 
/| 


ANYN ク 2 避 商い び 共 
VMVYH ゆ 誤記 は 璧 本 


容 圏 別 小 石 時 は ょ っ IFA 


2HH 


%uhr ア ーー 


ラプ の 艇 は 初代 < ドラ ブー ン >〉 と 違い 、 機 
5 休 構 造 材 を 軽量 化し た こと に より 、 航 
空力 学 で 言わ れる 推力 (デル タ ) の 大 幅 な 増 
加 (プラ ス ) が 図ら れ だ 。 ご これ に より 機体 旋 
回 柏 や 防御 機能 も 著 し こ 強化 され て いる 。 
動力 源 は 初代 同様 、 大 気 圏 内 の 飛行 も 可能 
な ラ ハ ジ エッ ト 式 核 融合 エン ジン メイ 4 発 。 主 
連 も 初代 と 同じ 固定 後退 田 だ が 、 大 気 圏 巡航 
時 を 考慮 され 、 フ ラッ プ が 付け られ て いる 。 
エン ジン 性 能 は 一 般 に 公開 され て いな いた め 、 
詳し い デ ー ダ は 不明 で ある 。 


^ 主 糞 は 固定 後退 細 。 基 地 格 納 
時 に は 機体 側 厨 に 向け て 折り 畳 
まれ る 。 ハ ー ド ポイ ント らし き 
も の が 見 られ な いこ と か ら 、 ミ 
サイ ル な どの 搭載 は 行え な いと 
思わ れる 。 ち な み に 左 の 図 は 補 
助 納 で ある 


MECHANICALS STAGES MATERIALS 


27 


代 く ド ラグ ー ン > を 究極 まで 進化 させ 

だ 最新 鋭 モ デル 。24 世 紀 中 期 に 辺境 の 
惑星 エフ シア で 発生 し だ 巨大 生物 この 戦闘 に 
投入 され だ U り G 特 殊 戦闘 部 隊 (GA T) 
専用 機体 で ある 。 機体 寸 法 が 初代 く ド ラブ ー 
ン 〉 の 1 .5 何 ある ガ 、 ご これ は 機体 後部 エン ジン 
の 大 型 化 に よる も の 。 そ れ 以 外 に 大 き な 変 更 
点 は 見 られ な いた だ め 、 機 体 設計 の 基本 礼 想 は 
大 幅 に 変化 し て いな いも の こと 書 わ お れる 。 

な お 、UGSF の ヒ FP (提案 要求 ) 時 、 
く J 1 > と 呼ば れる プロ ト タ イ プ が あつ だ らし 
い が 、 ご ちら は 何故 ガ 正 式 採用 が 見 送ら れ て 
いる 。 


る < ドラ グー ン R> を ベー ス に 改良 が 加 
えら れ 続 け て いた <D> シリ ー ズ の 最新 
型 構 起 に より 作ら れ た 機体 。 進化 を 繰り 
返し て きた ハイ ブリ ッ ド 戦闘 艇 で あっ た 
が 、 軍 で は 正式 採用 が 見 送ら れ て いる 。 
後に これ を ベー ス と し て <J 2> が 完成 。 
22xx 年 に 正式 採用 され た 後 、UGSF 特 殊 
戦 等 に 実戦 配備 され て いる 


ーー 


ム 正 式 採用 型 と 比べ て 艇 前 方 部 分 が 多少 異な る プロ ト タ イ プ ら し い 。 
20 世 紀 の B-1B ロ ッ ク ウ エル 爆撃 機 に 似 た ライ ン が 特徴 的 


A ム 特 殊 戦 の 母艦 < ダイ ダ ロ ス > の 
格納 庫 ら し き 場 所 に 係留 され て い 
る く J 2>。 こ れ を 見 る と よく 分 か 
る が 、 母 艦内 で の 格納 時 は 主要 を 
下方 に 折り 畳む 。 係 留 用 アー ム に 
よっ て 釣り 下げ られ る 形 と な る た 
め 、 主 糞 が 地面 に 設置 し て 損傷 す 
為 こ を ば は ない 


422x 年 の 正式 採用 後に 、UGSF 特殊 埋 が 受 視 し た 


く J 2>。 こ の 機体 は 母艦 < ダイ ダ ロ ス > に 搭載 され 、 
上 その 後 、 エ クシ ア で 発生 し た 事件 に お いて アレ ス 小 
隊 と 共に 実戦 投入 され た 。 写真 は 、 < ゾル ギア > 紙 


ーー 。 減 作戦 終了 後に 母艦 か ら 撮ら れ た も の で ある 
[ドラ グー ン J」 


ム 特 殊 戦 の 使用 する 攻撃 型 航 再 母艦 く < ダイ ダ ロ ス > 
か ら 発 進 する 前 の | コマ 。 こ の 直後 に < ダイ ダ ロ 
ス > は 被弾 。 < く 」 2> は アフ ター バー ナー を 使用 
し て 急速 に リフ ト オ フ し た 


形式 : 戦術 用 重 戦闘 散 / 全 長 : 886m ノ 
全幅 : 7P.5m ン 静止 質量 : 766t ノ 動 
カバ サー ド ラム スク ニノ ジェッ トド 
式 核 融合 エン ジン メコン 武装 : プロ ト 
ン 加 速 粒子 砲 (この 時 代 に お いて は 、 
プロ トン ・ レ ー ザ ー キ ャ ノン と 呼ば れ 
て いた らし い ) X 如 8 門 / 最 大 巡航 速度 
・ 不 明 


人 発令 所 内 部 は 初代 く < ドラグーン > の 
頃 と 比べ て 、 さ し た る 変化 が な い 。 お む 
し ろう 戦術 支 援 コ ンピュータ や 火器 管制 
シス テム 、 旅 行 寺 委 ンピュータ な ど 
シス テム の 複合 化 に 伴い 、 さ ら に 居住 
環境 を 悪 作 さ せ て いる よう に も 見 える 


、 に う ey 
人 アラ #】 


(移っ い - は 本 休 せ ( 6 し) 


本 設計 思想 は 初代 か ら さ ほど 変化 し て 

いな いよ うだ と は 言え 、 軍 事 技 術 の 発 
達 に より 、 〈J り >〉 の 装備 は 初代 く ド ラブ ー 
ン 〉> と ぐら べ て 随分 進 赤 し て いる 。 ま ず ア ビ 
オニ クス だ が 、 機 体 前 万 腹 部 に は 収納 型 の 前 
万 セン サー (戦術 情報 収集 機器 ) が 付い て い 
る 。 ま だ 、 ヒ CM ( 対 電 子 妨害 装置 ) 以外 に 
も ECCM ( 対 電子 妨害 用 防御 装置 ) も 装備 
し て いる も の と 完 わ れる 。 

主 兵 装 で ある プロ トン 加速 粒子 介 は 普段 は 
ガン ナー ドー ム に 格納 され て いる が 、 使 用 時 
に は ボップ アッツ プ し て 砲撃 で きる よう に 改良 。 
ご れ に より 仰角 は 大 幅 に 広 び つ だ と 見 られ る 。 


っ 限 時 PoPoPu テ う 
か ミミ ==- 
人 ヽ ぅ は いあ シャ 、2- ANC あ お 
@ 1 ] 


全 < ドラ グ 一 ン > シリ ー ズ 最大 の 特徴 で ある 
28 門 の プロ トン 加速 粒子 砲 は この 艇 に お いて 
も 健在 。 砲 撃 時 に は ガン ナー ドー ム 自 体 が ポ 
ッ プ アッ プ す る 構造 に 改良 され て お り 、 仰 角 
研 捕 く な っ て いる 


ラリ 


MECHANICAL GSTAGES MATERIALS 


これ も < ダイ ダ ロ ス > 格納 庫 内 で の 1 コマ 。 これ 以外 に 、 複 数 の < J 
2> が 同 場 所 に 格納 され て いる 写真 も ある こと か ら 、 正 式 採用 後に ライ 
セン ス 生 産 が 図ら れ た も の と 思わ れる 。 だ が 、 機 密 情 報 の 公開 制 恨 を 行 


っ て いる UGSF に より それ ら の 写真 は 一 般 に 公開 され て いな い 


も 増 積 さ れ て いる 


人 ム 艇 体 前 方 か ら く J 2> を 見 た 場合 、 も っ と 
も 特異 な 点 は 巨大 と も 形容 で きる ほど の エン 
ジン だ ろう 。 宇宙 空 間 で の 巡航 速度 上 昇 を 図 
っ た エン ジン の 大 型 化 に 伴い 、 主 本 や 補助 細 
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令 う の どら 7 


まこ ー、・ 
吾 っ 合 ぁ に _ に 
さこ 


き 輪 槍 $6BDe 塩 rgcopere。 


人 ム 艇 の 大 型 化 に よっ て 自重 も 増え た た め 、 大 気 圏内 離着陸 を 想定 し た タイ プ の 
く J 2> に 付け られ て いる ラン ディ ング ギア は 大 型 化 さ れ た 。 主 細 の 間 に 格 納 す 
る よう に な っ て いる た め 、 ち ょ っ と 不 格 好 な 感じ が 否め な い 


< 5 
Ts に 


ぐ 礼 $ で サ - 


A 艇 体 後方 の 中 央 部 に は 後方 防御 用 ポッ ド の 射出 装置 や 後方 
セン サ を 挫 載 。 防 御 ポ ッ ド は 艇 前 方 の も の と 同型 で 、 チ ャ フ 
(レー ダー 波 を 反射 させ て ミサ イル の 誘導 を 携 乱す る た め の ア 
ルミ 芝 ) の よう な も の を 散布 し て 光学 兵器 を 乱反射 させ る 


る 4 マヤ 初代 < ドラ グ 一 ン > に 使用 され て いた 
ラム ジェ ッ ト エ ンジ ン の 直系 に あたる <J 2> 
の エン ジン 。 枝 融合 時 の 交 焼 効率 を 上 昇 さ せ 
て お り 、 大 推力 を 生む 。 ノ ズル の 方 向 制御 に 
は 油 睦 シリ ンダ ー を 採用 。 浮 遊 物質 の 吸入 が 
思わ し く な い 場 合 を 考慮 し て 、 艇 の 後部 タン 
ク に 推進 剤 を 積ん で いる 。 ま た 、 大 型 化 に よ 
り 従 来 の 急 制動 スラ スタ ー で は 対処 し きれ な 
いた め 、 腹 部 に 大 型 の 聞 貴 射 ユ ニッ ト を 持つ 


力 源 で ある パサ ー ド ・ ラ ムジ エッ ト 式 
核 融 合 エ ンジ ン は 高 機動 / 大 推力 を 目  《 ド ラウ ー シ 2 シリ ー ズ の 飛行 特 柱 を 良く 表し 
、 た 写真 。 メ イン エン ジン か ら の 推力 で 飛行 し 、 機 
的 と し て 大 型 の も の に 換装 。 ご れ に より アノ 体 各所 に 取り 付け られ た 補助 スラ スタ ー で バラ ン 
ダー バー ナー 使用 時 の 巡航 速 破 は 少な く と も ス を 保ち つつ 後 速 前 進 し て いる 
30% 以 上 は 高まっ だ と 見 られ る 。 ま だ 、 初 代  ! NN 
〈 ド ラブ グー ン > と 比べ て 大 幅 に 異な る 点 が 、 機 
体 腹部 の 逆 叶 射 ノズル の 存在 で ある 。 ご これ に 
よ つ て 人 怠 激 な 戦闘 機動 が 可能 と な り 、66m と 
いう 全長 で あり な が ら 、 小 型 戦闘 機 並 み の 小 
回 り を 実現 させ だ 。 
ダメ ー ジ コン トロ ー ル 機器 も 一 層 の 充実 が 
図ら れ 、 機 体 前 万 部 分 に 光学 兵器 防御 用 の 射 
出 ボ ツ ッ ド を 装備 。 機体 後部 に も 同様 の も の を 
新装 備 し て いる 。 


ニー へ ん ヘス み で 且 
ンー ムン 7 

] 利島 

べ e し | NE ビ 箕 ロロ て 4 ーー 


Sa 


1 。 
6【⑤ ^ 多 ま は 
> 忠信 2 ズ ]6 う 


トー 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 
基地 の 3 分 の 2 ほど を 占め る ブー スト カタ 
パル ト を 上 方 か ら 見 た 図 。 こ の 中 に 射出 カタ 
x。 | パル ト が 格納 され て お り 、 < ドラ グ 一 ン > を 
| 最大 戦 速 まで 加 束 し て ワー プ に 送り 込む 


宙 ヒメ アイ も スト アナ す 】 ォ 


テル 3 学 人 9 な 

羽 た 拉 5. 
3 ' 

人 後部 タン ク 構 造 罰 。 < キリ ング ・ ム ー ン > に は この 

よう な 推進 剤 格納 用 の 大 型 タ ンク が 6 個 あ っ た 。 こ こ 

か ら 考 慮 する と 、 艦 体 の 補給 拠点 と し て 用 いら れる こ 

と も あっ た … ? 


形式 : 移動 型 字 宙 ド ッ ク ン 全長 : 300D 
m ン 全幅 : 1400m ノ 重量 : 不明 動力 
不明 (推進 剤 使用 に よる 核 融 合 エ ン 


ジン と 思わ れる ) ノ 補足 : 戦略 級 緊急 
展開 用 ワー プ ・ ブ ー ス トカ タ パ ル ト を 
備え た 宇宙 ドッ ク で ある 。 普段 は ラグ 
ラジ ェ ポ イン ト に 静止 し て いる 


4 地球 圏 の 制 宙 権 の 確保 維持 を 

目的 し た 宇宙 艦隊 用 の ドッ ク と 
1vL プ フロ テウ ブロ レル 人 学 で 。0ー し て も 機能 し て いた 。 太陽 坊 射 

。 | キリ ンク ムー | ーー を 抑え る た め 、 全 体 的 に 薄い 色 
ii で カラ ー リ ング され で いる 


ー 初 代 DHAGDON 基 地 一 


KILLING-MOON 


ム 4 る 鉄骨 状 に 組ま れ た 射出 カタ パル ト の 
構造 。 下部 に 描か れ た < ドラ グ 一 ン > 

の 大 き さ と 比較 する と 、 そ の 巨大 さか 実 
感 で きる 。 < ドラ グ 一 ン > が 約 56m の た 
め 、 この 射出 カタ パル ト は 1000m 以 上 あ 
っ た と 思わ れる 


代 < ドラ ブー ン > の 田 艦 で も ある 基地 。 
地球 周回 軌道 付近 の ラブ ラジ エ ポ イ ン 
「 ト (均衡 点 ) に 駐留 し て お り 、 ワ ー プ 時 
間 を 短縮 させ られ る ブー スト カタ パル ト を 持 
つ 。 < ドラ ブー ン 〉 は 普段 、 格 納 庫 に 収納 され 
て お り 、 出 撃 時 は 機体 搬送 デッキ ガ ら 射出 ケ 
ー ジ に 移送 され る 。 全 長 は 約 3000m。 巨大 な 
構造 材 の 前 後に は 大 型 エ ンジ ン 2 基 と 燃料 用 
タン ク が 設置 され て お り 、 独 自 の 移動 能力 を 


2 ブル 


MT 
Yo 
ら 


NE) 
Ne 


持つ て いる 。 


each か し で に 1 2 千 図 
= 晴 さ ト を 持つ コマ ンド ベー ス 。 〈 ド ラグ ー 細 議 [ NL S 
ン 〉 クラス の 戦闘 艇 の ワー プ 時 間 を 短縮 する 
こと が で きる 。 ご の 時 代 に お ける 最新 鋭 の 大 
地 で あり 、 < ドラ ブーン R〉 程度 の 戦闘 艇 な 肖 に 1 
ら ば ガイ ドラ イン の 3 分 の 2 程度 で ワー プロ 加 較 ( li 
能 。 中央 千両 則 に は 太 地 1 ド し な で 
持ち 、 こ ご ここ で 得 ら れ だ 太陽 熱 は エネ ルギー 人 変 
換 さ れ て 巨大 な 円 状 の コン デン サ に 
壮 え ら 和 る よう に な っ て いる 。 
全長 は 4000m。 普段 は ラブ ラジ エ 
ポイ ント に 静止 浮遊 し て お り 、UG 
SF の 地球 中 央 管区 艦隊 が 警護 役 と 


と + ーー ニー ーー 
の 8 と モ ィ て -( で や し 。 


衝 を 紀 も が ご - 


し て 駐 功 し て いる 。 


人 中央 機構 区 画 を 上 部 か ら 撮影 し た シー ン 。 S 
CC-1001!| と いう シリ アル ナン バー が 確認 で きる 。 
この 中 央 機構 区 画 に 格納 庫 や 居住 スペ ー ス が 確 
保 さ れ て いる 


NN 。 


iM 
tl 


A ず 中 央 機構 区 画 だ け で も 1000 
m の 規模 を 持つ 。 < ドラ グー ン 
R> 以外 に も < カッ トラ ス > 数 
機 を 格納 可能 。 内 部 構造 は 意外 
どい らし い 


2 の c mW: イ の) 


もそ と ミニ ーー と ここ に ーー 


マ 中 央 機構 区 画 の 簡単 な 断面 罰 。 A 位 置 は ' ー 
< ドラ グー ン > 級 戦闘 艇 、B 位 置 は 小型 戦 DO 
艇 の 射 由 ケ ー ジ で ある 。 C 位 置 は どう や ら ーー [ 
形式 : 緊急 展開 用 ワー プ ・ ブ 
ー ス トカ タバ ルト 基地 全長 
・ 400U0Um ン 全幅 : 不明 重量 
・ 不明 動力 : 太陽 電池 バド 
ル / シ リア ルナ ン バ パー し 
ビ -10UI 


ム 大 陽 電 : 池 パドル 拡大 較 。 こ こ で 太陽 か ら の 熱 を 得 て 、 基 地 中 央 の 円 状 の コン デン サ に 電気 
エネ ルギー ( ? ) に 変換 し た 上 で 蓄え る 。 最 先端 の 丸い 機器 は レー ダー らし い 


ヤ 秀 体 前 方 か ら 見 た こく ダイ 
ダ ロ ス >。 艦 の 両 艇 に 接合 さ 
れ て いる ブー スタ ー が 異様 な 
くら い 巨 大 で ある こと が 分 か 
る 。~ 艦 本 体 と ブー スタ ー と の 
接合 部 位 の 中 間 に は 小型 宇宙 
戦闘 機 離発着 べ イ が ある 


長 3000m。 主 に < ドラ ブー ン J2> を 
運ぶ キヤ リア ー と し て 使用 な され て いる が 、 多 
数 の 小型 艦載 機 も 持つ 戦略 級 戦闘 用 航 宙 田 艦 
で ある 。 超 巨大 な 核 融合 エン ジン と ワー ププ 
ー ス ツー を 持ち 、 艦 体 の 全 る 所 に 無数 の セン 
シン グ 機 器 を 備え て いる 。 ま さ に 天翔 ける 要 
球 と 言え よう 。 〈J2 グ >〉 は 普段 、 艦 内 の 格納 
庫 に 係留 され て いる が 、 ス フク ランブル 時 は ト 
ラフ ンス ボー ター で 秘 送 され 、 艦 体 腹 部 の リ ニ 
アカ タバ パル ト で 射出 され る 。 


ンク ク 


op 


0 
人 2f 


1 上 
K vw 1 物 林 


形式 : 戦略 級 戦 園 用 航 宙 母艦 (U 
らら F 特 殊 戦闘 部 隊 の 母 乱 で あり 、 
くり ど > の キャ リア ー で も ある ) 
ング 全長 : 3000m ン 全幅 : 不明 動 
力 : 核 融 合 エ ンジ ン ( 副 機 構 と し 
て ワー ブ プ 用 ブー スタ ー を 持つ ) ン 
最大 航続 距離 : 不明 


ノ 世紀 の U り G ら F 特 殊 戦闘 部 隊 田 艦 。 全 


ヤル ギリ シア 神話 に 登場 する 、 空 を 飛ん だ 匠 の 名 を 持つ 
巨大 艦 で あり 、 そ の 総合 攻撃 力 は | 都市 を 数 分 で 破壊 で 
きる ほど の も の で ある 


の 1 (の 
/ グ 3 
2 


-。 2pev ツ 直 多 9 


3 の 2 千 * ー 


ニ 三 、、 | <4 租 7 部 を 始め 、 艦 体 の 各所 に は 無数 と も 思え る 


くら い の セ ン シ ン ク グ 機器 や 発光 信号 灯 、 アン テ ナ 類 

が 取り 付け られ て いる 。 ま た 、 艦 首 上 方 に は 目視 観 
測 用 ルー ム ら し きも の も あり 、 く < ダイダロス > の 巨 
大 さ を 改 め て 実感 さす られ る 


で 


電磁 カタ パル ト を 持 
つ 。 く J 2> は ドッ ク 用 アー ム か ら 切 り 離 され た 後 、 こ こ 
か ら 発 進 す る 。 内 部 の 格納 庫 は 大 型 戦 闘 艇 が 数 隻 格納 可 


能 な くら い の 広 さ を 持ち 、 ガ ン ナ ー 達 は に この 最後 部 に 


ある エア ロッ ク か ら . く J.2〉 に 乗り 込む 。 ま た 、 こ こ ご で 
は ドッ ク 内 作業 員 (写真 左 ) が 軽量 化 さ れ た 気密 服 を 着 
て 、 発 進 作業 を 行う こと に な る 
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星 エ クシ ア で の 対 ゾ ルギア 戦 に お いて 
coo SIPE AOPULE 


ELIGMT 飛べ K 


U り GSF が 投入 し だ 主力 戦艦 。 こ の 
前 は 、 ギ リシア 神話 の 神 か ら 採 られ ね だ バー ソ 
ナル ネー ム へ で あり 、 ク ラス ネー ム は 不明 。 ダ 
メー ジコ ント ロー ル を 考慮 し 、 艦 体 は 複合 ブ 
ロッ ノン 構造 に な つて いる 。 極 融合 メイ ン エ ン 
ジン 1 基 と 4 基 の 外装 エン ジン を 持つ 。 
一 見 、 の つべ り し だ ただ 艦 体 だ が 、8 門 の レー 
ザー 主砲 と 無数 の 副 砲 、 艦 舶 介 、 レ ー ザ ー ノ 
ァ ラ ンス を 武装 に 持つ 。 


る 4 ム UGSF の 主力 戦艦 だ け あ り 、 そ の 大 き さ は 20 世 紀 中 期 の 日 本 
軍 が 使用 し て いた 大 和 級 戦艦 に 匹敵 する 。 艦 内 は 大 別して 6 区 画 
に 分 けら れ 、 さ ら に 各 ブ ロッ ク 内 部 は 厳密 な 区 画 整 理 が な され て 
いる 。 ま た 、 艦 体 後 方 の メイ ン エ ンジ ンプ ブ ロッ ク を 取り 囲む か の 
よう に 外装 エン ジン 4 つが 取り 付け られ て いる 。 当然 な が ら 単 独 
で の ワー プ も 可能 。 艦 体側 面 を 中 心 に 多様 な 武装 を 持つ 


ム < クロノ ス > と 言う 名 前 は パー ソナ ルネ ー ム 。 ク ラス ネー ム は 不明 で ある 。 こ の クラ ス 
の 戦艦 は UGSF の 各 管区 艦隊 に 配備 され て お り 、 多 様 な カラ ー リ ング て で 塗装 され て いる の 
が 特徴 的 。UGSF 中 央 統括 艦隊 司令 部 に よる 公式 カラ ー リ ング も ある らし い 


[クロ ノ ス ] 一 時 の 神 の 名 を 持つ UGSF 戦 乱 一 


形式 : 戦略 級 宇 宙 戦 闘 艦 / 全 
長 :B50m プ 武装 : レー ザー 主 
砲 X 日 門 、 副 砲 、 艦 航 念 、 レ 
ー ザ ー フ ァ ラ ンク ス 等 補足 
・UG5F の 主力 宇宙 戦闘 艦 。 
惑星 エク シア で の 巨大 生物 事 
件 に お いて 、 撃 沈 さ る 。 そ の 
際 の 生存 者 は 皆無 


4 詳細 は 不明 だ が 、 艦 橋 は 複数 用 意 さ れ て いる 。 こ 
れ は 、 角 隊 戦 に お ける 戦術 思想 の 一 環 と し て 、 敵 の 攻 
。 撃 が 直撃 し て も 指令 系 統 が 麻痺 し な いよ うに 考慮 され 
た 結果 らし い 。 な お 、 艦 の 両 般 に は 計 8 門 の 主砲 を 搭 
固 。 幸 。 こ れ は 大 出力 の レー ザー 砲 で あり 、 軌 道上 か ら 大 
, 気 圏 を 買い て の 惑星 制 侍 砲撃 も 可能 で ある 


S way カフ 
3 み UNS 


ーー Nu 多 


ムセン トラ ル ブ ロ ッ ク 及 び サ 
イド ブロ ッ ク は 武装 区 画 と し て 
の 役割 が 大 きい 。 先 に 述べ た 主 
砲 を 始め と し て 、 サ イド ブロ ッ 
ク の 中 央 溝 に は 各種 砲台 が 設置 
され て いた の で ある 


と < で 2 ツバ 


Io26 と 2 C? 和 サワ ・ 


用 = 宇 


外装 エン ジン 


4 ム 外 凌 エ ンジ ン は メイ ン ノ ズル | 基 と 小型 ノズル の 4 基 か ら 
成る 。 宇 宙 塵 吸入 口 らし きも の が 見 られ な いこ と か ら 、 動 力 
源 は 密閉 型 の 推進 剤 供給 方 式 に よる 核 融 合 エン ジン と 見 られ 
る 。 な お 、 最 大 出力 な ど は 不明 で ある 


MECHANICALS STAGES MATERIALS 


、、 つい 


。 geBont7E 
ーー 


る 艦 の 中 で も っ と も 被弾 率 の 低い 場所 
で ある セン トラ ルプ ロッ ク と メイ シ エ 
ンジ ンプ ブロッ ク と の 接合 部 分 化 近 に は 
居住 スペ ー ス 兼 エ ンジ ンコ ント ロー ル 
ルー ム 、 エ ンジ ニア リン グル ー ム な ど 
が あっ た 。 ま た 、 そ の 人 近 に は 船 外 活 


、 | 動 馬 城 用 リフ ト な ども 備え つけ られ る 


な ど 、 様 々 な 配慮 が な され て いた 


る 外装 エン ジン は 敵 機 の 襲来 に 備 
えて 各所 に 付 カ 装甲 が 施さ れ て い 
た 。 まま た だ 、 エ ンジ シフ プロ ッ ク 腹 部 
に は 数 基 の 副 史 や レー ザー ファ ラ 
ンク ス な ど を 設置 、 命 網 で ある エ 
ンジ ン の 防護 に 努め た 。 し か し 、 
高速 で 飛行 する 戦闘 機 の 前 で は そ 
れ ら は 気休め に し か 過ぎ な か っ た 
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称 < 第 の 次 U 1 MS 戦役 > と 呼ば れる 
22XX 年 の り U1MS・@ と の 戦い に お い 
て 、UGSF が 戦線 に 投入 し だ 戦術 用 小型 高 
速 戦闘 艇 。 全 長 は 26IT。 最 大 搭乗 貞 は ] 釧 。 
動力 は 4 発 の 小型 核 融合 エン ジン 。 単 独 で の 
ワー プ 航 行 も 可能 で あり 、 優 れ た 艇 ご 言え る 。 
武装 に は の 門 の レー ザー 人 を 有する 。 機体 下 
部 に は 広域 索敵 レー ダー や 戦術 用 情報 収集 ボ 
ツ ド らし きも の も 装備 され て いる 。 


ーー = に 1 2 
NSR 、 ea 


= んで ぞ に 、 : 


じ UTLA 


[カッ トラ ス ] 一 UGBF 高 速 小型 戦闘 艇 一 


mof を の LGSAR ト 補 * 夫 23 
ム し デラ ヒ 4 本 老 - 


や レ 多 ヶ ラ ィ ー- 雪 と と = て で 


ム 4 発 の メイ ンプ サブ エン ジン 以外 に 、 
機体 後方 上 部 と 両 艇 に 計 6 発 の スラ ス 
ター ノズル を 持ち 、 急 激 な 戦闘 機動 も 
可能 と な っ て いる 。 機体 下 部 の エア イ 
ン テ ー ク か ら 判 断 す る と 、 エ ンジ ン は 
ラム ジェ ッ ト 式 核 融 合 炉 を 使用 ? 


形式 : 戦術 用 小型 高速 戦闘 艇 全長 : 85m ノ 動力 : 小型 
核 融 合 エ ンジ ン メ ノイ ノ 武装 : レー ザー キャ ノン メ ど 


陳 王 吾 H 球 判 。 り 庄 民 評 


へ ざき は 遇 | 軍 俊 寺 
菩 ユ ー コ Sa 落 低 LO ざ 菩 


石 ゆ と へ ざさ の w 二 胃 る 旧 細 雇 人 


M 
ンー ヽ 
人 


機体 の 4 カ所 に 設置 され た 
ミサ イル ベイ 構造 務 。 多量 の 
ミサ イル を 搭載 で きる こと か 
ら 、20 世 紀 後 半 の 戦術 爆撃 機 
の よう な ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 
法 を 取る こと が 多かっ た と 思 
われ る 。 ミ サイ ル ベ イ に 敵 の 
直撃 を 食らっ た 場合 、 即 座 に 
爆散 する で あろ う 怖 い 機 体 と 
言え る だ ろう 


ミキ > か こ べ て 


形式 : 汎用 宇宙 戦闘 機 全長 : 40m ノ 動 
力 : 不明 武装 : レー ザー ファ ラン クス 
X ] 門 、 小 型 ミ サイ ル メ 1986 発 


迄 4 祭 レゴ ンー 備 っ ゃ こら > 欠 2 


BNC 


と 員 呈 上 時 則 ー 
St ここ wtn \S 
Ri ー D 内 
D 


境 の 惑星 エフ シア に 襲来 し 、 同 星 に 多 


る える な 4 大 な 損害 を 与え だ 巨大 生物 に 対し 、U 
る 描 が ク よ GSF 特 殊 戦 闘 部 隊 が 使用 し だ 汎用 宇宙 戦闘 
以 れ か 准 わ 符 。 機 。24 世 紀 中 期 の UG ら 主力 戦闘 機 で も あ 
介 和 が 織 る 。 全長 は 40m で エン ジン は 4 発 式 。 主 臣 装 
cref oo が こ を リ 9 ド と し て 9 連 偽 身 の レ ー ザ ー フ アラ ンク ス を 持 
る か 総 け ロ の ム 、 最 大 192 発 の 』 型 ミ サイ ル を 搭載 可能 。 ミ 
し 失 は れ う サイ MNT は 機体 両 骨 に あり 、 一 斉 敵 で 04 発 
す ツ い ト が まで の ミサ イル を 発射 で きる 。 


星 コ ー ネ ウ スズ で 発生 し だ 重力 異常 の 調 
供 の を め 、UGSF が 送り だ し だ 無人 
偵察 衛星 。 機体 側面 こ 下 万 に 対地 レー ダー や 
超 望 速 カ メラ 、 赤 外線 セン サ な ご の 観測 機器 
を 搭載 。 有事 の 際 に 甘 乱 がら 観測 軌道 に 投入 
レ て 使用 され る 。 動 力 源 は 太陽 熟 エ ネル ギー 


1 で ⑤ と っ ゆい の 記 の nc と 。 この で (モー 「SePwa ご fe と 世 


とこ stor で な 宮 と て マ ) 


AP 観測 軌道 投入 後に 収集 し た 
テー クタ は リリ アルタイ ム で 崩 村 へ 
転送 。 そ こ か ら さ ら に 地球 の U 
GSF 本 部 へ 超 光 速 通 信 で 甘 さ 
れる 。 機体 は 使い 捨て を 考慮 さ 
れ た 上 で 使用 され る こと が 多い 


人 る 細 部 まで 描か れ た 機体 ディ テー ル 。 ゲ ー ム 中 で は ここ まで 
細部 まで 見 る こと は で き な い よう に な っ て いる 


形式 : 汎用 型 無人 偵察 衛星 2 全幅 : gh 


m ノ 全長 : Bm ロン シリ アル ナン バー : 
CH らら ー-462765B / ノ 動力 : 大 陽 電 池 パ 
ドル メ ノ 


[ピー ピン グ ス タ ー 因 ] ーUG5F 監 視 衛星 一 


UGSF OTHER MECHANICALS 


[3 コ ロ F ア ザー メカ ー フ ルス | ーー その他 の 連邦 軍 メ カニ ッ ク ー 


「 | 
[ サラトガ 級 ] ーUG5F 戦 艦 一 
2 


補 


で 日 ED gm 雪 ーー 
タイ プ B] 一 UGSF 戦 闘 爆 琶 機 一 記 


ゾル ギア 」 に 登場 す 
る 戦術 級 の 戦闘 爆撃 機 。 
機体 前 方 に 長 距 離 ミ サイ 
ル を 搭載 し 、 こ れ を 発射 
後 離脱 する 戦法 を 得意 と 
する 。 ま た 、 機 体 左 和 に 
レー ザー 砲 | 門 を 装備 。 
全長 は 30m。 主 に ESF( エ 
クシ ア 宇 宙 軍 ) が 使用 し 
そい 第 


人 全長 900m の UGSF 主 力 戦 和 能 。 
『- ン ガー ブ プ 」 の OP で < ギ ム レ ッ ツ ・ ホ 
ワイ ト > を 護衛 する 地球 駐留 艦隊 の 
中 の | 隻 と し て 登場 する 。 こ の 名 前 
は クラ スネ ー ム で あり 、 艦 の 正式 な 
パー ソナ ルネ ー ム は 不明 。 艦 首 に あ 
る の は 主砲 らし い 


< サラ トカ ガ 級 > と 同様 
に 、 ゲ ー ム の 0OP の み に 登 
場 す る UGSF 重 巡洋艦 。 こ 
ちら も 艦 の パー ソナ ルネ 
ー ム は 不明 。 全 長 は 850 
m。 時 代 設定 が 後 で ある 
1 「 『- レ ゾル ギア 」 の クロ ノ ス 
Es (戦艦 ) に 似 て お り 、 そ の 
[ハー キュ リー ズ 級 ] ーUGSF 重 巡洋艦 一 陽 2 ン 原型 と な っ た 艦 で は な い 
M = か と 思わ れる の だ が 、 真 

相 は …!? 


YUGSFX 半 色 。 こ ちら も < サラ ト ガ 級 y> な ど と 同じ く 、『 へ ガ 

ー プ 』 の 0P に の み 登 場 する 艦艇 で ある 。 全 長 は 700m。 く < サラ | 1 

ト ガ 級 > と 同様 に 、 艇 首 に 主 爺 ら し きも の が 装備 され て いる 。 J リ UI 

特徴 的 な シル エッ ト が 、 大 型 の ミサ イル を 連想 させ る 巡 洋 幡 ド マ ス 級 ] 一 USF レ ー ザ ー 人 砲艦 一 
で ある 


で ン レ ー ザ ー 砲 を 持つ 。 こ の 主砲 が 優れ モノ で 、 上 下 約 90 度 の 
仰角 ( 英 が 水平 状態 の 時 に 、 砲 身 を 動か し て 撃て る 範囲 ) を 


[コン ステ レー ショ ン 級 ] ーUGG5F 巡 洋 艦 一 持つ 。 ま た 艦 の 両 艇 に 3 門 ず つの 副 砲 も 持つ 
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類 が 23 世 紀 に 初 接触 し だ 異種 生 全 体 、 
U り 1MS(UnKnown Intellectual Me- 
ChanIZed Specles 三 未 催 認 機 械 知性 種 )。 
それ は 、 人 類 の よう が 炭素 系 有機 生物 で は 
な ご ぐ 、 無 機 物 の み で 構成 され だ 機械 知性 体 で 
ある 。 20 世 紀 頃 の SF 小説 に は 、 こ ご この よう な 
生命 体 が 数 多く 描 り むれ て いた が 、 そ ね れ が 実際 
に 現れ る と は 誰 も 思 つ て いな が つ だ 。 
現存 する 資料 に よる と 、22 年 、 イ プシ ロ 


9 


コア ブロ ッ ク を 始め 
と し た パー ツ の 規格 化 
な ど で 合 理化 を 進め た 
UIMS は 最終 的 に 極限 
まで 進化 する 。 こ の 対 
比 表 が 彼ら の 「 狂 気 」 
を 物語 る 


FCE2p Ccoco  ) う この の の 


ム UIMS・ ひ は UIMS と 別 の 進化 経路 を 辿っ た が 、 根 本 的 な プロ グラ ム 部 分 な どの アー キテ クチ ャ は 同一 だ どっ た と 見 られ る 。 その た 
め 同 胞 破壊 の 衝撃 波 が 伝播 し た 後 、 人 類 へ の 復讐 を 開始 し た と いう の が 今日 、 共 通し て いる 見 解 で ある 


ン 星 域 と の 通信 が 途絶 。 そ の 際 に U り GSF が 
U | MS と 初 接 査 する 。 

当時 の 推論 こよ る と 、U 1MS は 境 破壊 
に 苦し ん で い だ 異 星 文明 の まで 宇宙 に 放 だ れ 
だ 自動 増殖 型 の 惑星 開拓 機械 群 だ つ だ らし い 。 
だ が 、 何 ら か の 原因 に より ( 幅 星 ひら の EM 
P パ ルス に よる 磁気 干 渉 か や)、 彼 ら の プロ グ 
ラム は 変化 。 後 は 狂 つ だ 自己 保存 プロ グラ ム 
の 命ずる まま 、 増 殖 し た を と 見 られ る 。 そ の 際 
に 機械 な ら で は の 短期 間 の 合理 化 を 崇 だ し 、 
複雑 な 戦闘 用 機械 群 と し て 、 開 拓 に 不要 な 他 
の 生物 を 「 処 理 」 す る よう に な つ だ らし い 。 
る 当初 、 絶 対 の 防衛 力 を 誇っ 
た UIMS だ っ た が 、UGSF の D 
計画 で 建造 され た < く ド ラグ 一 
ン > の 総合 能力 の 凄まじ さ が 
それ を 凌 信 し た 。 事実 、 く ドラ 


グー ン > は | 対 1 の 砲 机 戦 で 
敗れ る こと 人 ほな か っ た 


ーー タン 
SS 
プ ァ ey で Socoo > 


クッ に クー ニャ で う 3ooo 全う きき 
ベイ ビー: ドレ で 3 の og る) EE 


9 テル で 3 の oo う で だ 世 ) 


クラ RC でき oopS で) ーー は 


UIMS と 同じ 異 星 文明 か ら 播 か れ た 機械 
群 が 別 の 進化 系 統 を 辿り 、 発 展 し た と 見 
られ る UIMS・Q。 艦艇 保有 量 や 種類 な ど 
は UIMS よ り も 低い が 、 総 合 的 な ポテ ン シ 
ャ ル は 大 差 な いと 思わ れる 。 彼ら は 惑星 
コー ネ ウ ス に 陣取り 、 巨 大 要 寒 く < ガー プ > 
を 建造 し た 


Ab 写真 上 は < キャ ノン シー ド > の 構造 体 の 一 部 。 
右 は 砲 ロ を アッ プ で 捉え た も の で ある 。 こ の 恐る ベ 
き 惑 星 破壊 多 は UGSF に より 発見 され た 時 、 す で に 完 
成 目 前 に 迫っ て いた 。 債 察 衛星 が 仮想 目標 を 測定 し 
た 結果 、 砲 ロ が 向い て いた の は 地球 で ある こと か ぶ 判 
明 し た の で ある 


1 ーー bo 
人 A < キャ ノン シー ド > 周辺 部 分 に 建て られ 
て いる エネ ルギー 移送 用 ポー ル 。 地 中 深く 
伸び た ケー ブル の 先 か ら 収 集 さ れ た 惑星 エ 
ネル ギー は 一 旦 こ こ に 集め られ 、 そ こ か ら 
< キャ ノン シー ド > に 送ら れる 


だ VM だ も イジ SS 


プク ここ > 
ie CE 選ん / 


U | MS の 惑星 破壊 爺 。 射 ち 込 まれ だ 星 
の 中 央 核 エ ネル ギー を 動力 源 と する 。 
内 部 コア ブロッ フク で ある エナ ジー チャ ヤン バ ー 
内 の セン ター ポー ル に エネ ルギー を 滞留 させ 、 
スパ ー ク ビッ ト て 制御 する 。 エネ ルギー が 臨 
界 点 に 達する と 、 目 標 へ 向け 全 エ ネル ギー を 
射出 、 破 壊す る 。 ま さ に 究極 の 兵器 で ある 。 

惑星 ドグマ ス に 建造 され て い だ が 、 
連邦 の 探査 衛星 に より 発見 。 重 戦闘 艇 
< く ド ラグーン > に より 内 部 か ら 破壊 さ / 計 電 SNN、 計 6 
れ 、 惑 星 ド グマ ス と 共に 友 塵 と 化し た 50S8OMS エナ ジー チャ ン バ ー 構 造 図 


Ne ド ュ ン の 
SN、 
ペ 


る 4 ム マ 写真 上 下 は < キャ ノン シー ド > 内 部 
の エナ ジー チャ シン バー。 中 央 に 見 える の が 
セン ター ポー ル ( 堪 図 は 全体 認 )。 こ こ に 集 
中 され た エネ ルギー は セン ター ポー ル 中 央 
で 浮遊 する 装置 スパ ー ク ビッ ト に より 制御 


形式 : UIMG 戦 略 級 惑 星 破 壊 但 / 條 
幅 : 5D0OUm ン 全高 : 3000Um ノ 動力 源 : 
惑星 中 核 エ ネル ギー ノ / 補 足 : 自体 が 巨 
大 な 砲台 の た め 、 防 衛 機構 は 持た な い 。 


代わ り に 複数 の 小型 兵器 に よる 防衛 ラ 4 パ こ ーー 本 ーー ー 
イン を 周囲 に 敷設 し て いる トー に A ム 上 図 は エナ ジー チャ ン バ ー の 構造 を 図説 化し た も の 。 集 め 

] < られ た エネ ルギー が シリ ンダ ー を 通し て セン ター ポー ルム へ 移 
送 さ れる 住 組 み が 分 か る よう に な っ て いる 
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AP 艦 を 後方 か ら 見 る と 、 


置 さ れ て いる の が 分 か る 。 
また 艦 尾 に は 後方 防御 ポッ 


機 が 設置 され て いる 点 に も 


| MS 艦 体 の 先導 艦 を 務め る 巨大 戦艦 。 

矢 の よう ね お 艦 体 が 特徴 的 な 艦 で ある 。 
制御 中 枢 部 で ある コア ブロッ クノ ( ラ イブ ・ コ アカ ) 
を 前 万 艦橋 と 後方 艦橋 に 合わ せ て 個 持 ち 、 
それ ぞ れ が 火器 コン トロ ー ル や 航行 シス テム 、 
エン ジン 制御 な ど を 独立 し て 司る 。 これ に よ 
り 、 1 つが 破壊 され て も 艦 が 即座 に 機能 停止 


眉 ヨ の 葛 中 て 詩 


唱 一 き ( 中 軸 は と くき さぶ 圧 行 再 司 S 諾 人 


の ov 


人 全長 850m の 巨 艦 。 制御 中 枢 部 を 3 カ所 に 持ち 、 複 
数 の 武装 を 有する 。 詳 し い 資 料 が 現存 し て いな いた 
め 不 明 だ が 、 各 種 砲台 な どの 目 に 見 える 兵器 以外 に 
も 対 再 機関 怒 な どの 兵 装 を 持っ て いた と 思わ れる 。 

UIMS 宇 宙 艦 隊 の 前 衛 を 率い る 、 巨 大 な その 決 は 人 
々 に 景 信 を 感じ させ た 


形式 : 戦 略 級 大 型 戦 ノ 全長 :850 
m ノ 動力 : 不明 武装 : 大 型 レ ー 
ザー 砲台 X 戸 門 、 艦 航 用 レー ザー 
砲 タイ プ 1 x1 門 


お 3 6 2 に 2 
SI 1 フーン 
ーー ニー シート テン ーー 
っ 0 お 
2 


y UIMS の 艦艇 に 搭載 され て いる 
大 型 砲 台 を 始め と する 兵 装 ユ ニ 
ッ ト 図 解 。 一 見 、 ど れ も 同 じ の 
よう だ が 、 大 き さ が 異な る 。 最 
下段 に ある ロン グ バ レル の 砲 は 
制作 され ず 、 実 際 の ゲー ム 中 に 
は 登場 し な い 


6 発 の エン ジン が 整然 と 配 


ド 、 ま た は セン サ ら し き 徐 


ON EMI に 【e 
は 潤 


生計 本 均 (v 叶 陸 
0r0w 半 は て 石 且 員 三 すす 


RNN で くる 


V へ の ン 湯 次 つみ S 沖 人 


4 3 マ 艦 橋 付 近 は その 名 の 通り 
ハン マー の よう な 形状 を し て お 
り 、 投 光 器 (?) が 取り 付け ら 
れ て いる 。 艇 橋 に は 中 枢 制 御 体 
が 鎮座 し て お り 、 そ の 後方 に 2 
本 の ロッ ドア ン テ ナ が ある 


ノ 4 
ーー で ュー N、 


出 艦隊 の 主力 戦闘 艦 。 =z 

こち ら は (デル タダノ ー ズ 〉 より や や 小 
さめ の スケ ー ル で ある 。 と は 詩 え 、 そ の 攻撃 
力 は 高い 。 全長 は 500「T。 ら 門 の レー ザー 念 台 
と 14 門 の 艦 航 爺 を 持つ 。U 1MS の 自動 防衛 
プロ グラ ム に 従い 、 敵 を 発見 する と 突撃 し て 
集中 人 砲火 を 浴び せ 、 ご これ を 破壊 する 。 そ の 戦 
賠 の 様 は まさ に 「 和 狂 つ だ 機械 」 こ いつ うに 相 記 
し い 。 鋭角 型 の 艦 首 部 分 は 相当 な 強度 を 持ち 、 
それ だ け で も 強力 な 村 の よう な が 武器 と な る 。 


ABILITY DATA 


形式 : 汎用 型 戦闘 艦 ^ 全 長 : 500m / 


キャ ck2/ー ス えら 
友 念 (名 と 避 に 


2 この 
動力 不明 武装: 大 型 レー ザー 砲 
台 x 門 、 艦 航 用 レー ザー 人 砲 タ イプ IIX 
14 門 


AP 艇 橋 背 面 は < デル タ ノ ー ズ > 
と 同じ パー ツ が 一 部 流用 され て い 
る ある 。 ま た 、 半 タツ タグ シダ ロッ ゥ み ク に (は 
大 小 無数 の スラ スタ ー ノ ズル が 配 
置 さ れ て いる 。 そ の た め 大 型 戦艦 
で ある に も か か わら ず 、 比 較 的 旋 
回 価 能 は 良い 。 ま た 、 艦 の 腹部 に 
は 各種 電子 器機 が 備え られ た 巨大 
が アデ アンデ テ ナ が 合い て いる 


| MS 宇宙 艦隊 の 旗艦 と な る 航 宙 国 艦 。 

2000IT 級 の 巨大 な 艦 で あり 、 幾 つか の 
プ ブロッグ か が から な る 複合 構造 を 持つ 。 艦 最上 部 
に は ライ ブ ・ コ ア を 持つ 中 央 制御 プロ ッ ン が 
ある が 、 こ ご これ だ け で も U 1 M ご 通 艦 ジ ラス 
と 同 程 度 の 大 き さ で ある 。 艦内 に は < く フ エイ 
カー>〉 を 始め と する 艦載 機 の 離発着 デッキ を 
有する 。 ま た だ 、 艦 内 中 央 部 分 に は 條 艦隊 に 工 
ネル ギー を 供 結 可能 な 融合 炉 を 装備 。U1M 
ご 艦隊 の 補 結 線 こ も な る 。 


4 ム マ 全長 2000m を 誇る 巨大 艦 で あり 、 戦闘 
機 離発着 デッキ を 持つ 。 艦 隊 中 央 に 浮か ぶ そ 
の 姿 は さながら 小 魚 の 群れ に 迷い 込ん だ 鯨 の 
よう だ と 、 当 時 形容 し た 連邦 士官 も いた 。 全 
長 300m の ダッ クボ ー ン と 比べ て みる と 、 そ の 
大 き さ が よく 分 か る 


DDLDVA ブ ロッ ク 構造 機 村 図 RNN 


 / 


せり 党 は 線 諾 の 


品 層 便 語 玉 語 生 エエ S ポ さ の my 端 は 
日 供 装 り 藻 豆 せ ミコ 王 拉 埋 藻 可 


ぶ 隅 再 理 商 骨 計 ACGC 芋 避 で 


の て 一 へ 叶 


SS 講 基 殿 士 小 濁 さと ン ( 
. き wrv 。 と 史 ざ は 潜 寺 て 


巨大 な 船体 に は 対 宙 砲 以外 に 武装 が 見 当たら な い 。 UIMS 
艦隊 の 厚い 肌 陣 を 考え る と 、 必 要 な か っ た ? 


は は て 帳 | ざき へ 候 / 革 の 0 
2A 避 層 へ て 謀 貼 語 は 刺 
の cm て 汁 営 応 壮 民 呈 や y 


マル 本体 ユニ ッ ト 部 分 の 両 和 に は 、 
ブー スタ ー ユ ニッ ト が 接続 され て お 
り 、 こ れ が 大 推力 を 生む 。 一 方 、 彰 
艦 デ ッ キ を 守る か の よう に その 上 部 
に 配置 され た 装甲 隔壁 ユニ ッ ト を 有 
か ら 見 る と 、 そ の 堅固 さ が 分 か る 。 
< く ド ラグーン > が 散 内 部 に 侵入 し て 本 
体 動力 部 を 破壊 し た の は 正解 だ っ た 
と 言え る だ ろう 


UP UNTT- 


4^ ぁ 艦載 機 の 離 発 状 デッキ の 拡大 較 。 トランス ポー ター らし 
き 場所 か ら 、 通 路 が 移動 用 ア ー ム らし き 部 分 が ある 場所 まで 
延び て いる の が 分 か る 。 こ れ を 見 る 限り で は 断言 で き な い が 、 
少な く と も 3 機 以 上 の 戦闘 機 を 同時 に 射 由 で きる らし い 


リ 朋 = | 


MECHANICAL & STAGES MATERIALS 


動力 : 不明 武装 : 対空 倫 X” ツ ンー 補 
足 : 内 部 に つの 中 枢 ユ ニッ ト ご 数 白 
の 宇宙 戦闘 機 を 擁する 。 内 部 動力 炉 は 
UIMS 宇 宙 艦 隊 ク 
全 艦 へ の エネ ル ギ リリ 
ーー 供給 が 可能 と な 


詞 の ミー 。 図 汗 半 S 眉 天 諾 や 


1S 眉 本 rr < ツ 一 注 さ て 必 > 講 捧 


て 
レン 


由 は S い と どき さき ざ 世 革 ご 言 マ ー 
ic 避 Y 史 府 ③ 講 司 が 半 GtOkO 


すく 選 全 の 前 部 


る 4 本 体 ブ ロッ ク 中 央 
部 に 位置 する 動力 炉 。 炉 
心 制御 棒 と 見 られ る ネイ 
ル が 4 本 突き 出 て いる 。 ーー ニュ 
これ は | 本 25m ほ どの 長 5 ト 
さ を 持 ち 、 こ れ ら を すべ 
て 破壊 する と < ドル ド ヴ 
ア > の 動 刀 は オー パー 
ロー ド を 起こ し 、 大 爆発 
を 起こ すこ と に な る 


2 


色 の 船体 が 細 か し い UIMG 巡 洋 艦 (P 
S 版 で は 背景 用 艦 と し て 登場 する )。 
「 ア ヒル の 骨 」 と いう 通称 も 言い 得 て 妙 な 艦 で 
ある 。 全長 は 350m。 艦 後 万 上 部 に 3 門 の レー 
ザー 砲台 を 持ち 、 高 速 巡航 性 能 を 活か し だ 雷 
撃 戦 を 得意 と する 。 ま だ 、 艦 の 腹部 に は 大 弄 
の レー ダー ドー ハム と アフ ティ ブス キャ ナー を 
有する 。 こ の こと か ガ ら 考え る と 、20 世 紀 後 半 了 
の イー ジス 艦 の よう に 電子 戦 を 想定 し 、EO 、 
M (電子 妨害 装置 ) や ECCM ( 対 電子 妨害 
用 防御 装置 ) な どの 兵 装 を 多量 に 抱え だ 艦艇 
だ と 言え る だ ろう 。 


T 秀 首 構 造 区 。 < く ド ルド ヴ ァ > の 艦橋 ユニ ッ ト と 同様 の も の が 採用 され て お り 、 
UIMS の 合理 化 と 、 そ れ に 伴う 艦隊 の 拡張 を 実感 で きる 図 で ある 。 艦 首 最前 部 上 


方 に は 円 筒 状 の 機械 が 設置 され て いる が 、 お そら く 対 艦 レ ー ダ ー で あろ う 


yy < ハン マー ヘッ ド > に 続く UIMS 艦 隊 の 
主力 ワー ク ホ ー ス 。 汎用 タイ プ の 巡洋艦 
で あり 、 船 体 が 白く 塗ら れ て いる の は 太 
陽 圭 射 を 抑え る た め だ と 思わ れる 。 ま た 、 
和 能 下 部 に は 大 型 レ ー ダ ー 器 機 を 有する こ き 
と か ら 、 対 電子 兵 装 が 完備 され て いる と ] 
思わ れる 


る 4 艦 下 方 ブロ ッ ク の 中 央 部 に は フォ ト 
ント ー ビ ピー ド (区 子 魚 雷 ) 発射 装置 らし 
きも の も 装備 され て いる 。 ま た 、 対 電子 
兵 装 らし き 和 器機 も 抱え て は いる が 、 効 果 
な けれ ば た だ の 箱 。 < ドラ グー ン > に は 
ECM、 ECCM が 装備 され て いた た め 、 ダッ 
クボ ー ン が EMP パ ルス 攻撃 を 行っ た と し 
て も 通用 し な か っ た だ ろう 


な rwen て で の つの の に 


艦 後部 か ら 撮ら れ た ショ ッ ト 。 
超大 型 の メイ ン エ ンジ ン を 中 心 に 
し て 、 双 発 の サブ エン ジン を 配置 。 
これ に より 大 推力 と 高速 x 航 性 が 
得 ら れる よう に な っ て いる 


LC 4D うっ CAMMER ユ 


A 艦 尾 ブ ロッ ク 構 造 罰 。 写真 だ け で 
は 分 か り に くい 部 分 が 示さ れ て いる 


形式 : 巡洋艦 全長 :300m ノ 動力 : 

不明 / 武装 : 大 型 レ ー ザ ー 砲 台 X 門 、 
艦 航 用 レー ザー 砲 タ イプ X 日 門 / 補 
電 : 胡 下 万 選 大 型 レ ー ダ ター ド ー ム と ア 


クティ ブス キャ ナー を 有する 


MECHANICAL 6G STAGES MATERIALS 
グ 


の 


型 の 重 装甲 高速 戦闘 機 < ベイ ビー ボ ト 、、 
ル >〉 の 還 艦 で ある 中 型 戦闘 艦 (PS 版 ンー 
に は 登場 せ ず )。4 機 の く ベ イ ビ ー ボ トル >〉 を 
有 し 、 有 事 の 際 は それ ら を 射出 し て 戦う 。 本 


体 自体 も ら 門 の レー ザー 候 台 を 始め こす る 芋 


6 9 板 リ ア の た ア 4A 
種 兵 装 を 持ち 、 他 の 艦艇 と 比べ て も 攻撃 力 に 伏 仁 ン 医療 プス 
2 ブ 4 高 和合 中 

テ 、 太 1 PA ヾ そ 生 7 f 後 祝 

引け を と ら な し 答 険 な 艦 で 人様 れ を 方 カク は 
ある 。 推定 全長 は 200m 前 O 0] い 花 つ は 人 際 
ペー に * レ ラロ リン Poo YA Im 
な お 、 開 発 当 初 に は く ベジ ヤ ダ "し て ド た 熊 
ン キ ーママ (麻薬 中 毒 の 田 親 ) 6 し 粒 た た 人 ド 穫 
と いう 危な い 通 称 が 付け られ パ い 負 が ッ テ ド けり 
の 取 ド ドド" ま コ 


て い だ 。 


形式 : 大 型 戦闘 機 用 航 宙 母 能 
ノ 全 長 : 不明 / 武装 : 大 型 レ 


ー ザ ー 砲 タイ プ IIX ど 門 プ 補 
足 : 2 機 の 艦載 機 を 有する 


MEIN キ ャ ノン ) メ ら ノ 補足 : 
2 機 の 艦載 機 を 有する 

4 艦橋 前 方 部 分 に 4 機 の < ベイ ビー ボトル > を 搭載 し 、 戦 闘 時 は こ W 4^ < ベイビー ボトル > 自体 が く < ドラグーン > と 同 程 度 

れ を 射出 する 。 艦 の 前 後に 複数 の 砲台 を 持つ の 50m と いう こと を 考え る と 、 大 き さ が 分 か りや すい 

I 川 川 川 川 川 川 川 川上 上 川 川間 用 川 川 旧 
マ 艦 中 央 部 に は 複数 の 砲台 を 配置 。 UIMS 艦 隊 の 中 で は 比較 的 い カ ラー リン グ が ガ が 印象 的 な 駆逐 様 の 戦術 運用 思想 ガサ プロ グラ ハム ハ さ れ て いる と 
機動 林 が 高く 、 高 速 接近 し て の 近接 戦闘 を 得意 と する 艦 で あ 記 us Eee 9 
El 艦 。 艦 価 中 央 部 を 取り 囲 お よう 見 られ 、 高 速 戦闘 機動 を 活か し だ 雷撃 戦 を 得 


に エン ジン ブロ ッ フ ガ 配置 され て お り 、 意 と する 。 次元 位 相差 スキ ヤナ (フー プ し だ た 
その 側面 に 門 の レー ザー 砲台 と 6 門 敵艦 の ワー ブ ア ウ ト し な 位置 を 測定 する 器機 
の 艦 舶 砲 を 持つ 。 コ アブ ロッ ツク は 艦 首 。 な ご も 有する 。 ち な み に PS 版 で は 一 瞬 だ け 
部 分 に 位置 する 。 < ダッ フ ボ ー ン > と 同 育 早 用 戦艦 こし て 登場 し て いる 。 


形式 : 巡 洋 艦 / 全 長 :150 
m ノ 動力 : 不明 武装 : 
レー ザー 人 砲台 X 門 、 艦 
筋 用 レー ザー 砲 タ イプ II 


4A 艦 側面 図 を 見 る と 、 意 外 と 細い 形 が 
分 か る 。 エ ンジ ンプ ブロ ッ ク の 間 に レ ー 
ダー ドー ム の よう な パー ツ も 見 える 
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速 で の 一 撃 離 脱 戦闘 を 特 意 こ する U | 上 直方体 の よう な 直線 形 の シル エッ トラ イン 

MS 高 巡 芝 衣 。 全長 は 150m。 どちら し イー 
か と いう と 20 選 紀 末 の 上 雷 艇 の よう な 小型 紙 の 本 や ミサ イル 本 に 近い 。 サ ンス は ロク 
の 印象 を 受け る 。 垂直 3 連装 の 核 融合 エン ジ エル > と 同じ 150m で ある 。 緑色 の 船体 と 、 そ 
ン 表 きる 。 コブ ロッ の は の ERR の 
れる よう な 感じ で 配置 され て いる 。 炊 元 位相 
差 ス キヤ ナ も 持ち 、 獲 物 を し つこ ご 追跡 する 
戦闘 獲 兵 の よう な お 艦 で ある 。 


ム エ ン ジン ブロ ッ ク の 前 、 船 体 に 上 下 に 挟ま れる よ 
うな 形 で 中 枢 制 御 コ ア が 搭載 され て いる 。 ち な み に 
この 艦 は PS 版 に は 登場 し な い (業務 且 の み ) 


マル 艦 首 に は 次 元 位相 差 ス キャ ナ が 2 つ 搭 載 さ 
れ て お り 、 こ れ て で 貢 艦 の 位置 を 測定 、 追 跡 す る 。 
艦 前 方 側面 に は 2 門 ずつ 計 8 門 の 艦 肖 砲 を 設置 
し て お り 、 こ れ て で 敵 を 駆逐 する 


形式 : 高速 巡洋艦 全長 : 150m プ 武 
装 : 艦 航 用 レー ザー 砲 タ イプ IIX 日 門 
補足 : 次 元 位相 差 ス キャ ナ ど 基 装 備 


山 中 吊 加 加 加 
うつ る か ガ から に 鈍 重 そ うな 艦 体 を 持つ 、U | 

MS の エネ ルギー タン カー (補給 艦 )。 
この よう な マン カー が ある こと か ガ ら 考え る こと 、 
U | MS の 艦艇 は 推進 剤 供給 に より 稼働 する 
タイ プ の も の が 多い と 思わ れる 。 艦 体 後部 両 
若 の サブ エン ジン ブロ ッ ン 先端 に は 、 セ ン シ 
ング 器機 らし きも の も 設置 され て いる 。 な お 、 
g 体 下部 に 見 える の は マン フク 部 分 で ある 。 ち 
な み に こ の 艦 も P8 版 に は 登場 し な い 。 


と シス 
4 艇 首部 分 を 撮影 し た | 枚 。 
円 筒 状 の 突起 物 が 見 える が 、 
お そら く エ ネル ギー 供給 用 の 
外部 接続 シリ ンダ ー だ と 思わ 
れる 


一 見 する と 小さ め に 見 える が 、 実 は い ハン マー ヘッ ド > 
と 同じ 、500m の 全長 を 誇る 巨大 艦艇 で ある 


形式 : 大 型 エ ネル ギー タン カー ジグ 全 
長 : 50Um グ 動力 : 不明 / 武 装 : な し 
補足 : UIM 艦 隊 に エネ ルギー ( 推 
進 剤 ) の 補給 を 行う 宇宙 補給 艦 。 舶 
下部 は タン ク に あたる 


る 4 艦 尾 両 艇 に 取り 付け られ た エン ジン プロ 
ッ み 。 の 先 に は ほ ロ ッ ドア ン テ ナ が どの セン 
シン ク グ 器機 らし き 設 備 が 付け られ て いる 。 能 
下 お に は タン ー ク が 入っ て お り 、 ニ ニニ に 入 。 そ 
いる 推進 剤 を 各 艦 艇 に 供給 する 


ーー 


間 朋 BMM 


MECHANICAL & STAGES MATERIALS 


いま ざ の と 4 


つぐ すい 
の ご 肝 人 の ミミ ーーS 四 人 Y 
ヨ l の S 生 茹 午 暴 全 


せ t 


S 口 ヽ 
の いひ ン へ さ 愉 詩 き 敵 池 次 人 る 難 中 選 
寺 豆 S(((( の 時 べ 黄 寺 借 中 き ((( 
き さ 議 重 流 闘 さ く 口 敵 兄 人 


ーー 
ン 


ーー い 巨大 移動 要 究 。 こ ガ ー ブ > と いう 名 は 

| _。 いい 5 Gravttational Orbital Uncommon Ra- 
| 、 リト 、 diatlon Breeder 一 重力 軌道 異常 放射 増殖 源 

頭 文字 を 取 つ て り G ら SF が 付け だ 賠 称 で あ 

の Ns ング る 。 惑 星 エ ネル ギー を 羽 収 後 、 物 質 転 換 し て 成 

" 6 SN 長 する U 1 MS・9 の 旗艦 で あり 、 全 長 8000 
[ > 1 m。 上 部 甲板 は 市 街 ブ ロッ フ と 武装 ブロ ッ フ 
9 の 2 の つ に 分 けら れ て いる 。 内 部 に エナ ジー チ 

ヤン パー を 有 有 し 、 ご ここ か が ら 艦 首 に ある 次 元 転 

送 型 の 巨大 高射 奄 に エネ ルギー を 送り 込む 。 


| 武装 ブロ ッ ク 中 央 に 位 
| 置 する 中 央 溝部 分 。 矢 FI 
| は < ドラ グー ン R> の 飛 
| 行 し た 軌道 で ある 


ー cp ヤム し 下 、 形式 : 大 型 移動 要塞 / 全 長 : 8000m ン 
mt 動力 : 不明 (エナ ジー チャ ン バ ー に 集 
> め ら れ た 惑星 エネ ルギー と 思わ れる ) 
m ノ 武 装 : 角 〔 首 巨大 高射 砲 (次 元 転送 タ 

イブ) x 1 門 


ムリ ムロ イド 中 央 部 で 浮遊 し て いる スパ ー ク ビッ ト の 内 側 パ 
ー ツ 、 リ ム ビ ッ ト 。 ビット ボム で 防衛 行動 を 行う 


ム < ガー ブフ) 動力 部 で ある リム ロイ ド 。< キ ャ ノン シー ド > の セン ター ポー ル に 相当 
」 する 機関 で ある 。 中 央 に スパ ー ク ビッ ト が 浮遊 し て いる 。 ス パー クビ ピット 自体 は リ 
ム プ レード (外側 パー ツ ) と リム ビッ ト (内 側 パ ー ツ ) か ら 成 る 
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IMSG・9 が 惑星 コー ネ ウ ス 前 万 の 宇 
宙 空 間 に 建 造 し だ 前 衛 基地 。3000OIT 四 
万 の 長 さ を 持つ 巨大 基地 で ある 。 内 部 は ざ 層 
構造 に 分 か おれ て お り 、 ご ここ か ら 見 る と 、 ま だ 
建造 中 らし い 。 内 部 に は < フラ イア ・ ビ ー> 
を 始め こす る 無数 の 戦闘 機 を 擁 し 、 第 1 外壁 


る マヤ < ブロ ッ ク メ イス > 構造 敢 と 、 
SN ム 中 

全景 を 捉え に くい < ブロ ッ ク メ 
かり 
資料 で ある 。 浮遊 する パー ツ が 一 見 


付近 の ドッ ツク に は 駐 玉 艦 隊 が 係 罰 され て いる 。 Ms ss POM 
第 の 外壁 内 部 の 中 央 溝 を 辿 つ て いこ と 、 コ ア Rec so ーー ー、 生還 - 
プロ ッ フ (動力 妨 ) で ある < スピ ナー>〉 が あ 、 www ns | 

り 、 ご ここ を 壊す と 基地 自体 が 維持 で きなこ な へ ここ 


ーッ ドッ ツー ツ ォ ae72 


つて 崩壊 する 。 


es ws の 


形式 : 宇宙 要塞 / 全 長 : 3000m 四 方 / 
全容 積 : 約 57000000000m ノ 動力 : ス 
ピナ ー( 動 力 炉 ) ノ 武装 : な し / 和 補足 ・ 

UIMS・ .2 の 前 衛 基地 で あり 、 建造 中 で 
あっ た 。 紀 層 構造 に 分 か れ て お り 、 多 
数 の 宇宙 ドッ ク と 迎撃 機 を 有 し て いる 


中 央 部 分 


る 口 騙 
に ダム 
\ ク 9 
縮 メ ピ 
退 イ ナ 
休 さ し 
ビィ 記 O 
か 爆 を 
中 央 プロ ソ ク の 真ん中 に 位置 する 中 央 潮 ? 革 天 
ここ を 進ん で いく と < スピ ナー> に 到達 する 。 の 
余談 だ が 、 SKI 出入 ロロ が | 爆 … 
Me ン 莉 
あり 、 こ こ か ら < ファ イフ > を 始め と 5 こい \ 呈 か す 
する 迎撃 機 が 発進 する 。 人 第 | 外壁 層 に | に 。 ら る 
は 宇宙 ドッ ク が ある 二 上 


0 


AP < ブロ ッ ク メ イス > 中 枢 部 分 に 位置 する < スピ ナー>。 同 基地 
を 維持 する た め の 「 鍵 」 で ある 動力 炉 で ある 。 こ れ を 破壊 され る 
と 基地 構造 を 維持 で き な く な り 、< ブ ロッ ク メ イ ズ > は 爆散 する 。 
直径 は 50m。 灰 色 の カラ ー リ ング が いか に も 「 機 械 」 的 だ 


を 
1 INNA 
ユラ ュ コ JSL 1 コ 
MECHANICALS STAGES MATERIALS 


ヤー プ な ライ ン で まとめ られ だ り U | M 推進 ユニ ッ ト の 規格 化 に よ 


8・ ひ の 重 錠 洋 艦 。 推進 ユニット は 他 NMOS 

の 艦 の も の と 同一 の パー ツ を 用 いて お り 、 機 

械 知 欄 体 な ら で は の 合理 性 を 感じ 取れ る 構造 

に な つて いる 。 主 武装 は 艦 の 両 基 に 設置 され 

だ 12P の 艦 穫 人 。 全長 は 900m で 、 これ は 20 世 
紀 後 期 の フリ ゲイ ト 艦 6 隻 分 の 長 さ に 匹敵 す 

る も の で ある 。 


人 間 信 は 介在 し な い 


や 艦 体 下部 に は 推進 ユニ ッ ト を 

会 属 :R 有り 装備 。 く < ドラグーン > シ リー ズ 同 様 

洲 ー も 偽 二 に 評 こ つっ ii ッ レ ニュ ム の の ラム ジェ ッ ト 式 核 職 合 エ ンジ ン 
た っ SS 隔 う 様 。。 て て ー、 を 使用 し で もい 光 


挫 層 っ = ッ FaA そ ェ -2 。 授 合 ね っ と 。 シー 


形式 : 汎用 重 巡 洋 艦 / 全 
長 : 900m 動力 : バ サ 帳 
ー ド ・ ラ ムシ ェ ッ ド 薄 析 軸 

融合 エン ジン 武装 : 艦 庄 ーー _。 HEAR 


通用 レー ザー 人 砲 X1g 門 


ーー | 
に ーー1 こ 
IN 
ーー / 


な イメ ー ジ を 連想 させ る 。 艦 体 両 寺 に は 大 型 の 艦 番 砲 を 各 6 
基 ず つ 配 置 し 、 絶 大 な 破壊 力 を 誇る 


の 隻 の 入 と 比べ て 、 大 幅 に シル エ ツ 

ト が 異な る 巡洋艦 。 エン ジン パー ツ も 
他 の 艦 ガ ら の 流用 化 は 図ら れ て いな い 。 艦隊 
配置 の 隊 は 外周 部 分 の 守り を 担当 し 
て お り の (ゲーム 中 で は 人 砲撃 し て こ な 
い 痛 景 用 の 艦 で ある ) 巡洋艦 と いう 
より も 識 衛 艦 的 な 役割 に 近い よう で 
ある 。 滑ら が な 表面 処理 の 艦 体 を 持 
つ 。 艦 首 に 主 奄 ト らし きも の が ある が 
詳細 は 不明 。 


形式 : 汎用 戦闘 艦 / 全 
長 : 65Um/ 動 力 : 核 融 
合 エ ンジ ン , 武装 : 艦 般 
用 レー ザー 砲 x 日 門 


IMS・9 の 主力 戦闘 入 。 く イ ンコ ン 

パラ ブル 級 > 重 巡 と 同様 の ライ ン を 持 
つ 。 艦隊 の 中 央 で 平気 で 同士 撃ち 6 な ご を 行う 
U り 1MS と 違い 、 く ド ラブ ー ン R が 艦隊 の 中 
央 突破 を 図 つ だ 時 、 同 士 撃 ち を 恐れ て 念 撃 が 
で き な が か が つ だ 艦 で ある (機械 に し て は 人 間 
的 や)。 全長 は 650「T。 艦 肖 介 を を 右 に 4 門 ず 
つ 装 備 し て いる 。 


形式 : 巡洋艦 / 全 長 : 
400Um/ 動 力 : ラ ムジ 
ェ ッ ト 式 核 融合 エン ジ 
ン ノ 武装 : 不明 


oe 。。。。 w 本 体 ユニ ッ ト は 全長 |0m。 本 体 に 2 枚 の 林 陽 電池 バド ル を 取り 付け た 構造 に 
「 MS が アス テロ イド ベル トド の 先 商 部 て いる 。 木 体 に は 戦術 長兄 索 敵 レ ー ダ ー や ドッ プラ ー パ ルス レー ダー を 


分 に 配置 し て いる 監視 衛星 (PS 版 | に 始め と する 各種 の セン シン グ 器 機 を 搭載 し て いた 
は 登場 し な い )。 索敵 任務 を 主 こ と し 、 英 の 侵入 
を 察知 する と 前 衛 艦 隊 に 高速 通信 で 報告 する 。 
それ 自体 に 武装 らし きも の は 見 当ら な い だ 
め 、 攻 撃 能力 は な いと 思わ れる が 、 厄 介 な 存 
人 ご 語 欧 名 療 の うつ 。 


we et も tw 
4A 段 は アス テロ イド ベル ト 外 周 部 
分 に 静止 し て いる が 、 敵 を 発見 する 
と 途 端 に 活 | 全 化す る 


索敵 の 結果 、 敵 を 発見 する と 警戒 警報 を 超 高速 通 
信 (レー ザー 通信 か ? ) に より UIMS 艦 隊 に 打電 する 
言わ ば AEW (早期 警戒 機 ) の よう な 任務 を こなす イ 
ヤ な 監視 衛星 だ 


形式 : 監視 衛星 全長 : 1Um ン 動力 : 
大 陽 電 池 パドル メ ど 武装 : な し 


を 隊 み そう な お 名 和 の 付け られ だ 浮遊 砲 
台 。 惑星 ドグマ ス 上 の < キヤ ノン シー 
ド >〉 の 周辺 部 を 浮遊 し 、 同 砲 に 接近 する も の 
に 対し 、 ニ ー ド ル 状 の ビー ム を 発射 する 。 本 
体 下 亡 に セン シン グ 用 の ロ ツ ドアン テ ナ を 多 
数 持つ て いる 。 外見 上 に は 動力 機関 の 有無 を 
感じ ょ せる も の が 見 られ な キュ 
いた だ め 、 反 重力 機関 を 有 し 
て いる と 思わ れる が 、 詳 細 
は 不明 。 な お 、 ご の 機械 も 


4 < キャ ノン シー ド >〉 最終 防衛 ラ 
イン に 浮遊 し て お り 、 拉 措 する 敵 
に 対し レー ザー 砲撃 を 行う 


PS 版 に は 登場 し な い 。 


バエ ィ ィ ィ エキ ィ ィ ャ ィ ェ ャ ュ ャ ュ ィ ュー 人 ム < タワ ー キ ャ ノン > が 地上 砲台 な ら ば 、 こ ちら は 
形式 : 浮遊 念 台 / 全 長 : 50Um ン 動力 : 空中 砲台 と いっ た と ころ か 。 空 中 に 貼 立 する その 次 
不明 ノ 武 装 : レー ザー 砲 タ イプ II x10H は いか に も と いう 不気味 な 感じ を 漂わ せ て いる 。 上 
問 、 ニード ルレ ー リ ザー 部 の 円 形 部 分 は 常に 回 転 し て お り 、 側 面 に は 無数 の 
ot レー ザー 砲 を 装備 し て いる (PS 版 に は 登場 し な い ) 


面 に 便 度 装 甲 処 理 を 施さ れ だ 大 型 高速 

戦闘 欄 。 そ の 名 の 通り 、 瓶 の よう なお 形 
状 ガ 特徴 的 な 機体 で ある 。 普段 は く ド ラン キ 
ーママ >〉 の 艦橋 前 部 に 係 凡 さ れ て いる が 、 敵 
の 接近 と 同時 に 財 出 され 攻撃 を 開始 する 。 戦 
闘 時 は 後部 の ブー スズ ダー を 広げ て 高速 で 飛行 
する 。 武装 は ど 門 の レー ザー 人 。 機 体 前 万 部 
分 内 部 に コア プロ ッ ツン が ガ が 収納 され て お り 、 敵 
の 直撃 を 人 廊 ら つて も ビン と も し な い 。 


ドア 
4 高速 で 飛来 し 、 敵 に レー ザー 砲 
撃 を 行う 。 通称 「 カ タイ 敵 」。 装 甲 
の 強度 化 が 誠 ら れ て いる 


形式 : 重 装 甲 大 型 高速 戦闘 機 全長 : 
5Dm ノ 動力 : 不明 武装 : 小型 レー ザ 
呈 介 IX 己 門 


人 ム < ド ラン キー ママ > か ら 射 出さ れ た 後 は 機体 
後部 に ある 4 本 の ブー スタ ー を 広げ 、 高 速 飛行 
する 。 セ イル (機種 ) 部 分 に は 窓 の よう な も の 
が ある が 、 こ の 奥 に コア ブロ ッ ク が ある 


MS の 早期 警戒 用 前 線 虹 
地 。 小 惑星 を 流用 し て 動 カ ユニ 
ツ ト を 埋め 込み 、 内 部 を ぐり 抜 
いて 〈 フ エー カー>〉 な ご の 戦闘 
機 部 隊 の 格納 プロ ツク と し て い 
る 。 表面 に は 無数 の アン テ ナ ロ 
ツ ド ガ が 建て られ て お り 、 見 る も 
の に 圧 感 を え る 。 中央 の 入 
半 H し に な つう だ ルイ ラコ ニッ ト 
を 人 破壊 する と 爆散 する 。 


me 


痛 坦 


玩 栖 MSRT 。 の 性 憶 F 全 首 


| き 悼 違 唄 愉 ぶ き ((( 有三 
き は ーー エ 貴 培 埋 3 曜 の 人 


〒 ぁ 全幅 16m。 そ の 名 の 通り 

ブー メラ ン 状 の 形状 を し て お 
り 、20 世 紀 末 に 米国 が 使用 し 
て いた B 2 爆撃 機 を 連想 させ 
る シル エッ ト を 持つ 。UIMS・ 

9 が 三星 上 に 侵入 し た 敵 を 巡 撃 
する の に 使用 。 動 き 目 体 は さ 
ほど と 速く な い 


惑星 コー ネ ウ ス に 侵入 し た < く ド 
| ラグ ー ン R> に 対し 、UIMS・ ひ 
計 で ぐり し ら マー メラ タウ 
| の 編隊 を 投入 し て きた 。 下 は そ 
の 際 に 撮ら れ た スナ ッ プ 


U IMS・ す ひ の 戦 闘 
攻撃 機 。 全 幅 16IT。 
要 撃 任務 を 主 と す る 。 宮 
星 コ ー ネ ウ ス 上 に 降下 し 
症 く ピ ビラ ン ツーン 生 〉》 に 光 
し レ 、 編 隊 を 組ん で 衣 い が 
かる 。 武装 は モノ レー ザ 
ー1 門 。 被弾 柚 性 は 低い 。 
U 1MS の 〈 プ ルー・ フ 
ライ >〉 に 相当 する 。 


ヤ 死 を 恐れ ず 体 当 た り し て 
くる 恐 類 の 要 撃 機 。 あ る 連 
邦 将 兵 は 「 あ の 機体 は 人 の 
血 の 色 で 染め られ て いる 」 
計る だ も いう 


迎 任務 を 主 と す る U | MS・9 の 
戦 開 機 。 真 紅 の カラ ー リ ング が 見 
る も の の 眼 を 引 ご 機体 で ある 。 武装 は モ 
ノレ ー ザ ー 1 門 。 く プロ ッ フ メイ ズ 〉 や < ガ 
ー ブ ノ ) 内 部 0 上 エナ ジー チ ゼ セン リー ビタ 数 


配備 され て いる 。 


ム < ブロ ッ ク メ イス 〉 を 
始め と する 施設 に 大 量 配 
備 さ れ て いる 。 機動 旋回 
性 能 が 高く 、 撃 墜 す る の 
が 難し い 


FHUONT 


鋭い 直線 形 の 形状 が 特徴 的 
な 機体 。 ま さ に 海神 の 槍 と い 
う 形 容 が 当て は まる 。 機体 中 
央 部 分 に は 制御 体 を 格納 。 く ガ 
ー ブ プ 〉 の 武装 区 画 に 配備 され 
て お り 、 同 艦 守 備 の 要 と な っ 
て いる 


の 特異 な 形状 ガサ すら 、 ギ リシア 

神話 中 に 登場 する 海神 の 使用 
する 三叉 の 槍 の 名 を 付け られ だ 要 撃 
戦闘 機 。 く < ガー ブ 〉 甲 板 上 の 武装 区 か 
ら 出 撃 し て 、 接 近 す る も の に 攻撃 を 
行 つ 。 武装 は レー ザー 人 門 。 対 被 
弾性 能 は 高く な い 。 


^ 運 動 性 能 と X% 航 能力 が 高く 、 姿 が 小さ く 
見 えた か と 思う と 次 の 購 間 に は 接近 し て レ 
ー ザ ー を 放つ 厄介 な 存在 だ 
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マ UIMS が 使用 し て いる 貨物 船 。 全長 I50m。 ブ ロッ ク 構 造 に 
な っ た コン テ ナ を 最大 4 個 まで 搭載 可能 。 業 務 版 の 一 部 で は 
登場 する が 、PS 版 に は 登場 し な い 
ーUIMG 貨 物 船 一 


AUIMS が アス テロ イド ベル ト 
に 敷設 し て いる 宇宙 機 融 。 表 
面 は ミラ ー 構 告 に な が っ て お り 、 
低 出 力 の 光学 兵器 な ら 反 射す 
る 。 全長 16m 


[チェ ルレ イ ] ーUIMG 戦 闘 衛星 一 


< 


4 ム 機雷 敷設 が 敵 に 与え る ダメ ー ジ は 直接 的 な も の ば か り で は 
な い 。 機 吉 の 敷設 に より 、 艦 船 は [回 壁 行動 に よる ロス を 余儀 
な くさ れる し 、 心 理 的 に も 圧迫 感 を 与え られ る 。 も し 、 機 械 
生命 体 で ある UIMS が そこ まで 人 間 の 心理 を 読ん で いた と すれ 
ば 、 恐 る べき 事実 で あろ う 


y 惑星 ドグマ ス の 最終 防衛 ライ 
ン に 配置 され た 大 型 の 戦闘 衛星 
(PS 版 に は 登場 せ ず )。 敵 が 接近 
する と レー ザー 砲撃 と 艦載 機 の 
射出 を 行う 。 余談 だ が 、 UIMS に 
は IFF ( 英 プ 味方 識別 装置 ) の よ 
うな も の を 持ち 、 そ れ で 敵 を 識 
別して いる の だ ろう か ? 


ーUIMS 戦 闘 機 一 


アス テロ イド ベル ト 内 に 敷設 され た 追尾 
機 吉 。 普段 は 限 石 の 陰 に 隠れ て いる が 、 敵 
が 接近 する と 接近 し て 対象 物 に 取り つき 自 
爆 す る 


AUIMS の 錠 撃 用 戦闘 機 。 主 武装 は AAM( 空 対空 ミサ 
イル )。 高速 接近 し て ミサ イル を 発射 後 、 再び 高速 見 人 4 
脱 す る ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 闘 を 行う 。 耐 久 性 は 低い 。 
全長 は 20m 


ーUIMB 主 戦闘 機 一 


ーUIMS 戦 闘 機 一 


P 全長 22m の UIMS 近 撃 用 宇 
宙 戦 闘 機 。 対 被弾 性 は 高い 。 

兵 装 は パル スシ ョ ッ ト 2 門 。 

意外 に 攻撃 が 高い 。 UIMS の 上 
emo 圭 闘 機 の 有 結 も 優秀 な 機体 で て ES 33908 間 > 2 0 
旧 で あり 、 厄介 な 相手 と 言え る だ 「 「 AUIMS の 主 カ 宇宙 戦闘 機 。 フ ォ ト ン (光子 ) レー ザー を 持 
l [| ライ ィ ち 、 編 隊 を 組ん で 敵 に 襲い か か る 。 全 長 は 16m。 対 第 弾性 能 


は 高く な い が 、 数 が 多い た め UGSF 部 隊 に と っ て 頭 の 痛い 存在 
で あっ た 。 母艦 < ドル ド ヴ ァ > か ら 発 進 さ れる 


UIMS が 使用 し て いる 貨物 船 。 全 長 I50m。 ブ ロッ ク 構 造 に 
な っ た コン テ ナ を 最大 4 個 ま で 搭載 可能 。 業務 版 の 一 部 で は 
登場 する が 、PS 版 に は 登場 し な い 


チェ ルレ イ ] 


惑星 ドグマ ス の 最終 防衛 ライ 
ン に 配置 され た 大 型 の 戦闘 衛星 
(PS 版 に は 登場 せ ず )。 敵 が 接近 
する と レー ザー 砲撃 と 艦載 機 の 
射出 を 行う 。 余談 だ が 、 UIMS に 
は IFF ( 英 ン 味方 識別 装置 ) の よ 
うな も の を 持ち 、 そ れ で 瑞 を 識 
別して いる の だ ろう か ? 


ーUIMS 戦 闘 衛星 一 


AUIMS が アス テロ イド ベル ト 


こ 敷 設 し て いる 宇宙 機電 。 表 
面 は ミラ ー 構 造 に な っ て お り 、 
氏 出 力 の 光学 兵器 な ら 反 射す 
る 。 全 長 I6m 


ト ュ パ 


ーUIMB 宇 宙 機 電 一 


な い 。 機雷 の 敷設 に より 、 艦 船 は | 


4 ム 機 吉敷 設 が 英 に 与え る ダメ ー ジ 


ょ 直接 的 な も の ば か り で は 


円 け 


け 動 に よる ロス を 余儀 


な くさ れる し 、 心 理 的 に も 圧迫 感 を 与え られ る 。 も し 、 機 械 
生命 体 で ある UIMS が そこ まで 人 間 の 心理 を 読ん で いた と すれ 


ば 、 恐 る べき 事実 で あろ う 


アス テロ イド ベル ト 内 に 敷設 され た 追尾 
雷 。 普段 は 陣 石 の 陰 に 隠れ て いる が 、 敵 


AUIMS の 巡 撃 用 戦闘 機 。 主 武装 は AAM( 空 対空 ミサ 
イル )。 高速 接近 し て ミサ イル を 発射 後 、 再び 高速 苑 
脱 す る ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 闘 を 行う 。 耐 久 性 は 低い 。 


全長 は 20m 


P 全長 22m の UIMS 近 撃 用 生 
宣戦 闘 機 。 対 被弾 価 は 高い 。 
兵 装 は パル スシ ョ ッ ト 2 門 。 
意外 に 攻撃 力 が 高い 。 UIMS の 
戦闘 機 の 中 で も 優秀 な 機体 で 
あり 、 厄 介 な 相手 と 言え る だ 
ろう 


が 接近 する と 接近 し て 対象 物 に 取り つき 自 


4 記 凡 に : 


「 抽 を も が あ る. 


4 ム UIMS の 主力 宇宙 戦闘 機 。 フ ォ ト ン (光子 ) レー ザー を 持 
ち 、 編 隊 を 組ん で 敵 に 胡 い か か る 。 全 長 は 16m。 対 被 弾性 能 
は 高く な い が 、 数 が 多い た め UGSF 部 隊 に と っ て 頭 の 痛い 存在 
で あっ た 。 母艦 く ド ルド ヴァ > か ら 発 進 さ れる 


MECHANICAL& STAGES MATERIALS 


ーUIMB 大 型 戦闘 艇 一 


の と 2 で 穫 -HH < くく は 一 で > 
。 ヨ o 選 ー 滞 尼 . 滞 誤 尾 下 小 So ミー 人 人 


[ベル テ ] ーーUIMG・G 戦 略 攻撃 機 一 


AP UIMS・ ひ の 戦略 攻撃 機 。 武装 は パワ ー レ ー ザ ー、 連 装 式 パ ワ 
ー ミ サイ ル 。 全幅 20m と 小型 の 機体 だ が 、 く ドラ グー ン R>〉 と 対等 
に 渡り 合え る だ け の 能力 を 誇る 。 高 速 巡航 形態 時 は 細 を 機体 腹部 
に 押し つけ る よう に し て 飛行 する (写真 右 ) 


ーUIM・9 主 力 戦闘 機 


ム る UIMS の 砲台 。 パ ワー レー ザ 衝 フ | 
ー 壮 備 の 大 型 (|20m) と ファ イ 1 て | ロ 
アポ ー ル 装備 の 小型 (45m) の ・ る ] S 
2 種類 が ある 。 惑星 ドグマ ス 表 き 加 
面 の < キャ ノン シー ド > 最終 防 で 装 似 の 
衛 ラ イン に 敷設 され て いる 。 所 
UIMS・ ひ も 同様 の 砲 を 使用 し て イィ た 戦 
いた (写真 諾 ) レレ 機 
| 形 化 

砲 状 系 

ウニ キャ ン ノン | ーUIM 固 定 砲 台 一 ム 外 


ーUIMG 戦 闘 機 一 


ーUIMG 迎 撃 機 一 


全長 |8m。 モ ノレ ー ザ ー を 壮 備 し て い 
る が 、 そ れ を 使用 する こと は 殆ど な い 。 

むし ろ 高 速 で 体 当 た り を し て くる こと が 
多く 、 対 UIMS 戦 で は < ドラ グ 一 ン > を 苦 
し め た 。 < キャ ノン シー ド > 警 護 用 に 配備 
され て いる 迎撃 用 戦闘 機 で ある 


和 芝 癌 幕 は NVY ニ ー 
JHS 一 で ベー で ミ \! 。 ヨ 5 喜 季 
肢 。 べ と 2 で 護 村 | へ て 包 敵 
陣 玉 氷 穫 右 rS 開 性 向 


2 ウラ 1 


Y <ーSMINJ> 宮 敵 見 . 避 時 


SS 。 の 光 コ ミ ァ テス へ 記 品 
慎 導通 慢 記 き oe ・ の ミー ご 人 


ーUIMS・o 戦 闘 装甲 車 一 


AUIMS の 惑星 防衛 用 小型 戦闘 機 。 迎撃 任務 を 主 と する 。 全長 
は 18m。 モ ノレ ー ザ ー を 武器 と し 、 惑星 内 に 侵入 し た 敵 に 対 
し 、 大 編 望 を 組ん で 襲い か か る 。 そ の 様 は まさ に 、 青 い 幅 が 
大 量 に 飛来 し た と 形容 で きよ う 。 対 UIMS 戦 に お いて POINTI947 


A ム UIMS・9 が <〈 ガ ー プ >〉 上 の 武装 区 画 防 御用 と し て 投入 し て 
いる 戦闘 用 装甲 ホバー。 全 長 は 13m。 対 被弾 性 能 は 高く な 
い 。 モ ノレ ー ザ ー を 装備 し て いる 


で 《 ド ラク ーッ シク ツ が 軸 生 し た 
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世紀 中 期 、 人 類 の 新た な 植民 惑星 と し 

で 開拓 され だ 惑星 エフ シア 。 - こ こ で 発 
生 し だ 事件 の 主役 だ つ を の が く ゾ ルギア > と 
名 付け られ だ 巨大 生物 を 始め と する 寄生 生物 
群 だ つた 。 彼 ら は 単 獲 で の 宇宙 空間 航行 能力 
を 持ち 、 体 内 に 重力 コン トロ ー ル 用 の 生態 装 
置 らし きも の まで 持つ 。 ま た 、 そ の 生 上 態 構造 
は 、 ご これ まで 人 類 が 見 て きだ どの よう な 生物 
と も 異な り 、 遺伝 子 解析 の 結果 も 「 不 明 」 と 


イプ 


言わ ざる を 得 な い 。 さ ら に は 、 惑 星 自体 に 寄 。 。 了 時 する こと に は 成功 し た が 、 未 だ に その 正体 や 生前 造 
生 し 、 エ ネル ギー を 了 吸収 する こと で 自己 増殖 が 完全 に 把握 で き て いな いく ゾル ギア > を 始め と する 巨大 寄 
を 繰り の 返 け らし いと いつ 事実 が 判明 し て いる 。 


生生 物 群 。 異 星人 の 生物 兵器 と いう 荒唐無稽 な 意見 も あっ た 


全長 I0km と いう 途方 も な い 大 き さ で あり な が ら 、 自 
重 で 圧 壊す る こと も な いく ゾル ギア >。 こ れ は 衛星 ゾル 
か ら 浮 遊 し た こと で 分 か る よう に 、 体 内 に 重 カ コン トロ 
ー ル 器官 を 備え て いた か ら だ と 言わ れる 


マギ エネ ルギー を 吸収 し て し まう 特 | 生 を 持ち 、 そ れ に よっ 
て 自己 の 体 組織 を 変貌 、 増 殖 さ す せ て いく < く ゾル ギア >。 体 
内 に は 複数 の 抗体 や 寄生 躍ら し きも の が 生息 し て お り 、 侵 
入 者 を 攻撃 する 。 左 の 写真 は く ゾ ルギア > 体内 の く ド ラグ 
ー ン J 2 > が 射出 し た 戦術 偵察 ポッ ド か ら 撮 影 さ れ た | 枚 


〒UGSF 特 殊 戦 の < く ド ラグ ー ン J 2 > の 前 に 立ち は だ か る く ゾ ルギア > 
の 分 身 く ロドリゲス >。 ヒ ト デ 状 の 怪 生物 で あり 、 生 体 レ ー ザ ー 発 
振 器 を 持つ 厄介 な 存在 で あっ た 。 こ の 他 に も 、 | つ 目 タイ プ の 2 足 
歩行 の 怪物 や 虫 型 の 怪物 も いた が 、 い ずれ も 凶暴 な 生物 で ある と い 
う 点 に 関し て は 疑問 を 差し 挟む 余地 は な か っ た 


由 『 
a | 部 人 
COEGEARS 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 


衛星 ゾル の 巨大 クレ ー タ ー で 悠久 の 眠り か ら 目 覚め た 
< く ゾ ルギア > を 捉え た 貴重 な スナップ 。 何故 、 彼 ら は こ 
こ に 眠っ て いた の か ? また 、 こ れ は 人 類 に 対す る ブー 
ーー トド 芝 メ だ っ た の だ ろう か 7 


クン ンマ 


ぁ マ 宇 宙 空 間 で UGSF 艦 艇 と 交戦 状態 の く ソ ル ギ 
アッ >。 火 線 の 先 に 見 える 戦艦 と 対比 する と 、 そ 
の 巨大 さ が よ く 分 か る 。 ま さ に 巨大 な 化け 物 と 
いう 形容 が 相応 し い 。 な お 、 こ の 時 に 交戦 し た 
UGSF 戦 艦 く クロ ノ ス > は 撃沈 され た 


ぁ 惑星 エク シア の 大 気 圏 に 
突入 する ゾル ギア >。 詩 
宙 戦 闘 機 の よう に バリ ュー 
ト も な し に 降下 し て も 、 摩 
宗 替 で 燃え 尽き る こと が な 
い ほ と ど と 碑 い 外皮 を 持つ 


〒 外 友 装 甲 前 方 の 両側 の 先端 部 分 。 巨 大 な 触手 状 の 
も の が うねっ て いて 、 生 理 的 に か な り 嫌 な 感じ が す 
る 。 脇 の 明 状 の よう な も の は 感覚 器 ら し い 


外装 先端 部 分 


es 時 エク シア の 衛星 で ある ゾル 。 ご ここ は 物 で あり 、 場 合 に よ つ て は 変態 (エボ リ ユ ー 
2 ゆれ 條 交 用 宇宙 港 と し て 重要 な 存在 だ つ だ を ショ ヨン) も 行う 。 緑 褐色 の 外 友 は 思 様 に 便 ぐ 
が 、 重 力 ガ 不安 定 で あり 、 宇 宙 船 の 発着 に 支 て 厚く 、 並 の 兵器 で 中 こ こと は 不可 能 で ある 。 
障 を きだ す と いう 問題 を 抱え て いた 。 調査 に まだ 、 人 外装 の 先端 に は レン ズ 状 の 目 の よ うな 
よる と 、 衛 星 上 に ある 巨大 レー ター の 重力 も の も ある が 、 こ れ は 大 出力 の 生体 レー ザー 
場 が 異常 で の る と いう こと が 判明 。 探 査 作 業 砲 。UGSF の 重 巡 洋 艦 で も 一 撃 で 破 藤 する 。 


2 ク ノー 三 ー> ーッ = た SN ご ー ざー ラ > ー、 ョ コーラ ーーー ラリー ゝ 感 営 加 宮 
ムー 部 の 科学 者 や 生物 学者 の 間 で 、 く ゾル ギア > が 生物 兵器 と を 行 つ を と ころ 、 そ ご こ か ら 出 現し を の が この さら に 、 ご ここ に は 無数 の 煎 チ らし き 感 覚 器 旨 


言わ れる 訳 は 、 こ の レン ズ 状 の 部 分 に ある 。 こ れ は 実は 生体 巨大 生物 だ つ だ 。 も 生え て お り そ の 委 は 生 埋 的 嫌悪 感 を 催す に 
レー ザー 砲 で あり 、 出 力も 高い 。 ま た 、 地 球 圏 の 生物 に は ま < ぐ ゾ ルギア > と 名 付け られ だ この 生物 は 他 は 十分 な くら いで ある 。 ま さ に その 名 の 通り 


うた く 見 られ な か っ た も の だ か ら て て う 8 
人 MEMS 者 の エネ ルギー を 吸収 し て 生息 する 礎 生 型 生 ”「 ソ ル の 悪魔 」 で ある と 言え る だ ろう 。 
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4A「ー ゾ ルギア 」 に 登場 する メカ ニッ ク 類 と 建造 物 ( く ゾル ギア > と の 対比 表 。 く ゾル ギア > の 大 き さ が どれ ほど 
の も の か 実感 で きる だ ろう 。 ち な み に 実 際 に I0km と 言え ば 、 東 京 駅 か ら 中 野 駅 まで の 距離 に 匹敵 する 長 さ 


TOUP 


る ム < ゾ ルギア > を 上 空 、 及 び 腹 
部 か ら 見 た 2 面 図 。 全 体 的 に 緑 宰 
色 系 の 暗い 色 を し て お り 、 甲 殻 系 
の 生物 と いう イメ ー ジ が 連想 され 
ある 。 き しずめ ゆめ 、 デ ザイ シセ チー マ 
は 作家 、F・ カ フカ の 小説 『 変 身 』 
に 出 て きた 甲虫 と いっ た と ころ で 
あろ うか …? 


ム マ ゾル ギア の 体内 か ら 次 々 と 飛来 し て くる 生物 群 と 交戦 す 
る < ドラ グー ン J 2 >。 下 の 3 枚 は それ ら ザ コ を 3 タイ プ に 
分 けた も の で ある 。 い ずれ も 単眼 の 奇妙 な 形 を し た 生物 で あ 
る 。 シ ル エ ッ ト イ メー ジ と し て は トン ボ に 近い 


ぁみ 口 (? ) の 部 分 か ら 余剰 エネ ルギー を 高 
熱 ガ ス と し て 放出 する く ゾ ルギア >。 あ 
まり に も 硬い 外皮 は 戦艦 の 主砲 で も 貫く 
こと が で き な い た め 、 く ドラ グー ン J 2 > 
は 口 が 開い た 時 に 侵入 、 生 体 組 織 を 内 部 1 
か ら 破 壊す る 以外 に 策 が な か っ た 


者 の エネ ルギー を 吸収 する 生体 構造 を 
持つ く ゾ ルギア > だ が 、 そ の キヤ パシ 
テイ より も 多量 の エネ ルギー が 流れ 込ん だ 場 
合 は 変態 を 行う 。 ま だ 、 ご この 時 に 消化 し きれ 
な い エ ネル ギー は 超 高 熱 ガ ス と し て 外皮 上 に 
無数 に ある 口 の よう な お 器官 か ら 排出 され る 。 
口 (や ) の 周辺 に は 牙 の よう お 鋭い 開閉 器 が 
整然 と 配置 され て お り 、 硫 い 表皮 を 持ち 上 げ 
る ご こと に 使用 ほれ て いる 。 な お 、 自 己 増 殖 に 
より 配下 を 作り だ すこ と も で きる らし い 。 


< ゾル ギア > の 生体 組織 の 構造 を 
示し た 設定 の 一 部 。 外皮 の 穴 や オ の 
ーー 構 告 神経 な ど と の 接合 部 が 描か れ 

守 二 て お り 、 注 目 に 値する 。 ま た 、 実 際 
に は これ ら 以 外 の 生体 組織 の 資料 も 
数 多く 残っ て お り 、 そ の 数 は ファ イ 
ル 数 冊 分 に 相当 する 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 


〒 大 量 に 発生 し た く ゾ ルギア > 配下 の 生物 群 に より 、 戦 線 は 
混乱 を きた し た 。 実際 、 下 の 写真 の よう な 生物 と の 近接 戦闘 
が 連続 し 、 じ わ じ わ と UGSF は 追い 詰め られ て いっ た の で ある 。 
ESF( エ クシ ア ・ ス ペー ス フ ォ ー ス ) が 全 減 に 近い 状態 と な っ 


4 ム マ ヤマ 上下 及び 、 右 の 2 枚 の 写真 共に 、 く ゾル ギア > が 自己 増 
殖 を 行い 、 生 み 出 し た 配下 の モン スタ ー で ある 。 く ゾル ギア ッ > 
内 部 で の 戦闘 を 別 と し て 、 そ の 外部 で の 戦闘 に お ける 彼ら の 


っ ま D で る を の を 柚 . 第 第 


〈* 和 多量 

第 4 信用 wz2 
び 第 ) 生 陣 り た > E 壮 す た 】 リル 
2Y 3 な 、 競 六 凍 閥 9 受 看 な く 、 
若 槍 0 宙 も すう ツ ・ 


て は それ が さら に 顕著 に な っ た 


pg 條 うと 、 ポ 夫 7 芝 


攻撃 は まさ に 吾 失 だ っ た と 言え る だ ろう 。 事 実 、 く ゾル ギア ッ > 靖 09 肝 7 
体外 に お ける UGSF と 巨大 生物 群 の 戦闘 の 中 心 は 、 こ れ ら 小型 2 
の 配下 と UGSF 戦 闘 艇 と の 間 で 頻繁 に 行わ れ た 2 に 
ao // 1 \ 
78 / 族 の Eu 


出口 内 は 最初 平坦 で ある が 、 内 部 に 進 

お に し だ た が つて 円 筒 状 に な る 。 こ れ が 
人 間 で 言う ここ ろ の 食道 に 当 だ る 。 ご ここ を 進 
お と 巨 大 な 空間 に 出る 。 こ こ は 胃 に 相当 する 
部 分 と 思わ れ 、 外 璧 と 内壁 に よる 二 重 構 造 に 
な つて いる 。 こ ご の 中 に は 寄生 虫 の よ つ な (と は 
言え く ド ラブ ー ン J> よ り の 巨大 な の だ が ) 
も の も 生息 し て いる 。 ご ご こ ご を 更に 興 へ 進 で と 


食道 部 分 


る ロ 腔 か ら 侵 入 し 、 食 道 部 
分 内 部 を 進ん で いく < く ド ラ 

グー ン J 2 >。 牙 の よう な 
構造 物 が 前 方 に あり 、 行 く 

手 を 阻む 。 人 間 の 体 に 入っ 

た 病原 菌 が 抗原 抗体 反応 に - 
より 白血球 に 駆 朋 され る よ 

うに 、< く ゾル ギア > 内 部 の 
ぐ で ドラグーン J 2 ラテ を 次 々 
と 敵 生物 群 が 襲 う 


全く ゾル ギア > の 
胃 の 内 部 。 こ の 絵 で 
は 分 か り に くい が 、 
了 実際 に は く ド ラグ 一 
ゃ 外 牙 >R 峰 ン ッ ンク ラス の 戦 語 艇 
送信 許 | が 十 数 隻 ほ ど 格納 で 


神経 節 の よう つ な お 器官 が 集中 し て お り 、 ご ここ 

も 抗体 の よう な 小型 生物 が 従 科 し て いる 。 ま 
だ 、 ご れ 以 外 に も エネ ルギー 循 幸 器 らし き ぎ 組 
織 や 重力 コン トロ ー ル 組織 も ある 。 最 深部 は 
脳 の よう に な つて いる が 、 こ こ は LS1| (大 
規模 集積 回 路 ) の よう な 外観 を 持つ 外壁 か ら 
成り 立つ て お り 、 こ こ を 破壊 する と 、 く ゾル ギ 
ア > は 色素 が 抜け 、 結 爺 化し て 崩 圭 し だ 。 


人 


骨 


2 Tue 


作 間 E た 放 H に 


ニテ ニニ ニニ ニン 


2 る 


ン 


きる ほど の 広い 空間 全く ゾル ギア ッ > 内 部 の 神経 接合 構造 層 。 人 間 の 
に な っ て いる 。 胃 例 シナ プス と は 大 幅 に 異な り 、 ど ちら か と いう と 
体 は 外壁 と 内 壁 の ニ 伝導 パイ プ が 密集 し て いる と いう 印象 を 受け る 。 
重 構造 に 分 けら れ て この 神経 が 脳 部 分 に 集中 し て いる 

いる 


全 脳 の 外壁 部 分 。、 コ アブ ロッ ク ら し きも の を 中 心 に 、 精 密 回 
路 の よう な 筋 が 8 方 向 に 広がっ て いる 。 無機 的 な Eh 象 を 受け 
る 形 が 特徴 で ある 
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大 量 に 発生 し た く ゾ ルギア > 配下 の 生物 税 に より 、 戦 線 は 
混乱 を きた し た 。 実際 、 下 の 写真 の よう な 生物 と の 近接 戦闘 
が 連続 し 、 じ わ じ わ と UGSF は 追い 詰め られ て いっ た の で ある 。 
ESF( 王 タ シ ア ・ ス ペー ス フ ォ ー ス ) が 全 渉 に 二 い 状態 と な っ 
て は それ が さら に 顕著 に な っ た 


く 史 4 多 且 2 


ム マ 上 下 及 び 、 右 の 2 枚 の 写真 共に 、 く ゾル ギア > が 自己 増 
殖 を 行い ぶ 生み 出 し た 配下 の モッ シス ター で ある 。 ぐ ゾ リ レギ ア > 
内 部 で の 戦闘 を 別 と し て 、 そ の 外部 で の 戦闘 に お ける 彼ら の 
攻撃 は まさ に 執 押 だ っ た と 言え る だ ろう 。 事実 、 く ゾル ギア > 
体外 に お ける UGSF と 巨大 生物 群 の 戦闘 の 中 心 は 、 こ れ ら 小型 
の 配下 と UGSF 戦 闘 自 と の 間 で 頻繁 に 行わ れ た 


出口 内 は 最初 平坦 で ある が 、 内 部 に 進 

お に し だ た が つて 円 筒 状 に な る 。 こ れ が 
人 間 で 言う と ころ の 食道 に 当 だ る 。 ご ここ を 進 
お と 巨大 な 空間 に 出る 。 こ こ は 胃 に 相当 する 
部 分 と 思わ れ 、 外 壁 と 内 璧 に よる 一重 構造 に 
な つて いる 。 ご の 中 に は 寄生 虫 の よ つ な (と は 
言え く ド ラグ ブー ン J ら > より 巨大 な の だ が ) 


第 4 歩 及 き ラ ッ ン フ うと を め 、 牧 夫 / 茹 
の 第) 肝 た いま を 系 旧 D と 
NRzWY 3 が 、 閣 准 凍 共 朋友 な く 6 
に も * き ルト: よ うり に に 


っ だ 脱 D で えも の ミ 柚 > 寺 4 
テテ ッ ォ フ サス 回 宅 す 2。 


ンー 
[ 0 / 季 ] 人 


< 十 3 ず 朋 P〉 _ 


1 
10 る っ 


神経 節 の よう な お 器官 が 集中 し て お り 、 ご ここ 

も 抗体 の よう な 小 型 生物 が 逢 細 し て いる 。 ま 
だ 、 ご れ 以 外 に も エネ ルギー 循 幸 器 らし き 組 
織 や 重力 コン トロ ー ル 組織 も ある 。 最 深部 は 
脳 の よう に な つて いる が 、 こ こ は LS| ( 天 
規模 集積 回 路 ) の よう な 外観 を 持つ 外壁 か ら 
成り 立つ て お り 、 こ こ を 破壊 する と 、 く ゾル ギ 


ア > は 色素 が 抜け 、 結 全 化 し て 崩壊 し た 。 


も の も 生息 し て いる 。 ご ご こ を 更に 興 へ 進 で と 


食道 部 分 生き ちさ 


る ロ 腔 か ら 侵入 し 、 食 道 部 
分 内 部 を 進ん で いく く < ドラ 
グー ン J 2 >。 牙 の よう な 
構造 物 が 前 方 に あり 、 行 く 
手 を 阻む 。 人 間 の 体 に 入っ 
た 病原 菌 が 抗原 抗体 反応 に 
より 白血球 に 駆逐 され る よ 
うに 、< こ ゾル ギア > 内 部 の 
< ぐ ド ラグーン J 2 > を 次 々 
と 敵 生物 群 が 襲 う 


作 ノ 


NN、 


ーーーー ーー 


全く ゾル ギア > の 


胃 の 内 部 。 こ の 絵 で 
| は 分 か り に くい が 、 
\ 実際 に は く ド ラグ 一 
4 ン > ク ラス の 戦闘 艇 経 構造 図 
が 十 数 隻 ほ ど 格納 で 
きる ほど の 広い 空間 A ム < ゾル ギア > 内 部 の 神経 接合 構造 図 。 人 間 の 
に な っ て いる 。 表 全 シナ プス と は 大 幅 に 異な り 、 ど ちら か と いう と 
体 は 外壁 と 内 壁 の ニ 伝導 パイ プ が 密集 し て いる と いう 印象 を 受け る 。 
重 構 造 に 分 けら れ て この 神経 が 脳 部 分 に 集中 し て いる 


人 


が 内村 に くっ そく 


全 脳 の 外壁 部 分 。、 コ アブ ロッ ク ら し きも の を 中 心 に 、 精 密 回 
路 の よう な 筋 が 8 方 向 に 広がっ て いる 。 無機 的 な 印象 を 受け 
る 形 が 特徴 で ある 
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エク シア グラ ンド ホテ ル 


人 A ム エク シア グラ ンド ホテ ル 。 観光 目的 で この 星 を 訪れ る 観光 
客 の 多く が 宿泊 する 巨大 ホテ ル 。 く ゾル ギア > に 壊さ れる 


5 生み 出さ れ 
だ 辺境 の 植民 惑星 。 地 球 の 1 .1 倍 の 大 き 
さ を 持 ち 、 自 転 速度 は 地球 の 1 .03 倍 で ある 。 
エク シア 太陽 系 6 惑星 中 の 第 4 惑星 で あり 、 


衛星 ゾル を 持つ 。 ゾ ル と の 間 の 距離 は 41 有 万 KT。 


地球 の ある 銀河 共 こ は 別 の 時 系 に 属す る 時 で 
ある 。 

当初 は (火星 の よう な ) 人 の 住め な い 準 地 
球 型 束 星 だ つ だ が 、 連 孝 主導 に よる 計画 で テ 
ラフ オー ミン グ (地球 化 改造 ) され ね だ 。 そ の 
第 1 段階 は 惑星 全体 に 環境 改造 ユニ ッ ト 160 
基 を 設置 後 、40 年 を ガ け て 気温 と 気圧 調整 を 
行い 、 大 気 組成 を 改造 し だ 。 第 段階 は 植物 
がら 始め た 生態 系 の 育成 で 、 こ れ に 50 年 を が 
け だ 。 そ の 後 は 1 基 で 半径 100km 圏 内 を カバ ー 
する 蛋 常 的 調整 用 の 境 コン トド ロー ルコ ユ ニッ 
ト を 惑星 の / カ 所 に 設置 。 そこ か らら 年 間 に 
それ ぞ れ の 付近 に 都市 計画 に 基づく / 都 市 を 
建設 。 そ の 後 は 建設 計画 に 従 つ て 10 年 で 癌 地 
に 都市 と 環境 コン トロ ー ル ユニ ッ ト を 建設 し 
て いつ だ 。 ご これ に よ つ て 人 類 の 入植 が 開始 。 
その 後 、 く ゾル ギア > の 坦 撃 まで に 10 年 が 過 
ざ 、 台 計 115 年 が 経過 し て いる 。 蛇 足 だ び が 、 こ の 
テラ フ オ ー ミ ング 計画 は 対 り 1 MS 戦役 < プ 


ふ ム エ ク シア の 首都 の メイ ンス トリ ー ト 。 都市 計画 に より 
完全 区 画 整理 が な され て お り 、 整 然 と し て いる 。 こ の 場 
所 を 舞台 に 、 く ドラ グー ン J 2 > は く ゾ ルギア > 配下 の モ 
ンス ター 群 と 死闘 を 繰り 広げ た 


2 


人 一 見 、 普 通 の 惑星 だ が 、 
テラ フォ ー ミ ング に より 作 
られ た 人 工 の 惑星 と 言え る 。 
惑星 全体 は 開拓 され て お ら 
ず 、 都 市 周辺 部 分 に は 森林 
地上 帯 が 広がっ て いる 


エク シア 宇宙 港 。 大 小 9 種 
類 の ラン ディ ング ソーン ( 秒 
陸地 ) を 備え た 画 民 共 用 の 多 
目的 宇宙 港 で ある 


環境 コン トロ ー ル セン ター 全景 


ロジ エフ ト ・ ド ラブ ー ン > の 15 年 前 に 開始 さ 
れ て いる 。 

な お 、 現 在 の エフ シア は 緑 豊 か な リゾ ー ト 
星 と し て 、 多 ぐ の 連邦 市 民 の 人 気 を 集め て お 
り 、 エ フシ アグ プラ ンド ホテ ル な どの 有名 ホテ 
ル ガ が 主要 都市 に は 点 在 し て いる 。 

まだ UGSF 辺 境 軍 と し て ESF (エフ クシ 
ア ・ ス ペー ス フ ォ オー ス ) 艦隊 が 常に 駐 玉 し て 
お り 、 こ ご この 星系 の 治安 維持 を 担 つ て いる 。 


ママ 半径 00km 圏 内 の 自然 環境 を 、 恒 常 的 に 地球 型 環境 に 保つ 
た め の 環 境 コ ント ロー ル セ ン ター。 半径 3 km の 巨大 施設 で 、 
太陽 熱 コ ン デ ン サ な ど を 装備 し て いる 。 こ こ を 破壊 され る と 
た ち ま ち 水 河 期 に 逆戻り し て し まう こと に な る 


3 マヤ エク シア の 首都 全景 。 環 境 コ ント ロー 
N ル セ ンタ ー を 中 心 に 商業 区 域 や 住 老 地域 
2 工業 地域 や 宇宙 港 が 配置 され て いる 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 還 還 還 回 回 回 還 回 還 凍 男 
ーー く 

リ 最後 は 業務 用 か ら PS 版 まで の 「 ら AL 
AX 1AN』 そ の も の を モチ ー フ と し た 大 座 
談 会 。F 作 家 か ら 見 た ! 選 “』 の ら F マ イン 
ド や 方 向 性 、 ナ ムコ の 開発 者 に よる 内 輪 話 な 
ご を すべ て 聞き ます 、 聞 か せま す / 


ここ まで きた ら シ ュー ティ ング 
だ け じ ゃ も っ た いな い 


小倉 本 日 は お 忙し い 中 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 


今回 、 ナ ムコ さん か ら PS 版 の 7 ギャ セラ クシ アン 
が 出る ワケ で 、 そ の 設定 資料 集 を 作る 上 で の 一 虹 
と し て 本 日 、 野 田 先生 を 囲ん で 座談 会 を 組ま せ て 
い を だ だく ぐ こと に な り の まし だ た 。 本 日 は 私 が 司会 進行 
を 務め させ て い だ だ きま す 。 

そこ ご で 、 ま ざ ず ざ 初め に 〇 きん と さん に お 韻 き し 
だ いん で す が 、『G 〇 3」 つ て きま ぎ ざ 花 博覧 版 (※ 4) 
ED つて に 、 選 は 「 フ ロン エク ンク に ・ に ラク リー シ (こさ 
アッ プン オフ ザ ツル ギア 」、 委 し て 品 に 
光っ つ だ わけ で きれ 。 何故 ご うい うち ら F 大 モチ ー リ ア 
と し だ コー ディ ング を 作 つ だ の か 〒 その 旭 の 
経緯 を 聞 ガ せ て い だ だ きだ いん で す が 。 
0 花 寺 こと いう と 、 私 も 横目 で 見 て い だ 時 な ん で 
そん な に 詳し く な いん で す 。 あ の こと き の や つづ は 勢 
いで す よ ね 。 な に せ 花 培 を や る ん で 、 何 ガ い いも 
の を 作ろ う ぜ 、 と いう 感じ で 作り 始め て …… o 当 
人 隊 補 デー ョ ング 員 「 ャ ラン シン ゲ て ズ スリー )』 ど 
は な か が つ だ 。 
タイ トル の 後に 「 プ ロジ ェクト ・ ド ラグ ー ン 」 
どい うち サ プ タ イ レル が ぎ つ い て いま ざす けど 、 あ れ が 
最初 は メイ ンタ イト ル だ つ だ ん で す よ 。 社内 で 、 
還 /0 の 0 ショー ダ ィング ダー ん 0 「 ギ キャ ラン 
アン ュ 』 と いう ダイ トル が ある ん だ がら 、 そ れ を お 
ロワ ロ シ コ ヨー デ ティ ンジ に し て 、8 炊 元 を あら わす 9 箇 
え つつ け て ・。 と いう こと に な つて 。 双 ば スリ リー 
と 呼ん で いる ん で すけ ど ご 、 当 時 は キュ ユー プ ブ と 中 ん 
で し り 尽 。 
ロロ そう そう 、 キ コー ブ 。 祉 内 で も 呼び 方 が 人 に 
よ つ て 違う ん で す 。 キ ユー プ と 昔 か けら 読 む 人 も い 
る し 、 ス リー と 読 お 人 も いる し 、 結 局 ス リー に な 
つ ち ゃ いま し だ ね 。 

選 今 、 私 も スリ ー と 呼ん で いま す よ 。 
小 六 今回 PS 版 の OM を 見 せ て 想い て る と 
結構 作り が 凝 つ て る と 思う ん で すけ ご ど ご 、 野 田 先 生 
は ら SF 作家 と し て の 自ら あれ を 見 て 、 ど ご どう 思わ 
れ 計 し だ 


野田 ちよ つと 話 が 飛び ます けど ご 、 私 は 昔 、 マ ツ 


の 前 、 ア ツ プ ル II (※) が 日 本 に 最初 に 入 つ 
だ 10 台 中 の 1 双 ぐ らい を いじ つて いる ん で す よ 。 
っ つて ハード ビデ ィ ス ン 基 ん て 人 ない 不定 太ら 、 デ ー 
プ で プロ グラ ム を ロー ば ビ す る 時 代 で す よ ね 。 そ ぞ それ 
で も っ つて 『 ス ター トレ ッ ツン 』」 な ん か ガ が を 一 家 で ' フ イ 
ワイ や っ つて い だ 頃 に 比べ る と 、 も う 宏 泥 の 華 と い 
2 ( 笑 )。 信 回 の PS 版 の 前 に ナム ムコ ・ ワ フン 
ダー エッ グ で 実際 に 私 も や つて お り の まし て ね 。 
DD あつ 、 そ うな ん で す ガ が 。 
野田 そ む わ が その まま 家庭 に 出 て ぐる と いう つの は 
スゲ エ な と 感 う て 、 天 い ビ 局 し 祥 ん で す 。 あ の 
リア リティ と ガ 、 質 感 は 『 ス ター ウォ ー ズ 』(※ づ ) 
の 奄 い つて る る と 。 いま よい よそ ご こま で 人 きだ が どい 
うう 感じ で 非常 に 丘 負 的 と いう ーー。 ま だ 、 軸 て そる 
宇宙 艇 こと か も 沢山 ある ん で 、 そ むれ を ベー ス に 『G3」 
の サ プ ス トー リー が 出 て ぐる だ ろう と 思 つ て 期待 
し て いる ん で す 。 ご れ ほ 徐 で ちよ つと 背 あ うと 届 
うだ ん で きけ き 、 ご ごと 二 で きま 直島 シコ ヨー ィング 
だ け じ ゃ 、 も つ だ いな いで す な 。 
桜井 交 題 kZ 二 更 守 。  . 
ご れ は (全員 張 ご )。 私 は ぜひ その 辺 の お 
着い と 思 つ だ ん で ず け ど 。 
D 彼 〈S) に 直接 言 つ て や つて ご だ さい 。 
書 が 出 て ぐる と 思い ます の で ( 笑 )。 
呈 『G*』 つ て 、 軸 つ こと が 主体 の ゲー ム へ な ん 
で すけ ご ど 、 ち よ つ と 膨らませ て … 例 えば 登場 人 物 
と ガ 欲 し いで すね 。『G3」 つて 、 固 有名 詞 こ と か 人 
物 は 全然 出 て こない ん で 。 今回 ら では コン ピュ 
ー タ ガン ナー ガ 一 応 3 人 ぐら い 用意 さむ れ て いる ん 
で すけ ご ど ご 、 そ ね れ 以 外 の 特定 の 人 物 こ とこ ガ 、 そ うい つ 
だ も の を 盛り 込み を いよ うな …。 例え ば 敵 の ボス 
と し て 『 の マタ トレ LJ( ま る ろ ) で いつ ね なら デス ラー( の 加 ) 
2 の! ガン ダム で いり と シャア で と 故 、 
『 ス ター ウオ ー ズ 』 で いう な ら ば 、 ダ ー ス ベイ ダー 
(※6) と が 、 あ あい つ だ 人 間 性 を 表現 し だ ナム ハコ 
押 の そう いつ だ 一 大 スペ ー ス オペ ラ と いう よう な 
も の が 谷 し い 。 
小倉 そう いう 強 烈 な 個性 を 持つ だ: 


悪役 が 登場 す 


【 層 泊 茶 の ③ 口 ヽ 4 


如 対 対 状 /( 汎 ) ご 中 へ 本 ロ て 飛び 


( 油 蘭 ) な SAS は で は G 彰 ev 雇 部 ら 
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る よう な シミ ユ レ ーション も (〈 笑 )。 

野田 ぜひ 、 そ うい うつ 方 向 に 行 つ て ほし いな こ 。 
DD あれ ね に 入れ ば 完璧 だ ね 〈 笑 )。 

時 田 そこ まで 娠 起 。 次 ほ コ ンド ロー ラー ね 。 
いわ ゆる コン ピュ ユ ュー タダ の ソフ トウ エア 全般 に つい 
て いつ も 私 が 主張 し て いる こと な ん で すけ ど 、 プ 
回 グラム ビレ コシ ピロ ー ラー が 、 し と どー 
緒 区 < ぐろ つい て ぐる どい い いい 。 プラ スチ ッ ク 製 の ス 
テイ ィ イッツ グ で いい ん で す よ 。 ご れ を や る と 非常 に プ 
ログ ラム の 量 は 桁 違 い に 大 きく な つちや ゃ つん だ け 
れ ど ご 、 そ れ を 承知 で 、 要 する に 機 細 上 げ や 機 細 下 
げ 、 左 右 の 操作 ね …… o 

ロロ ビッ チロ ー ル だ 放 。 

野 国 お まけ に ヨー (ププ) まで で きる と 有 ごろ に 
性 の いっ て い 症 着き 症 い 。 邊 し だ 紀 、 居 ん と だ 
ラプ 0 の の RMDYBIep 和 演 RNN 
レ て いる 供 エ プレ イル したら ド 


の 方 で は 、 シ ステ ム 的 に は 第 連 線 

で すけ れ ど 、 小 型 の も の に 乗 つ て シュ コー ティ ング ブ 
導 ドイ ヤー ノル だ いう あし ラン も シン ゲ 
で 登る ご と な り の まし だ 。 それ ほ へ ヘッ ツ に ・ マ ウシ 
トト *・ デ イス プレイ CN10) か ぷっ て プレ イ する ん 
野田 そう な は つ だ を だら お も し ろ い な (〈 笑 )。 

ま 字 之 え 。 和貴 非 、 オ ー フ 前 ビ プ レビ コー に ビ 科 
て 頂け れ ば … 招 待 状 を お 送り し ます の で ( 笑 )。 
野田 ペド マウ ント で 和博 つ だ ほけ で すか 。 

釜 子 まだ 言え な いん で すけ ご ど 、 ア ツ と 驚く 仕掛 
け を し て あり ます の で (〈 笑 )。 あ と も うど ぢ どー3 み カ月 
で す の で 、 よ ろ し ご ぐ お 願い し ます ( 笑 )。 

野田 あそこ まで いい 絵 が 出る と シュ ユー ティ ング 
以外 も 欲し いよ 。 

そう で きき 4。 

野田 質感 まで 由 て きだ ら 、 そ れ は 次 の こと を ぜ 
ひび 考え て い だ だ きだ いな と 。 

OO ぜひ 考え だ いで す (〈( 笑 )。 ほ ん と は 設定 画 な ん 
ガ 、 表 面 上 に 現れ な いや つが 、 ご ど ご さ つと 資料 ある 
ん で す よ 。 

小 廊 結構 あり ます ね 。 

0 ご 覧 に な つ を こと あり ます 

小 訪 今 、 本 の 制作 の だ め 見 せ て 頂い て ます 。 


ら F の 感覚 
を ゲー ム で 表現 し た い 


野田 プレ イレ て いて 、 ド ラグ ヴー ン の 飛ん で いる 
(プレ イレ て いる ) シ ー ン な ん が 『 ス ター ウオ ー ズ 』 
以上 の 迫力 で 、 私 な ん ぞ は それ を 見 て いる だ け で 
楽し いん で すけ ご ど ね 。 
選 花 博 の 時 の コン セプト と し て は 、 宇 宙 戦 争 を 
体験 し て も ら お うと いう 狙い が あつ て 開発 が 始ま 
つう だ らし いで 生 。 
小倉 90 年 に あれ を 見 を と き に 、 第 一 印象 で く 銀 
河辺 読 シリ ー ズ (11) と か み 、 あ の の イズ テー 
ジ が パッ と 頭 浮 ん だ と いつ の は あり の まし だ ね 。 
映画 で 『 ス ター ファ イタ ヤー」 (※12) と いつ ご G の 
宇宙 船 の も の が 昔 あ り ま し だ けど ご 、 そ れ を 連想 す 
、 あ あい うう 感覚 の ら F シ ー ン が 同時 に 
想 さ れ だ 。 


す が …。 や つば ぱり ゲ ー ム な ん で 、 見 だ 目 は 派 ま に 
し を いん で 、 そ ご こ ご は 派 ず に や る と いう 。 


野田 赤 亡 偏 移 ね 。 NASGA の 天文 学者 で 、 ハ イ 
ン ラ イン 〈※14) と 非常 に 親 し ガ つ だ 人 で 近藤 陽 
二 き ん と いう 人 が NASA (※15) の ゴダード 宇 
宙 セ ンタ ー に いて 、 私 は 昔 ガ ら の つき 公 い な ん で 
計 ど 。 そう いう 入 ピ いつ うべ ん "ご や 作 ほ て … 
欠 れ 選 ぞ ワ リープ の イメ クー ジ と か ね 。 あの 入 ほ な づき 
で す よ 。 野次 馬 な ん だ 。 

ロロ ホオ ー ツ 。 

野田 日 本 の 大 学 出 て ガ ら 向こう へ 行 つ だ を 人 で す 
ら 、 い つ で も 紹介 し ます よ 。 ど ご どうせ ナム コ は 儲 
人 つて い 和 名 ん だ 方 選 ( 身 )。 ウシ ン ニレ ピン まで て 人 告 つ て 
お 会 いじ な つ だ ら ど う で す ガ が ダメ も こと で 。 - 何 


(さる ン 3 し イメ 
で さる で % ぶ を 
ッ プ リッ ダ を 人 す 符 3 時 > また 閣 ち に AF も > が 


< や 人 栓 を さ で き る よう 和信 ダ ー ン シャ まそ 3 ダー を 
疹 線 き 合 和 AS ま うた 色 遂 を らく 


の る 
と 2 


も 収穫 な けれ ば な いで いい じゃ な いで 
き ガ 。 旧 非 、 や る と あ も し ろ い で す よ 。 
それ か 己 、 あ そこ ご へ 行 有 と 、」 U 己 と 
いう 国際 紫外 線 観 測 衛 星 の コ ント ロー 
ル セ ン ター な ん が ガ が が あつ て 、 ボ タン を 
ぽん と 押す と 、90 イ ンチ の 望 境 鏡 ガ ら 
の 肌 参 が ビデ オプ ロジ ェ エン ター で ビー 
ン と コン トロ ー ル セン マー の 中 へ 出 て 
ぐる わけ で す よ 。 そ うい う の を 一 度 直 
分 に 見 る と 、 何 ガ 感 じ る 部 分 が ガ 出 て ぐ 
る ん じゃ な いかが な 。 そ れ か が ら 、 ご れ も 
お 話し レ し レ し よう と 忌 っ てい だ ん で すけ ど ご 
多分 、 あ な だ 方 ご らん に な つ だ ご こと あ 
る と 思う ん で す が 、 ボ イジ ヤー〈※16) 
が 土星 に 接近 し だ と き の CG 覚 えて ます か が 
DO は い 。 

野田 土星 の 環 を 上 か ら 抜 ける と 一 瞬 、 直 線 の よ 
S に な つて その まま 下 に 抜け る 。 そう する と 、 直 
に まだ 環 の 裏側 が ザ パ ツノ / と 広 が びる 。 あ れ な ん が ガ が 
フウ ワ ク する シー ン レ ゃ な いで すか 。 あめ あい うこ ご 
と を ゲー ム で 楽し め る 一 一 侵入 角度 を 自分 で 決め 
て 小 歌 星 帯 まで 突 つ 込め る こと が で きれ ば 、 だ ま 
ん な いで し よう ね 。 


そう で すね 。 その を ぎる ちり 作り ご こん で い 


と 世界 が び ド ワ ツ と 広 が びり ます が か ら ね 。 

田 次 は それ で す よ 。 あ そこ ご まで 宇宙 有 艇 な ん が 
の 質感 が びちゃ ん と し だ も の が で きだ ら 、 ご の 次 は 
今度 は その 舞台 を そう いう ふう に 広げ る こと が 絶 
対 必要 と いう こと で す な 。 NASGA の ご ご な ん が 
思え ます か ら ね 。 あれ ほ は パプ リッ ク ・ ビ メイ ン で 
すか ら 、 ア メリ カ 政 府 ガ 作 つ を も の で すか ガ がら 。 
竹田 よび けつ だ で す 
ね (〈( 笑 )。 
野田 だ びら 、 そ れこ ご そ 協 力 に NASGA の クレ ジ 
ツ ト を 入れ て お け ば いい わけ で 。 

Y. 5 協力 NASGA。 カ ツ コ いい じゃ な い 。 
釜 子 NASA と 協力 ける ナム ハコ (笑う)。 

野田 そう な われ ば 、 炊 は ロス の ジ エ ッ ト 推進 研究 
所 に いく 。 ご れ は カリ フォ オォ ルニア 工科 大 学 の 研究 
所 て リピ し ) な ん で す が 、NASA と 契約 し て 宇宙 
開発 関係 の 惑星 探査 を 全部 や つて いる 組織 で す ガ が 
全 。 行っ だ ご こと あり ます 

うち の アメ リカ の 会 社 ザ サン ノン ゼ に ある ん で 
す 。 だ か ら 横 は 通 つ だ こと あり の ます 。 

野田 サン ン ゼ だ つっ だら 、 エ ー ム ズ 開 発 セ ンタ ヤー 
じゃ な いで すか が “や _ あな だ が 通ら むれ だ の は 。 

避 そう か も し れ ま 世 


太陽 系 内 の | リア リティ の ある と ご ころ で 、 色 々 な お 惑 
星 探索 機 が 送っ つて きだ 絵 と CG を 使 つ て 太陽 系 が 
舞台 の や つ を 1 つぐ らい 作る の も すご くぐり リア ル な 
ん じゃ な いで すか ガ が ね 。 

桜井 U り GSF と いう 設定 が グレ し レ つ がり し て いる ん 
で 、 孝 攻め 大 用 いて の 旬 大 作 つ 友 ら 面 加 そう で 
すね 。 

野田 あ は だ れ だ つけ 太陽 系 の 惑星 を 全部 
回 る 宇宙 船 レ ー ズ の …… o 

小 廊 『 エ イリ アン ・ ス ピー ドウ エイ 』P (て ※17) 
野田 『 エ イリ アン ・ ス ピー ドウ エイ 。』 は 人 遥 び ご ど ご 
ガ か の 星系 じ や な いで す ガ 。 じゃ な ぐ て …… ども 
向き に だ れ わか が 書い だ や つ 。 ご れ が 『 大 宇宙 オリ 
ッッ ピッ クラ と いう ダイ し レル で れ ね 。 それ か らら 、 有 ラ 
言わ れ だ ロジ ャ ー・ ゼ ラズ ニ イ (て ※18) の 『 エ イ 


ん ね 。 

野田 リピ し は ロス の 
9 で づき 。 /! リ ワリ チ 
イデ で び ガ 全 。 全 避 ス 
まで ら 万 円 ざら いで レ 
よ 、 安 い 切 待 な ら 
( 笑 )。 だ だ から 、 い つ ペ 
ん 是非 行か が れ て つい で 
の ご と で つい り いう テー 
プ な ん グ ガ が を 眞 つ て き て 
うま ご ゲー ハム に 組み 込 
む お 。 非常 に 壮大 な 規模 
で ど ご この 星系 が 分 が ら 
な いと いう の も 結構 そ 
れ は いい で す が 、 逆 に 
本 物 の 火星 の 地表 な ど 


リア ン ・ ス ピー ドウ エイ 。』 は 物凄く リア リティ イ あ 
る も の に こ な り ます な 、 絶 対 。 ご これ は 高度 な 話 で 妥 
する に 宇宙 船 レ ー ス だ け で 人 廊 つ て いる 星系 が 1 つ 
ある ん で きす よ 。 要 ぎる ビビ イ クラ ス の や つか ら 〒 
ン デ イ み だ いな 。 あ れ は いつ べ ん 読 まね る と …… o 
せつ か く < 乗り 物 の ほう が 先行 し て いる ん だ か ら 
( 笑 )。 次 は 環境 を そう いう ふう に 設定 する と 、 ラ 
ん と お も し ろく なる ん じゃ な いで す ガ が ね 。 

小間 『 リ ッ ジ 」 と みかみ の ド ライ プ ゲ ー ム も ナム コ き 
ん 強い ん で … あ あい う ン ノリ で 、 星 系 を 舞台 に し だ 
宇宙 レー ス の ゲー ム な ん か な さる と …… 

ロ 結構 、 頭 の な ひで ある と 思う ん で すけ ご ど ご … 最 
初 に 業務 用 で し だ か ら 、 業 務 用 だ と あま り の 複雑 な 
ご と や つて ぐれ な いん で 。 

野田 それ わ は そ うつ で す な 。 

ロ 家庭 用 の 第 1 弾 と いう こと で 、 今回 の は 移 殖 。 
スタ ヤッ ツ フ は 次 の 構想 練 つ て いる ん じゃ な い ガ が な 。 
己 最近 の ハー ビビ が すご い 進 歩 し て 、 絵 が 凄い の 
が で きる よう に な つっ てき て いる ん で 、 ご これから 中 
身 も 深く て 、 絵 も 凄い と いう の が 結構 作れ る ん じ 
や ゃ や ない が な 。 そ れ を 作り だ いな 一 と 。 


> 8 
まさ シネ ネネ スス 2 注 
po y る あ き 人 。 


ーー 
| 


を 講和 和 を まさる SS ター 和合 Py : 
立 32 LE て や 和 を うー 牧人 か 入信 く 森 電 まる 。 


実は "サイ バー コマ ンド 」 チ ー ム は 
UG ら F の 部 隊 な ん で す 


野田 これ は お そら ご ぐ ご 、 我 々 み だ を いな 無責任 な 素 
人 和信 が 言う こと で 〈 笑 )、 作 る ほう と し て は 大 変 な ん 
て し よう が 、 や つば ぱり 自分 の コク ピッ トド か が らら 見 志 
目 の ゲ ー ム で 、 そ れこ ご そ ピ ツチ ロー ル な ん グ ガ が 自 
貼 に コン トロ ー ル で きる の が 欲し こなつ て きま す 
。 

D うち の 会 社 は 地上 版 だ と 『 エ ー ス コン バツ ト 。 
が 出 て いる ん で す よ ね 。 そ ね れ の 宇宙 版 が 何 ひ ある 
し VA で きけ ど ね 。 

野田 ご どう ゼ せ 宇宙 空間 で の 戦闘 機動 な ん て も の が 
将来 あり 得る ガ けど う ガ 分 ひん な いで すか が ら ね 。 ス 
ビー に か ら 背 つつ だ つて ざさ ( 笑 )。 お そら ご 上 自 に 見 え 
な い ロ ング レン ジ ガ か がら の 砲撃 戦 主 体 に な る で し よ 
で つ し ちゃ 。 

台 衝 う で きす ね 。 

野田 それ を X 線 レー ダー な ん か ガ で 敵 を 捉え て 撃 
ーー こ 如 が る で し よう ば ど 、 そん な さと を 実際 に 
や つて だ ん じゃ つま ん な い の で <〈 笑 )、Fー15 み だ 
いな プリ で いい わけ で す な 、 逆 に 言え ば 。 

小 訪 あれ ね だけ 技術 が 進歩 し て ご ご も が な りき ぎれ 
い に こなつ て いま すか が ら 、 同 時 に 画面 上 に プレ イレ 
て いる 仲間 の 機体 や 陸軍 部 隊 の 情報 こ ガ が リア ル 
タイ ゐ 表 示さ れる よう な …。 そ ご こま で 今 の 技術 が 
い ぐ か どう ガ 分 ひら な いで す が 、 そ ん な 『G 〇 」』 が 
あつ だ ら 確 に 面白 そう で すね 。 そ うい うつ 陸軍 を 
串 休 と し だ "人 G ジリ ー ズ の サイ ビス トーリ リー 
上 あ だ る ゲ ー ム と か ・-。 

桜井 そう いえ ば 『 サ イ バ パー コマ ンド (※19) と 
いう ゲー ム が ある じゃ な いで す ガ 。 

釜 子 は い 、 あ り の ます ね 。 

桜井 あれ の 機体 に は り G 〇 SF 上 と マー キン グ さ れ 


金子 まさ に 先程 か ら そ われ を 申 レ 上 げ よ うと 待ち 
構え て いた ん で す ( 笑 )。 一 応 、 裏 設定 と いう の は 
変 で すけ ど 、U り GSF に は 、 あ あい つ だ 地上 部 隊 
と 言う か 、 了 時 軍 み た いな も の が あり まし て 。 あ ち 
ら は コマ ンド 戦車 部 隊 、 タ ン フ 部隊 で ある と いう 
よう な 設定 に な つて る らし いで す ざ 。 

己 実は 、 そ の 裏 を 話し ます と … 私 、 当 時 まだ 業 
務 用 の チー ム に いた ん で すけ ど 、" サ イ バ ー コ マ 
ンド ュ チ ー ム が 訪ね て きだ ん で す よ 。U り GSF と 
いう ロゴ を 使わ むせ て ほし いと 。 何 故 で すか と 言 つ 
だ ら 、 筐 体 に いろ ん な シー ル を 貼る ん で すけ ど 、 


足り な い の で … と (笑う)。 
竹田 それ だけ や 

呈 実は 『「 サ イ バ ー コ マン ド 』 チー ハム を UGSF 
の 部 隊 と し て 使わ むせ て も いい か と 。 それ は いい ん 
じゃ な い ガ 、U り GSF と いう の は そう いう 部 隊 も 
ある ん だ とこ と 。 

金子 そう いう こと だ つ だ ん で す ガ 。 

経緯 は そう で すけ ど 、 非常 に いい 。「 サ イ バ ー 
コマ ンド 」 は U り GSF の 1 部隊 チー ム と いう ふう 
に し よう と 、 そ ご こ で 決め だ ん で す 。 

金子 「 サ イ バ ー コ マン ド ュ で 反乱 を 起こ サメ イン 
コン ピュ ユー タマ は 確か サラ ー マ で す よ ね 。 

台 ラー マ 。 

金子 私 当時 、 広 報 で 業務 用 の 担当 だ つ だ ん で す 
けど 。 ウ ラノ ンス の 反乱 と いう の は U | MS と 何 か 
関係 ある の みな と か 、 裏 を 読ん じゃ や つ だ り と ガレ 
だ ん で すけ ど ご (〈 笑 )、 そ うい う 設 定 も 合わ せ だ ん で 
すか ね 、 あ ちら は 。 

己 どう な ん で すか ね 。 だ ぶん 直接 は 関係 な いよ 
うな 気 が 〈 笑 )。 

金子 そう で すか 、 す いま せん 。 
台 いい え 。 0 
金子 開発 びそ うい うふ うに 開発 の 問 で 話 2 

げ て いつ て いる と 面白 いん じゃ な いか な ど と 
小倉 で も 、 そ うい う 深 読み が あつ て も お 3 
いで すね 。U | MS つて 、 機 械 知性 体 な ん で 、` 
イク ロマ シン C※20) み だ な いな の が あつ て も お 2 


し ぐ な いわ け じ ゃ な いで す ガ が 。 そ うい う の が コン 


ビ ピュ ユー タ に 侵入 し て 、 暴 走 を 起こ きせ だ と か が いう 

設定 びす あつ だ りす る と 結構 面白 いで し よう ね 。 

釜 子 そう で すね 。 

らら 機械 生 と いえ ば 、 ア アーサー・C・ ク ラー ク 

(※21) の 3 回 コロ ニー が 来る 話 … 『 宇 宙 の ラン デ 

ヴー ュ 』(※22)。 あ れ の 生物 と いう の は 機械 で 作ら 

て いる けど …・ 枯 いま し だ つけ 室 

小 訪 ラー マ (※23) が 来る 話 。 

野田 ラー マ が 来る 話 ガ 。 

 、 で 9。 

野田 そう する と 、 ス テー ショ ン に 人 間 が 入 つ て 

い ぐ 話 で すね や や 

入 つ て いく と 生命 が いて 、 分 析 し だ 結果 すべ 

て 機械 構造 。 で も 機械 な ん だ けれ ど 、 生 命 だ と い 

う よ う な お 設定 だ つ だ 。 そ ご に 近い な と 自分 で は 思 

うと て しい 尽 で うけ を 。 

釜 子 ラー ツマ つ て 、 だ し が イン ド の 戦い の 神様 が 

な ん が で す よ ね 。 で すか が ら 、 そ れ か が ら と つ だ 神話 
。 シリ リー ズ ガ な と 上 十 つ だ 

/M で きけ ど だ …。 

相当 、 リ ング し て 

いる 。 

野田 ンク ラー ン ほ それ 

が 7 全 と うつ だ ん で し お あおう 。 


金子 ああ 、 そ う で すね 。 


キー 


を 


野田 あの 人 は スリ ラン カ に 、 の め ら 込ん で いる 
か ら 。 

小倉 さつき 、『 サ イ バ ー コ マン ド ュ 』 は り UGSF の 
地上 部 隊 と いう 話 が の 。 『 宇 


し 
に まう Ma ー 

己 私 は さつき いつ だ 
何だ ろう つう なあ …… o 
野田 『 宇 宙 の 戦士 」 と は 、 お 若い の に 古い で す 
よ 。『 ハ ー ド ワイ ヤー ド ュ (て ※26) な ん ガ は 必読 で 
に 

小 廊 話 脱線 し 続け を うえ に 、 宇 宙 が ら 一 転 す る 
れん で びき けど ニコ ョ ー ロ マン リー」 (て w27) あど だい 六 
サイ バー バン ン (※286) も の や も 完 人 牌 に ゲー ム 化 し 
だ ら 面 白い と いう 気 が ザ す る ん で す が 。 

ロロ だ けど いち ぢ ちば ぱ ばん 問 し いい ジャン ル で す よ ね 、 あ 
れ は 。 

小間 そう で し よう ね 。 で す が 、 そ うい う の に 挑 
科 し て み だ い と いう の は 、 ダ ザー ム の 制作 者 と し て 
や つば りあ り の ます か が 

そう で すね 。 いろいろ ある と いう か ガ 、 本 読ん 
で 感 鉛 受 ける と 、 ご これ は いい な あと いつ て …… o 
だ と えば 、 読 ん で ワク ワ グ し だ 要素 こみ 、 ド キ ド 
キ こ と ガ が 、 怖 ガ つ を だり と が 、 そ の 感覚 み を い の を ゲ 
ー ム で 表現 で きだ らい いな あと いう の は 結構 考え 
て いま すけ ど ご ね 。 最近 、 特 に これ と いう の は ちよ 
つと 出 て ご な いで すね 。 


本 を 読ん で ワク ワク し た 感覚 
な ご を ゲー ム で 表現 し た い 


OO サイ バー も の は 結構 イン ター ネ ツ ト が ら や つ 
て き て 、 そ の 辺 に みん な お 認識 行 つ ちや つて いる が 
ら な あ …。 
野田 ナハ ムコ な ん て 人 金 が 帳 つ て いる ん だ か が ら (〈 先 )。 
当 れ ご そ 、 ウ ィ リ アム ・ ギ ブス シン や プ ブルー ズ ・ ス 
ター リン グ Cs20) だ か 、 そ の に ご こう ちから 系 
件 出し て 書 ガ せる 〈( 笑 )。 それは ぜひ や つて ほぼ ほしい 
な あ 。 

それ か がら 『 ア ンタ レス の 夜 明け 』(※30) 読み ま 
し 2 

ご れ は 太陽 系 の 周り の の あつ ちこ つ ち の 星 系 の 植 
民 地 と の 連絡 が 途絶 し だ 中 で 、 そ ご こ に 住む 主人 公 
が 地球 こと い ガ に コン タフ ト を と る か と いう 話 。 ゲ 
ー ム 性 びあ る わけ で す よ 。 それに 対し て 敵 le 

いろ ん な 妨害 を し て ぐる 。 そい 


い ュ ア ル と 別に 、 設 定 ブ ッ フ レッ ト 60 ペ 
ー ジ ぐら い を 特典 と し て 付け て 、PS で 2 枚 組 の 
シミ ミュ レー ショ ン ガ アド ベン チャ ー な ん か ガ に する 
だ 人 9 50。 

O そう いつ だ の も 面白 いか も し れ ま せん ね 。 そ 
うい う の 、 ド に / や w と つい て る る と 。 

金子 ゲー ム と いう より も 、 イ ンタ ラク ティブ ・ 
ムー ビー に 近い よう な ……。 

野田 し ・ ニ ー ヴ ン C※31) や り ・P・ ホ ー ガ ン 
C※32) な ん か の 小説 で 何 ガ 一 発作 われ ば 、 今 度 
ファン の 連中 が 付い て 新しい ゲー ム 人 口 を 獲得 
で きる ん じゃ な いか と も 思う ん で すけ ご ど ね 。 ホ ー 
ガン な ん か なら 、 お そら ご ぐ ご 世界 中 に 販路 が 広がる 
で し あう し れ ね 。 

己 これから は 世界 を ター ゲ ツ ト に に し て 考え て い 
みな こち や ゃ いけ な いな … と 。 

野田 そう いう こと で すね 。 ハ イン ライ ン な ん か 
だ つ だ らい いじ ゃ な いで す ガ カ 。 "宇宙 の 戦士 な ん 
て いう の は 特に 。 

王 ハイ ン ラ イン は 小学 生 の ころ か ら 読 ん で いる 
( 敵 5。 

野田 ナハ コ の 将来 の 戦略 と し て 、 世 界 的 に 販路 
を 広げ る の に 、 ベ ー ス に ド ・ ア ポン ・ ザ ・ ノ ベル ・ 
オプ ・ ハ イッ ライ ン と いう 、 ある い ほ 、 ア ダブ プチ 
ツ ド ・ フ ロム ・ ハ イン ライ ン と ガ さ 。 

小倉 それ に 、 協 カプ NASGA と つけ る (〈 笑 )。 
釜 子 すご いで すね 、 も う 。 

野田 いや 、 だ けど 、 そ れ 冗 談 抜 き で マジ な 話 で 、 
不可 能 な ご と じゃ な いで す よ 。 ど ご か や の ます よ 、 
いざ れ 。 私 は セガ で も 同じ こと を 吹い て ます ガ ら 
ね ( 笑 )。 早 いと こ や つ だ ほう が 勝ち 。 


キン > 


で 


金子 も し 、 そ うな つ だ ら ホ テル で 記者 会 見 し な 
いと 〈( 笑 )。 

ロロ そう いう ご と し レ し な いと だ め だ こ と 思う よ 。 
野田 うん 。 だ か ら 人 本 気 で や る 気 び あむ ば 、 私 は 
喜ん で 近藤 ん で も ハイ ン ラ イン 未亡人 で も 橋 渡 
し は で きま す ガ が ら 。 

釜 子 ほん と で す ガ が 。 じゃ みあ 、 早 速 、 ち おち よ つ と あ 
し だ うち で 話 を し まし て (〈 笑 )。 

野田 これ は マジ な お 話 で ね 。 夢 物語 だ な ん て 考え 
て い 己 、 ぎ つき つと ライ バル 祉 に や られ ぢ ちゃ う 
導 人 5 早い と た ざ ご 、 ハハ インライン と ンタ ラー クツ と ア 外 
フ (※83) そら い 押 きえ ちゃ うと か が ね 。 

小倉 そう する と が な り の 差 が つき ます ね 。 

ら シモ セ フ だ っ だ らく (ソノ ソ ァ ラフ プー ショ ン 〉 ミリ 
ー ズ (銀河 帝国 興亡 史 ) が ある (※34)。 

野田 ね え 、 す ご いよ な あ (〈( 笑 )。 ゲ ー ム に で きま 
きよ 「 フ ファンデ ーション ュ 。 

ロ あれ は 結構 ゲー ハム つぼ ぽい 。 

野田 そう そう 、 ゲ ー ム つぼ ぽい ね 。 

選 昔 、 地 球 こ いう 星 に 人 類 が 住ん で い だ ん だ よ 、 
と いう の が 伝説 に な つて いる ん で す よ ね 。 そ うい 


ララ 設定 と が 、 地 球 を 探し に 行 ぐ 話 。 


野田 私 コン ピュ ユー タダ シミ ュ ユ ュ レ ーション と いう 
も の を 『 フ ァ ン デー ショ ン 。』 を 読ん で 初め て 学ん 
だ よう な も の で す よ 。 つ まり 銀河 国 び つ ぶれ つ 
つ あ る と いう ね 。 
D ああ 、 そ う で すね 。 
小 廊 確 サ け 9 に 。『 フ ァ ウ ン デ ーション が ゲー ム に 
な つ だ ら 、 ハ リ ・ セ ル ダ ン 〈(※35) の 気持 ち に な 
つて ゲー ム へ を する と ( 笑 ) 
野田 そう そう 。 あ れ は 「『 シ ムシ ティ イィ ュ 」 の 逆 み だ 
いな も ん で すわ ね 。 
小 薦 そう で すね 、『 シ ムシ ティ 』 は 構築 する ん だ 
(1 
野田 シム ギャ ヤラ クシ ー を い ガ が に 漬 わ な いよ うに 
し て し り 避 信 あ い 今 。 
あれ つて 、 結 構 理屈 つ ぽ が つ だ がら な あ 。 
野田 他 に は ヒ ・ ビ EE・ ス ミス の 『「 ズ スカ イラ ーシュ 
(※36) み だ い に 、 1 人 の 人 間 の 発明 が 特殊 な 物質 
で も つて 宙 に 浮く 物質 を 開発 し を ば がり に 、 そ れ 
らい か に 宇宙 空間 へ 飛び 出し て い ぐ が と いう ね 。 
あれ も 未だ 称 三 コレ ーション グ ゲーム と し て 事 あ お も 
し レ し ろ い で し よう し ね 。 あ ね れ は 結構 途中 で シ ユ ー テ 
ィング も 出 て こく る し 、 そ うい うま も ある ん じゃ な 
い の グ か なあ 。 
品 ビビ ・・ ス 人 革 ス 、 
最近 知 つ て いる 人 、 だ 
ん だ ん 少な く な つて き ぎ 
て いる か ガ が ら (〈( 笑 )。 で も 
念 読ん で も 新鮮 味 あ り 
ます よね 。 
野田 まあ ね (〈 笑 )。 
日 本 宇宙 開発 事業 団 
の 宇宙 飛行 士 の 毛利 さ 
スペ ー ス シヤ トル 
に 乗 つ て いる と き ぎ 、 真 
下 に オー ロラ が 見 え だ 
と いう ん で す な 、 下 に 。 
当 す 1 上 下 のり ー デ ン 
秩 選 見 舌 て いる ん で サ 
が 、 一 瞬 真 上 通る と 線 
に な る わけ で す よ 。 線 
に な つが 次 の 瞬間 に 今 


度 は オー ロラ の 裏側 ひけ 見 えて ぐる と いう 。 ご これ が 、 
自分 が び ス ペー スシ ャ ヤ ト ル で 最も 衝撃 を 受け だ 光 昧 
だ つと いう ん で すれ 。 そう いう も の ほり な ら 
で きる ん じゃ な いで すか ガ 、 簡 単に 。 

ら その 絵 つ て 、 い まだ か が つて な いで すね 。 

ロロ な お ない 。 

小倉 そう いう 何 げ な い シ ー ン で セン ス オ プ ワン 
ダー を 感じ ませ せる よう な と ご ろ が 欲し いで すね 。 
OO そう で すね 。 そ の 辺 か ら 中 身 が 想像 で きる と 
受 民 呈し いで きよ ね 。 

小倉 伺 だ 話 な ん で す が 、「ー ド ラブ グー ン 」 で 、 岩 
を 飛び 越え て 真下 に キヤ ノン ン シー ド が 見 えま す よ 
ね 。 あ ね れ に 接近 し レ て いこ シー ン な ん か が ガ が 、 大 き さ を 
感じ ょ せ せ る の が すご く よ ぐ くべ で き て い だ こ と 思 つ ん で 
けど 。 そう いう の も 悩ん で て 作 つ と か 

呈 や っ つ ぱ り 巨 大 感 を 見 せる だ を め に … ち よ つ と 話 
違い ます けど 、『-ー ゾ ルギア に 出 て ぐる ゾル ギア 
が あり の ます ね 。 全長 10km 近 ある ん で すけ ど ご その 
大 き さ を どう や つて 感じ ゃ せよ うつ が と いつ ご こと で 、 
UGSF の 戦艦 が ゾル ギア と 戦 つ て いる こと 爆発 レ 
お やう 。 そこ を ドラ グー ン が 通り 抜け て 行こ ん で 
すけ ど 、 ゾ ルギア か ガ ら 見 れ ば すご ぐ 小 さい 戦艦 が 
ぽ ー ん と 爆発 し て 、 そ れ に ドラ グー ン が 近づい て 
いる と 誤 外 と すご で で 人 いしい ぃ 。 それ で 、 ご れ が ご の 
ぐら い デ カ い ん で あれ ば 、 ゾ ルギア は も つと デカ 
いん だ よ と いう ご こと を 一 遍 狙 つて 作 つ て ある ん で 
( 敵 )。 そ れ が どう 冶 じ 島 れ な 信 ほ 別して 、 一 
応 そ うい うつ 狙い は ある 。 ' 

桜井 一 瞬 の 表現 こい うつ 感じ 

らら 意識 し て つこ くつ て ます ね 。 ゲ ダー ム で すか ら 、 
短い 時 間 で 効果 的 に 見 せよ うこ と が 、 一 応 そ うい うつ 
工夫 は 結構 し て あり ます 。 そ れこ なぐ 、 勘 づれ 
な いよ うに 入れ て いる の も あり の ます 。 

野田 巨大 と 言え ば 、 何 と 言 つて も 『 ス ター ウオ 
ー ズ 。 の 冒頭 の カツ ト (※37)。 い つま で だ つて も 
艦 底 が 終わ らち な い 。 あ れ が や つば ぱ ばり の 1 つの SF の 
イメ ー ジ の 桜 羽 的 な イメ ー ジ で す な 。 

呈 そう で すね 。 戦艦 の 細か が い 部 分 が 炊 々 と 重 な 
う て い る の ガ が ゆ の つ くぐり の りこ ーー" そう いつ だ 、 戦艦 も 
出す ん で すけ ど 、 や つっ ぱり の 模様 こ ガ も わり の こと 細か が 
い 模 様 を いつ ぱい こつ つけ て 、 ゆ つぐ り の 動 ガ す 。 
あま り ク イツ に 動 ひ し ちゃ うと 軽 や び な ん で 、 
ゆ つ こり ガー ツ と 近づい て ぐる と 大 きぐ ご 見 える み 
だ い の は 入 つ て ます ね 。 


短い 時 間 で 効果 的 に 見 せよ うと 工夫 し て ます 


も の を 入れ て し まう ( 笑 ) 


小倉 そう いえ ば 、 今 回 の PS 版 つ て 発売 が 延期 
に な り の まし だ よね 。 

確 そう そう 。 〇 SG こと いう 展示 会 が 今 あ る ん で 
すけ ご ど ご … 東 京 と 大 阪 こ 名 古屋 で 。 東 京 と 大 阪 は 終 
れ わら の だ ん で が 。 

野田 東京 は どちら で や つ だ ん で すか 

小 廊 池袋 の サン シャ イン で す 。 

妃 そこ ご で や り の まし て 、 大 阪 は AT ご C ホ ー ル つて 
いう つう 、 中 埋 頭 と いう 港 の と ころ で や つ だ ん で すけ 
ご 、 コ ユーザ ー に 発売 日 が 時 び な 件 を 聞け れ ま すね 。 
癌 で 攻 び 半 ん で す ガ 守 、 つ て 。 それ で 、 そ の 徐 で 
プレ イ し て も ら つ て も 、 展 示 会 な ん で 最後 まで プ 
レイ で き な い ん で す よ (〈 笑 )。 

野田 な る ほど 、 予 告 編 ふ うつ で すなお 。 

金子 待て ば 待つ を だ け 、 も し か し た ら 何 か 入 る 
7 し 4 な いり い 。 全う つい うと あり そう だ が ・。 

己 あえ て 言い ませ ん けど 、 結 構 衰 技 こ か 入 つ て 
いる ん で す よ ( 甘 )。 

小倉 バラ ンス 調整 考え て 少し で も 時 間 あ つ だ ほ 
う が 絶 対 い いで すか ら ね 。 

馬子 ぞう で すね 。 

確 で も ね 、 パ プ ブ (※38) は 大 変 な ん で す よ 。 

ロロ そう で すね 。 そ れ は 大 変 だ と 思い ます 。 ご つ 
ち は 、 何 ガサ ラッ キー が ガ な こと いう 気持 ち を 抑え て 、 

「 大 変 で すね 」 と いい な が ら 、「 じゃ あ 、 頑 張り ま 
5 と 計 え ば いし でき けど 和 ね 。 

竹田 で も 、 う ちの 開発 の いい 所 な ん で すけ ど 、 

納期 が 延び る と 悪あがき する ん で す よ 、 絶対 。 ご 
れ は 「『 鉄 人 筆 の 」。 で も そう だ つ だ ん で すけ ど 、 納期 
が 延び る と 、 ご この 曰 ま で に 開発 を 上 げ れ ば いい 。 

だ つ だ ら 、 最 後 の ゲ ー ム の バラ ンス の 調整 こと か 、 

そう いう の に 使え ば いい の に 、 ま だ 新しい も の 入 
れ ち ゃ うん で ざす 。 そ ご で 。 

釜 子 延び だ ら 楽 に な る と いう と 、 そ うじ ゃ な 
と 四 の 居 滞 で も つう あこ うり いう こと が の だ い 
と いつ て 、 が ん ば つて し まう ( 笑 )。 

小 廊 ご の 業界 の 内 部 の 人 間 は 、 そ うい うつ 事情 が 
分 ひる ガ ら 、 そ れ だ け 延 び て も 新しい も の が 入る 
な ら … と いう 考え が 畿 ら ガ は ある と 思う ん で す よ 。 
し レガ し 、 ぞ それ ほ は コー ザー ガ カ ガ 避 見 名 と 、 葛 慢 と し か 
見 らむ な い 。 な が な ガ 斑 いと ころ で すね ( 笑 )。 

馬子 そう で すね 。 私 や 自分 が ナム ココ と いう ラー 飲 
業 の 中 に 入 つ て 思 つ だ の は 、 や つば ぱり 企業 つて い 
ろ ん な 顔 を 持つ て いる と 思う ん で す よ 。 だ だ 、 ユ 


ーー きん だ 大 が 知っ つ 
て いる 顔 こ と いう の は 一 
面 で し か な いと も 言え 
る が も し れ ま せん 。 中 
に いる 人 人間 こ と 外 に いる 
人 間 と で は 視点 な ご ど が 
違う がら 、 見 だ 後 の 意 
見 が 違う の も し よう が 
な い 。 そ ん な に 怒ら な 
いで ぐだ さい よ ( 笑 ) 
と いう 感じ で す よ ね 。 
「 一 生 懸 命 作 つて ます 
と いう し か が な い (〈 笑 )。 
小 訪 その 辺 を 踏ま え 
半 上 で 、「 建 び だ けど ご 、 
ご // 信 し いら と の と 学 あ 


TEG 江 み 部 の 半 行 国 


浴 マ ナー 妊 びき 中 司 の い 決 喜 計 ③ 詩 政 某 講 商 (で 


山 中田 品 の 吾 へ 癌 ど J 古 v 叶 近 和 39 ト ーー の 人 


る よ 」 と いう の を 〇 さん と さん ガ が ら 一 青 、 何 ガ が 


あり ます か や 

呈 より 良 こ な っ て いる と 思い ます よ ( 笑 )。 裏 的 
な と ころ で 、 ハ ツ と いう 驚 き が 結構 …。 

桜井 裏 的 な こと と いう と 。 あ れ と が 、 あ れ と か 
あれ と か で す ガ 。 

確 前 に 吉 技 シー ト 渡 し じゃ な いで すか 
まだ 増え て ます 。 - 
桜井 え 、 な に や ( 笑 )。 

秦 まだ 、 増 えて きま し だ ( 笑 )。 

やつ ぱ のり の 敵 の 調整 と か こと いう の は で きだ 
結構 大 きい か な 一 。 

呈 ゲー ム 的 な 面 で より の よこ な つ だ 。 

O 『 ギ ャ ラク フシ アン 』 マ イプ の 敵 つ て 大 変 な ん 
刻ま れ 。 お き 曲 注 。 

結構 、 ゲ ー ム は 単純 な ん で すけ ど ご 、 作 る の は 
すご こ ご 大 変 な ん で す よ (〈 笑 )。 ぷ ぶつ ちや ゃ け だ 話す る 
と 。 敵 1 個 飛 ば すけ の に 結構 時 間 と られ て 。 

己 PS は ハー ド 技 術 が すご い 。 〇 G や ら ポ リ ゴ 
ン や ら 何 や ら っ て 、 だ けど 結局 飛ば すけ の は 人 の 手 
に こよ る デー タタ だから 。 あ と 、 起 像 と 実際 が 違い ま 
すか ら 、 何 度 も 何 度 も 直し て 、 そ うい つ だ 細か い 
調整 が 結構 きれ て ます 。 

や り の 続 ける と 、 何 と な ここ の デー 打つ だ ら 、 
こん な 感じ ひな と ガ 見 えて こる 時 が ある 。 

小倉 ほん の ちよ っ つと し だ 曲線 軌道 で も 、 ち よ つ 
と 違う よ な と いう と き あ り ま す よ ね 、 確 か に 。 

ら 『 ス ター ウォ ー ズ 』 で 、 タ イイ 〈※39) が すご い 
何 重 に も 合成 し て る ん じゃ な いで す ガ 。 

飛ん で こる 映像 を 1 枚 撮 つ て 、 今 度 は この 絵 を 撮 
つて 全部 重ね て 、 最 後に は 何 十 機 も パーツ と カツ 
コ よ ご 飛ん で こる 。 で も その 製作 過程 を 見 る と 


1 個 飛 ば す だ け で すご い モ ーション カメ ラ 〈※40) 
や な に や ら 使 つて … そ の 気持 ち が よ ぐ わ が る 〈 笑 )。 
1 機 層 ば す の に すご い 苦 労 び あつ て 、 そ れ の 積み 
重ね で …。 け ご ど 、 出 て きだ ら す ぐ 破 壊さ まれ ちや ゃ つう 
ん で す (〈( 笑 )。 花火 師 み だ を い 。 

小 廊 、 一瞬 の 美 を 追求 する 。 

己 結構 、 職 人 の 仕事 と いう が ガ 、 そ うい うつ 感じ が 
レ ま す 。 

野田 や つば り 、 宇 宙 戦 闘 と いう と 『 ズ ター ウオ 
ー ズ 。 が 原点 で す ガ や 

己 私 の 世代 、 私 な ん ガ も や つば ぱり 『 ス ター ウォ オォ 
ー ズ 。 で か ガ が な り の 感 鉛 受け だ タイ プ で すね 。 

野田 や つば り ね 。 

小 訪 そう 言え ば 、 そ うい つた だ デイ デー ル 部 分 に 
関し て … ち よ つ と 個人 的 に 問 に 思 つ だ の は ドラ 
グー ン 。 ワ ンダ ー エ ッ グ の 全 方 位 筐 体 の 関係 も あ 
る ん で し よう が 、28 人 の ガン ナー が 機体 中 央 の ド 
で の 。 あ れつ る 


「 ガ ー ブ 」。 さき 
も し りあ ん で のど ご 。 
が 「 ガ ー ブ 」。 
桜井 そう な ん で すか 。 
呈 だ グ ら 、 ド ラブ ー ン は ドラ ブー ン と 比べ て 
大 きく デザ イン が 違わ な いん で す 。 

小倉 な る ほど 。 

DO そう いえ ば ドラ ブー ン つ て 真下 ガ ら の 攻撃 に 
弱い ん だ よね 。 

呈 下 ガ ら の 攻撃 に 弱い ドラ ブー ン 。 デ カ い か ら 
狭い に ころ を うま ぐ ご 飛べ な い (笑う)。 

小倉 確 グ に 言わ れ て みる と そう で すね 、 上 の ド 
ー ム は 28 門 も 砲 び つい て て 強 そ うだ けど 、 下 は 何 
も な いな あ … ど と 。 

呈 下 は 何 も な い 。 

桜井 ミサ イル ガ 何 ひみ な いん で すか や 

〇 それ は 暗黙 の 了解 で 〈 笑 )。 

金子 特撮 番組 な ん か で 、 名 乗り を 挙げ て いる 時 


結構 、 職 人 の 仕事 と いつ 感じ は し ます 


7 りー 


ーー 


に 攻撃 し ちゃ や いけない 。 あ れこ と 同じ (〈 笑 )。 

そう そう 。 

小倉 最後 に 開発 者 で ある お 二 人 に 、 ユ ー ザ ー に 

対す る アピ ー ル が あり まし だ ら 、 ぜ ひい だ だ きだ 

いん で すけ ど 。 開発 の お 二 人 に 限ら ず 、 太 さん な 

aa 

呈 や つば り ご ちゃ ご ちゃ し だ ご ここ と を 抜き で 地球 

を 守る べ ご 敵 を や つつ ける 、 そ の 臨場 感 を 味 わ つ 

て と いう … 戦 士 に な りき つて プレ イ し て ご だ さき 

い 。 そ れ は 十分 電 能 で きま す 。 

D ほん と に 集大成 、『G』 シ リー ズ の 1 つの 区 切 

りこ な る ん じゃ な い ガ が と 。 飼 後 、 次 の 世代 へ 向け 

て 、 和 皆様 フ ァ ン の 熱い 意見 な せ ど び が い だ だ けれ ば あ 

2 六 しり で すき 机 あい 当 と る ので すず 5 

小 廊 バ パプ ガ ら の 一 言 は 。 

夏 全部 言わ れ て ご うし よう ガ が な (〈( 笑 )。 オリジナ 

ル の 仕様 と ひけ が いつ ぱい 入 つ て いて 、 い ろ ん な お 遊 

び 方 び で きま す ガ が ら 、 な に は こと も あれ 朋 つ て ほし 
] それ で 新しい 『G*』 の シナ ! を 


ー 家 で 楽し め る だ め に こう 
を つこ くつ だ らい いん じゃ な い グ が な こと 考 


え だ と 思う ん で す よ 。 も ちろ ん 今回 の 「 ご "は 現 


在 考え られ る 家庭 用 の レベ ル で は 最高 だ と 思う ん 
で すけ れ ど ご も 、 も つと 依 後 に 期待 し て ぐだ さい 。 
ご れ は あこ ぐま で 通過 点 に 過ぎ な い 。 も つと すご い 
ご と で きま す よ 、 と いう つの を ちよ つと 和 旭 い だ を い ガ が 
な 。 

小 廊 こと いう こと は 、 靖 来 的 に も つと すご い 『G5』 
灯 還 て きる の と で 

釜 子 そ が は どう いう 形 に な る が …。 

小 廊 開発 の 御 二 人 に 期待 する … と いう こと で す 
ね (笑う 。 

D 期待 し ます から 、 こ と 振 つ だ り し て (〈 美 )。 私 は 
サポ ー ト に し ます ガ ら 。 

己 結構 、 世 界 市 場 つ て いう つの を 意識 し て …。 茅 
まで 海外 で も 勿論 出 て ます けど ご 、 わ り の と 国内 を 意 
識 し て 大 か な と いう の が あつ て … 吉 つろ まう つと 2 
ー ル ド ワ イ ド な と ころ を 目指 し て み だ い な 。 

小 六 一 般 的 な ユー ザー と し て の 観点 お ら 、 野 田 
先生 も や ひと言 お 願い し ます 。 

野田 さつき ガ から お 話し し て いる こと で すけ ど 、 


ゲー ハム が あそこ ご まで りり ア リ デ ィ 和 を 持ち ば じ め 友 性 、 


あと は それ を 使 つ て いろ ん な 面白 いこ と が で きる 
だ ろう と いう こと で 、 非 常に 楽し み で す 。 そ の ひ 
と 吾 に 尽き る な 。 あ そこ まで きち ゃ つ だ ら 。 

ロ 今度 作る 時 は 、 是 非 参 考 意見 な ご ど を い だ だ い 
て (〈( 笑 )。 

野田 ほん と に 、 そ れこ そ NASGA と が ズミ ソニ 
アン (※41) だ と ガ 利 用 する べき です よ 。 ハ イン 
イン の の フラ ー ン と の で する 。 


小倉 それ で は 、 次 の 『 〇 *。 は や は のり ベー ス ド ・ 


アポ ボン ザ …"。 協力 /NA 弓 人 と いづ うこ と で 容 
まり で すね ( 笑 )。 
本 日 は 、 皆 さん どう も 有り 難 つ ご ざい まし だ た 。 
(3 月 12 日 収録 文中 敬称 賠 ) 
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